















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【序章　雨あま野の景けい太たとセカンドキス】






　フラグ管理ミスによるイベントバグ、というのが、テレビゲームにはまま起こる。

　物語的には既すでに死んだハズのキャラクターが、なぜか会話画面に出てしまっていたり。

　作中でまだ起こってもいないはずの事件が、終わったこととして語られてしまったり。

　要は、話の流れにそぐわない妙みようなイベントが起こってしまうことなのだけれど。

　これが実際、ゲーマーにとっては中々に致ち命めい的てきで厄やつ介かいなバグだったりする。

　なぜなら、普ふ通つうのバグによる被ひ害がいが概おおむね「時間」や「労力」といった実務的な部分に作用を及およぼしてしまうのに対し。フラグ管理ミスによるそれは──

　──主に、プレイヤーの精神を抉えぐってくるからだ。

　死んだハズの仲間が突とつ如じよ何事もなかったかのように出てくるのは不気味だし。

　これから起こる事件の顚てん末まつを語られたりしたら、最悪のネタバレもいいとこである。

　このように、プレイヤーの死角から突然攻せめてきては、対処の間もなく心に爪つめ痕あとを残していく事象。

　それが──フラグ管理ミスによるイベントバグ、というやつであり。

　だから。

　この僕。雨野景太にとって。




　よりにもよって想おもい人の目の前で、第三者に唇くちびるを奪うばわれるというこの事態は──




「ん、ぐ……!?」




　──まさに、フラグ管理ミスによるイベントバグ、そのものであった。




　　　　＊




　冷たく乾かわいた風が頰ほおを撫なでていく二月。

　夜の帳とばりが降り始めた、展望デッキ《トワイライト・テラス》の片かた隅すみにて。

　現在。




　カサついた僕の唇には、温かく潤うるおいに満ちた何かが重ねられていた。




　そして瞳ひとみに映るのは──星ほしノの守もり千ち秋あきのギュッと閉じられた目と、長い睫まつ毛げだけ。

「…………」

　どうやら僕は今、チアキと、口づけをしているらしい。

　どこか他人ひと事ごとのようにそんなことを思う。……意識が事態についていかない。

　──と、僕の胸に置かれたチアキの小さな両手に、彼女の激しい勢いと体重がかかっていることに気がついた。

「（おっと、危なっ）」

　後ろに体がぐらつきかけ、僕は思わず──脊せき髄ずい反射的に彼女の肩かたに手を置き、それを支えてしまう。

　……そう。

　それは、まるで彼女のキスを受け入れるが如ごとく。

　優やさしく、抱だき留めるように、そっと。

「……ん……」

　最初は激しい勢いに任せて潰つぶれるように押し合っていただけの唇が、体勢が安定したことで、互たがいの柔やわらかさを再さい認にん識しきしてしまう。

「…………」

　その、あまりに甘かん美びな感かん触しよくに。




　僕は、一いつ瞬しゆん──間ま違ちがった達成感と、言い知れぬ幸福感を覚えてしまった。




　というのも、実際この僕自身、今この瞬間、まさに必死で他者の唇を奪おうと──つまりは想い人の唇を強ごう引いんに奪おうと、動いていた矢先だったのだ。

　つまりは、僕側も完全に「キスする体勢」にはあったわけで。

　だから当然その「キス」が達成されれば、一瞬は喜んでしまいもするわけで。

　…………。

　──そこで一番重要な「相手」が、すり替かわってしまっていたとしても、だ。

「……んぅ……」

　結果として、妙に長々と、元恋こい人びとにその光景を──チアキとのキスシーンを、見せつけるハメに陥おちいってしまう僕。が──

「（…………いや、違う！）」

　気の動転した状態から抜ぬけ出すと同時に、僕の中に天てん道どうさんへ対する強い恋れん慕ぼと誠実な想いが戻もどって来る。

　当然、僕はそのままチアキを強く突つき飛ばそうと考えた──ハズなのだけれど。

　彼女の肩にかけたその手には、なぜか……まるで力が入らなかった。

「（……これは……）」

　自分を、そして天道さんのことを思えば、僕は強く、激しくチアキの行こう為いを拒きよ絶ぜつして然しかるべきなのに。

　実際普段の「雨野景太」なら、後先考えずにまず動いている場面のハズなのに。

　なのに今は……チアキに対してだけは、それを躊躇ためらってしまう僕がいた。

　なぜなら……。

「（チアキ、震ふるえてる……）」

　彼女の肩から、僕の胸に置かれた手から、なにより唇から、彼女のその震えが──

　──いや、彼女の振ふり絞しぼった「勇気」の残ざん滓しが、ヒシヒシと伝わってきているから。

「（こんなの……この僕が強く拒絶なんて、できるわけが、ない）」

　だって、それは奇くしくも、さっきまでこの僕の胸にあったそれと──僕が天道さんの唇を奪わんと振り絞っていたそれと、全く同じものだったから。




　……たとえ世界中の人に、愚おろかだと罵ののしられようとも。

　僕だけは、それに心からの賞賛を送ってあげられる。

　そういう、僕らだけが分かる──なけなしの、ちっぽけな「勇気」だったから。

「…………」

　体が密着していることも手伝って、今、痛いほどに彼女の胸の内が伝わって来る。

　同時に、チアキに対して……これまででも最大の共感が、僕の中を満たしていく。




　ああ、キミは──僕だ。




　そして、それをこうしてハッキリと自覚してしまうと──もう駄だ目めだった。

「……ん……ぅ……」

　チアキのキスから、僕はもう、上手うまく抜け出せなかった。

　いや、正確に言えば僕は彼女を「激しく突き飛ばし」こそできなくとも、緩ゆるやかにその肩を押し、離はなれようとは動いていた。それは神に誓ちかって本当だ。

　けれど、チアキの深い覚かく悟ごを決めた「求め」は、それを遥はるかに上回っていて。

「…………」

　結果として僕らは、長い長い──永遠のようなキスを交かわしてしまっていた。

　きっと天道さんからは、この光景が……僕がチアキのキスを受け入れてしまっているようにしか見えないだろう。

　そしてそれは、決して百パーセント勘かん違ちがいというわけでも、ない。

　確かに僕は今……ある意味において、チアキの好意と行為を受け入れているのだから。

「…………」

　そのまま、一体どれほどの時間が経過したろうか。

　結局、この突発的で長いキスに、終わりをもたらしたのは。

　僕の強い意志でも、天道さんの介かい入にゆうでもなく。

　──誰だれでもない、チアキ自身の、謝罪だった。




「……ごめん、なさい……。ケータ、花か憐れんさん……」




　そう僕から身を離し、夕ゆう闇やみの中、どこか寂さみしげに微笑ほほえんだ、チアキの姿は。

　なぜだろう。




　今にも薄はく暮ぼの空へと溶とけ消えてしまいそうな程ほど、儚はかなく見えたのだった。








【天てん道どう花か憐れんと星ほしノの守もり千ち秋あきと仇きゆう敵てきエンカウント】









　天道花憐




　部室の隅すみに置かれた石油ファンヒーターが、ごぉごぉと温風を吐はき出している。

　二月の終わりも差し迫せまったある日。

　暖だん房ぼう効率が悪く常にほんのりと肌はだ寒ざむい、放課後の部室にて。

　ゲーム部部長である私、天道花憐は、窓から差し込む夕ゆう陽ひを背に──

　──極きわめて毅き然ぜんとした態度で、部員達へと檄げきを飛ばしていた。

「皆みなさん──ここ最近、少したるんでいらっしゃるのでは？」

『…………』

　部長からの厳しい言葉を受け、ゲームの手を止めてこちらを見つめ返してくるゲーム部のレギュラーメンバー三名。

　加か瀬せ岳がく人と、大おお磯いそ新にい那な、三み角すみ瑛えい一いち。

　このうち加瀬先せん輩ぱいとニーナ先輩の二名は、既すでに部活引退どころか、登校さえしなくていい時期に差し掛かかっている。にも拘かかわらず、彼らは私達の練習相手を務めるべく、今も律りち儀ぎに部活動へと顔を出してくれているわけで。そこに関しては、私も部長として深く感謝するばかりです。

　しかし──だからといって「たるんでいる」ことが帳消しには、ならないわけで。

　私は、ゲーム部部長として──毅然とした態度で、彼らへの𠮟しつ咤たを始めた。

「まず、三角君」

「は、はい、なんでしょうか、天道さん……いえ、部長」

　三角君が携けい帯たいゲーム機を机に置き、緊きん張ちようした面おも持もちでこちらを見つめ返してくる。

　私はそれに対し、やれやれと大おお仰ぎような動作で呆あきれて見せつつ、切り出した。

「貴方あなたの才能は確かに素す晴ばらしいわね。世が世なら、そのチートな能力で存分にハーレム主人公を堪たん能のうできたことでしょうねぇ。……ふふっ」

「な、なぜだろう！　不思議と全く褒ほめられてはいない気がする！」

「いえ褒めてますよ。貴方の実力は確かなものです。胸を張りなさい」

「あ、ありがとうございます……？　えーと……じゃあ一体、何がいけないと……」

　不思議そうに首を傾かしげる三角君。まったく、普段の洞どう察さつ力はどこへいったのやら。

　私はやれやれと肩かたを竦すくめると……直後、怜れい悧りに目を細めて、彼を睨にらみ付けた。

「では、ハッキリ言わせて貰もらいますけどね。三角君。貴方最近──」

「……は、はい……な、なんでしょう？」

　ゲーム部活動としてはかつてないシリアスなムードを受け、ごくりと息を吞のむ三角君。

　そうして、三年生両名もまた固かた唾ずを吞んでことの経けい緯いを見守る中。

　私は満を持して、その核かく心しんに迫る指し摘てきを──心を鬼おににした上で、指摘してさしあげた。




「貴方最近──少し、ゲームを楽しみすぎじゃ、ないかしら？」




「え…………ええ!?」

　瞬間、明らかに心外げな表情を浮うかべる三角君。

「い、いやいやいや！　ゲーム部で、そこを怒おこられることなんてありえます!?」

　動どう揺ようしながらも激しく反発する彼。しかし私は、それに淡たん々たんと反論する。

「怒られますよ。なぜならここは『ゲーム同好会』ではなく、あくまで『ゲーム部』なのですよ？　つまりは──『幸福の楽園』ではなく『修しゆ羅らの地じ獄ごく』なのです」

「いや言い方！　両団体のカラー差って、そこまで顕けん著ちよでしたっけ!?」

「ええ。だってかたや『雨あま野の君のいる、明るくて、とても楽しい集団』、そしてかたや『雨野君のいない、暗くて、くすんだ集団』ですよ？」

「ゲーム部の評価！　部長としておかしくないですか、そのスタンス！　い、いやボクも雨野君のことは確かに好きですけど……」

　と、そう三角君が漏もらした途と端たん、私は今一度ギリッと厳しく睨み付けます。

「あ、それも貴方のよくないところですよ、三角君」

「え、それって……？」

「いえ、貴方──最近少々、雨野君に入れ込みすぎなんじゃないかしら？」

「はぁぁぁぁぁあああああああ!?」

　瞬間、先程以上に心外そうに目を剝むいて激しく反論してくる三角君。

「それをよりにもよって貴女あなたに怒られますか!?」

「怒られますよ。三角君、貴方は……雨野君からの影えい響きようを受けすぎです！」

「なんですかこの、野の原はらしん○すけに下ネタを窘たしなめられているような状じよう況きようは！」

　凄すさまじく不服そうな三角君。

　私は軽く肩を竦めた後、部長として、彼に滔とう々とうと説いてさしあげた。

「いいですか、三角君。この部活はあくまで『上を目指す』方向性の部活動です。つまり、ただ楽しくゲームを遊ぶためのそれでは、ないわけで。だというのに最近の貴方ときたら……雨野君の影響により、ゲームを『楽しむ』ことの方に重きを置きすぎなのでは？」

「うっ……」

　私の指摘に、三角君は一いつ瞬しゆんだけ痛いところを突つかれたような反応を見せたものの……そこはやはり頭の回転が速い主人公属性青年。彼はすぐに反論へと転じてくる。

「お言葉ですが、天道さん。好きこそものの上手なれ、という言葉もありますように、ゲームを楽しむことと腕うでを磨みがくことは、ある意味においては同一のことでもあるかと」

「あらあら……」

　生意気にも、部長へと楯たて突ついてくる三角君。

　私は「フッ」と彼の意見を鼻で笑う。

「好きこそものの上手なれ……。虚むなしい言葉ですね。ほら、私を見なさいな、三角君」

「え、天道さんを、ですか？　いや、実際普ふ通つうにゲームが好きで、上手いじゃ──」

　そう更さらに反論を重ねようとする、往おう生じよう際ぎわの悪い彼に対し。

　私は、自身の胸に手を当てると──

　──彼の論理をへし折るのに充じゆう分ぶんな、凄まじい会心の一いち撃げきを叩たたき込んでさしあげました。




「この私が、大好きな雨野君の扱あつかいに関して──少しでも上達したように見えますか？」




「う、うわぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああ!?」

　途端に絶ぜつ叫きようし、頭を抱かかえ込む三角君。

「な、なんて悲しく重い説得力を伴ともなった言葉なんだ！　反論の術すべがまるでない！」

　愕がく然ぜんとし、打ちひしがれる彼。私はそんな三角君に、柔やわらかく微笑みかけました。

「分かってくれたようですね。では、今後はもう少し『腕を磨く』ことにも注力なさって下さいね、三角君」

「う、うぅ……了りよう解かいです、部長……」

　私は彼の説得に成功すると、今度は三年生の二人へと視線を向ける。

「……先輩方もですよ」

『な……なにが？』

　普段は傍ぼう若じやく無ぶ人じんな先輩方も、今日ばかりは私の威い圧あつ感かんを受け、肩を震ふるわせていた。

　私はスッと目を細めると、この二人にも指導を始めていく。

「どうも近ちか頃ごろお二人は、以前より『生ぬるく』なったように感じられるのですが」

『な……生ぬるく？』

「そうです。たとえば初心者や弱者との対戦時、以前のお二人ならば、慈じ悲ひも容よう赦しやもなく、ただただ全力で蹂じゆう躙りんしていたじゃないですか。それこそ、兎うさぎを狩かる獅し子しの如ごとく。そして、お正月にカードゲームで子供達からお年玉をガチで巻き上げる、厄やつ介かい者おじさんの如く」

『言い方！』

「それが……今はなんですか。相手がそのゲームを嫌きらいにならないよう気を遣つかい、時には敗北までしてあげる優やさしさを見せる始末。それこそ、牙きばを抜ぬかれた虎とらのように。そして、親族一同からしこたま怒られた、意外とメンタルの弱い厄介者おじさんのように」

『だから言い方！』

　私が「嘆なげかわしい……」と大仰に肩を竦めていると、先輩方二名は流石さすがにムッとした様子で反論してきます。

「おいおい天道。黙だまって聞いてれば、先輩に対してなんだ、その理り不ふ尽じんな物言いは。確かに指摘自体は事実だが、しかしその『気遣い』をすることの何がいけないと言うんだ」

「そうだよ天道。あたし達が少し丸くなったことの、何がいけないのさ？」

「フッ」

　お二人の主張を軽く鼻で笑う私。ムッとする彼らに、私は続ける。

「やれやれですね。先輩方は今現在、まさに、目まの当たりにしているじゃないですか」

『？　え、なにを……』

　私に言われていることの意味が分からない様子で首を傾げるお二人。

　私はそんな、愚おろかで鈍にぶい彼らに対し──

「ふふふ、なにをって。……ですから、いるじゃないですか、ここに」

　──先さき程ほどの三角君の時同様、またも自分自身の胸に手を当てつつ、会心の反論で切り返してさしあげたのでした。




「敵に塩を送りすぎた結果、現在馬ば鹿かみたいな大敗を喫きつしている黄金ピエロがです！」




『う、うわぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああ!?』

　先程の三角君に引き続き、絶叫し、頭を抱え込む部員二人！

　私はスカートの端はしを優ゆう雅がに摘つまむと、貴族風の振ふる舞まいで改めて自己紹しよう介かいをする。

「どうも、自じ爆ばく系ルーザードッグこと『理想の反面教師』天道花憐でございます」

『ぎゃぁぁああ！　あまりに壮そう絶ぜつな説得力！　反論の余地が……見当たらない！』

　そのまま打ちひしがれるお二人。私はそんな先輩方に、柔らかく微笑ほほえみかける。

「分かって下さったなら、今後はもう少し『敵を厳しく叩きのめすこと』も大事にしつつ、部活動に励はげんで下さると幸いです」

『う……うぅ……了解です、部長……』

　こうして私は先輩方の説得に成功すると、満面の笑みを浮かべ、パンパンッと手を叩いて活動を仕切り直しにかかった。

「では皆みなさん、先程の私からのアドバイスを胸に、本日の活動へと取り組んで下さい！」

　そのまま私は部長として、各部員達へと、今の指導を踏ふまえた具体的な指示を与あたえる。

「まず三角君は、たとえ辛つらくても、腕を磨くことに腐ふ心しんすること！　そして先輩方は、たとえ心苦しくとも、甘さを捨て、今一度厳しい姿勢を取り戻もどして下さい！　はいこれ、天道花憐おねーさんとの約束！」

『……はーい……』

　部長たる私のありがたい言葉を、かなり渋しぶ々しぶといった様子ながら受け入れる部員達。

　私はその反応に満足すると。

　最後に、部長として、本日の自分の活動を──

「では私も、部長として、皆さん同様……」

　──彼ら部員の頑がん張ばりに恥はじぬ活動を、胸を張り、高らかと宣言したのだった。




「たとえ辛くとも──雨野君が私の目の前で千秋さんとキスした光景を、何度も反はん芻すうし」




『……は？』

　突とつ然ぜんの私からの宣言に、硬こう直ちよくするゲーム部の面々。

　しかし私はと言えば、その空気にも一いつ切さい構わず、淡々と──本日の活動目標を続ける。




「そして、たとえ心苦しくとも──これから私は千秋さんに、血で血を洗う壮絶な果たし合いを申し込んで来ようと思います。では」




　そう言って、部室を出ようと歩き出す私。

　部員達が呆ぼう然ぜんと見守る中、その手には、鈍く黒光りする、二丁の拳けん銃じゆうが──

『って、こらこらこら、待て待て待て待て待てぇ！』

　──こうして、本日のゲーム部活動は、部長たるこの私、天道花憐が……部員達にガチの羽は交がい締じめをされるところから、開始したのでした。




　　　　＊




「な、なんだ、本物の拳銃じゃなくて、ガンコン（銃型コントローラー）でしたか……」

　激しいすったもんだの末にようやく私から取り上げた二丁の拳銃──ガンコンを眺ながめ、ホッと胸をなで下ろす三角君。

「そりゃそうでしょう」

　私は呆あきれたように嘆たん息そくしつつも、仕方なく元の部長席へと戻り、座り直す。

　先せん輩ぱい方もまた席に戻ると、珍めずらしく三角君を庇かばうように口を開いてきた。

「いや、そうは言うがな天道よ。あれほどの『殺気』を纏まとった人間が銃的な物体を手にしていたら、誰だれだって本気で制止するぞ」

「だね。というか、あの殺気出した時点で完全にアウトだって天道。たとえあの時手に持っていたのがコンニャクだったとしても、あたし達は止めたと思うよ」

「いやコンニャク持って殺気出している方がある意味狂きよう気きじみていると思いますが……」

　私は千秋さんを煮に物ものにでもしようとしているのでしょうか。

　まぁ、なんにせよ……。

「とにかく、ご心配をおかけしたことに関しては謝ります。すいませんでした」

　幾いく分ぶんか冷静になった私がそう頭を下げると、三人は少し安心した様子で微び笑しようを浮うかべる。

　と、三角君が徐おもむろに立ち上がり、ガンコン二丁を返へん却きやくしてくると同時に、私の肩に軽く手を置いてきた。

[image: ]

「さて、天道さん」

　どうも、事情聴ちよう取しゆが始まろうとしているようです。

「なにやら先程、雨野君と星ノ守さんがキスをした……みたいなことを仰おつしやっていましたが、それは事実なんですか？」

　その問いかけに、私はムスッと応じる。

「絶対に答えたくございません」

「なるほど、つまり完かん膚ぷなきまでに事実ということですね」

「なにを仰るの三角君。この天道花憐、まだ夢オチの可能性は捨て切っていないわ」

「あ、もういいです、天道さん。それ以上は、ボクらの目め頭がしらが熱くなるだけなんで……」

　気付けば加瀬先輩が眼鏡を外して後ろを向き、ニーナ先輩が指で瞼まぶたを揉もんでいらっしゃった。……なぜかしら、私まで泣きそうなんですけど。

　三角君がこほんと咳せき払ばらいをして話を進めてくる。

「しかも天道さんの反応を見る限り、以前の……去年の秋に遊園地で起こった、カップルの取り違ちがいによる『キス未み遂すい』的なオチでもなさそうですね」

「ええ、それはそうです。亜あ玖ぐ璃りさんの時とは違って、今回はキッチリ目もく撃げきしましたから」

「二人の唇くちびるが直じかに触ふれあうその場面を、ですか？」

「…………（チャキ……）」

「すいません。無神経な直接的表現をしてしまったことに関しては謝りますから、どうかボクに無言でガンコン向けるのだけはやめて下さい。なぜかマジで怖こわいです」

　三角君がまるで実銃でも向けられているかの如き緊きん張ちようした面おも持もちでホールドアップする。私がガンコンを下ろすと、三角君はホッと胸をなで下ろしつつ呟つぶやいた。

「しかしまた、どうしてそんなことに……」

　そんな彼の疑問に対し、加瀬先輩が「どうせアレだろ」とテキトーな推測を口にする。

「それこそ前回と同じく、お前達お得意の『運命の悪戯いたずら』的なアレだろ、どうせ」

　が、しかしその推測を、私はピシャリとした口調で否定した。




「いえ今回は、千秋さんが、明確な意志の下もと、雨野君の唇を奪うばい去りました」




『…………そ、そう……なんだ……』

　途と端たんに、サッと気まずげに私から視線を逸そらす部員達。

　そのまま、重たい沈ちん黙もくの時間が十秒程経過したところで。今度はニーナ先輩が、珍しく少しおどけた口調でフォローを入れてきた。

「で、でも、ほら、言っても対象があの『雨野景けい太た』じゃん？　ならどうせ、あの空気読まなさとブレなさで、あくまで自分が好きなのは天道だとソッコーで告げたり──」

　しかしそのフォローさえもまた、私は、ピシャリと遮さえぎる。

「──いえ、普ふ通つうにほんのり頰ほおを染めて、しばらくは、ただ呆ほうけられていましたね」

『…………そ、そう……』

　再びゲーム部に訪おとずれる沈黙。私はゆっくりと三角君の方を見やると、少し挑ちよう発はつ的な笑みを彼へと向ける。

「あら、三角君。前回のように……雨野君の弁護人として立ち上がらないのですか？」

「ぐ……!?　そ、それは……！」

　詰つまる三角君。私は彼を不敵な笑みで見下す。

「フッ……まぁ、仕方ありませんよね。なにせこれは裁判に喩たとえるならば、被ひ告こく人にんが殺人現場で血まみれのナイフを持って立っていた上、本人からして『ぶっちゃけ、殺やった』と自供している事件のようなものです。もはや逆転もなにもございません」

「ぐぅ……！　た、確かにこれは、弁護の余地が一切ないケース！」

　打ちのめされたようにがっくりと机に手をつく三角君。が、しかしその数秒後……彼は相変わらずの主人公力で「諦あきらめない精神」にでも目覚めたのか、瞳ひとみに微かすかな希望の光を湛たたえて席から立ち上がると、最後の力を振り絞しぼるように私へと反論してきた。

「そ、それでもです！　天道さん！　すぐに激しい拒きよ絶ぜつ反応が出なかろうと、やはり雨野君が『奪われた』側であることは明白な事実！　つまりある意味においては彼も被害者！　で、ですから、必要以上に彼へ怒いかり、罰ばつを求めるのは筋すじ違ちがいというか──」

　しかしそこで、私は三角君の言葉を遮った。

「あら？　私、雨野君に対して怒おこっているなんて、一言も言っていないのだけれど？」

「へ？」

　私の証言に、キョトンとする三角君。彼は少し戸と惑まどった様子で頭を搔かくと、「そ、そうなんですか？」と恐おそる恐る訊たずねてきた。

　私はそれに笑顔で頷うなずく。

「ええ。確かに前回の……亜玖璃さんとの『キス未遂事件』の時は、状じよう況きよう的てきに互たがいが互いを求めているように見えたので、雨野君本人への『疑い』や『怒り』もございました。しかし今回は良くも悪くも、完全に千秋さん側から『奪った』のが明白なわけで。ですから当然嫉しつ妬とやショックこそあれど、少なくとも雨野君に対する『怒り』や『疑い』に関しては、特にございませんよ」

「あ、そ、そうなんですか？　な、なるほど、実に天道さんらしい、理性的なご対応ですね。確かにそういうことでしたら、今いま更さらボクの弁護も必要なさそうです」

　安心した様子でにっこりと微笑ほほえみ、着席していく三角君。私もそれに穏おだやかに微笑み返しつつ「ええ、ですから──」と続けた。




「──今回死すべきは、私か、千秋さんの、どちらかです」




　すわった目でチャキッと銃を構える私。瞬しゆん間かん、ゲーム部部員達全員から『待て待て待て待て！』と制止が入った。

　まず加瀬先輩が必死で私を説得してくる。

「どうしてすぐにそんなに剣けん吞のんな気配を漂ただよわせるんだお前は！　あくまでゲーム対決を申し込もうっていう話なんだよなぁ!?　これ！」

「そうです。対戦機器のある私の部屋で、彼女と真しん剣けん勝負をしようかと」

「だ、だよな？　いや本当にただのゲームの話なら、いいんだが……」

「だから、そう言っているじゃないですか。なんなら『ゲーム大好き女子高校生の部屋で、女の子同士、ちょっと真剣なゲーム対決』とゆるふわに言い換かえてもいいです」

「む、それは確かに穏やかそうだな。煙草たばこ臭くさいゲーセンで対決とかならまだ心配だったが、お前の部屋で女子二人遊ぶという話なら、まぁ安心できなくもない」

「そうでしょう、そうでしょう、まぁ、私の部屋に唯ゆい一いつ掟おきてがあるとすれば、それは──」

　私はそこで区切ると、にこりと笑顔で続けた。




「──『二人が入って、出るのは一人』ですけどね」




「突然のマッドマッ○ス！　いやそんな世紀末の闘とう技ぎ場じみた掟に縛しばられた女子高校生の部屋があってたまるか！　『ゆるふわ』な空気は何処どこに行った!?」

「ふふっ、加瀬先輩ってば、少々『女子高校生のお部屋』に夢を見すぎでは？」

「いやお前の語る闘技場部屋のナイトメア具合には劣おとるわ！　というかちゃんと二人とも生せい還かんさせろ！　徒いたずらにゲームで生死を賭かけるな！」

「徒に賭けているつもりなどございません。……ガチで賭けているつもりです」

「なお悪いわ！」

「だって……それこそが我がゲーム部であり、『ガチ勢』というものでしょう!?」

「お前の言う『ガチ勢』の『ガチ具合』は壮そう絶ぜつすぎるぞ！　それは最も早はや『ガチのゲームバトル』というより『闇やみのデュエル』の領域だ！」

「『闇のデュエル』……ふふっ、私と千秋さんの決着としては、相応ふさわしい響ひびきですね」

「相応しいわけあるかっ！　というか『たかが恋れん愛あい』の白黒つけるだけのことに、死人が出る必要なんてなかろうに！」

「た、たかが恋愛……？」

　その言葉に若じやつ干かんイラッと来た私は、思わず彼に蔑さげすむような視線を向ける。

「あらあら……いかにも交際経験のない、こじらせ理論武装メガネ的ご意見ですこと」

　刹せつ那な、加瀬先せん輩ぱいのメガネにピシッと亀き裂れつが生じた。どういう理り屈くつかは分からない。ただ彼の逆げき鱗りんに触れたことだけは、確かなようで。

　加瀬先輩がメガネのブリッジを人差し指でクイッと上げて、告げてくる。

「──良かろう、勝負だ、天道。今からこの部室の掟もまた……」

　私もまた、それにコクリと頷いて、返した。




「……ええ。……『四人が入って、出るのは一人』ですね」




『いやボクら（あたしら）まで巻き込まないで！』

　途端に三角君とニーナ先輩からの壮絶なツッコミが入り、剣吞な空気が霧む散さんする。と同時に、加瀬先輩が申し訳なさそうに二人へ謝罪した。

「す、すまん、オレとしたことが、ミイラ取りがミイラに……」

「いいよ、加瀬。アンタが普通にモテないことは、あたしが一番良く分かってるから」

「大磯、貴様……！」

「そんなことよりさ、天道」

　さらりと加瀬先輩を傷つけつつ、私の説得役が大磯先輩へと交代する。

　彼女は相変わらずどこか力の抜ぬけた、全すべてがどうでも良さげな気け怠だるいテンションで語り出した。

「まぁ『たかが恋愛』発言の圧あつ倒とう的デリカシー欠けつ如じよ感はさておきさ。でも実際、勝負事の全てに生死を賭ける必要なんて、全然なくない？」

「そうですね。でも私と千秋さんに関しては、どちらかが消えなくてはなりません」

「どうしてさ？」

「ハッ、どうしても何も。そんなの、誰だれから見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃあ、ございませんか」

「？」

　まるで理解できない様子で首を傾かしげるニーナ先輩に、私は……机を強く叩たたいた後、堂々とその理屈を宣言した！




「雨野君ほど魅み力りよく的な人物を諦められる女性など、この世界に存在しないからです！」




「おっとこれはひどい……」

　まるで瀕ひん死しの重傷者を前にした救急救命士みたいな目つきで私を見つめて来るニーナ先輩。そんな彼女に、私は更さらに主張を続ける。

「だってニーナ先輩だってそうでしょう？　彼のこと、憎にくからず思っているハズです」

「憎からず？　いやまぁ、雨野景太のことは別に嫌きらいじゃないけど……」

「なるほど、つまり貴女あなたも彼の子を産みたいと」

「飛ひ躍やくがえげつない。え、なにこの、格ゲーで気まぐれに別キャラを一回使っただけで、すわ持ちキャラ変へん更こうかと大々的に報じられるのにも似た感じ」

「いえその喩えはよく分かりませんけど」

「やだこの後輩、先輩の喩えツッコミに冷たすぎるんですけど」

「とにかく、接点の少ないニーナ先輩でさえ、雨野君の子供を産みたいわけですから」

「歪ゆがんだ結論を前提に話が進んで行く……」

「ニーナ先輩でもそんなレベルとなると、彼への好意を堂々と公言している私や千秋さんぐらいになれば……もはや、彼の子供どころか、彼自身を産みたい領域なわけでして」

「いやここ数十秒マジで何言ってんのアンタ」

「しかし彼を産み、彼を育てられる女性の枠わくは、悲しいかな、世界にただ一つなのです」

「うん、普通に母親だよね。それ。そしてその枠は最初から埋うまってるよね、実母で」

「とにかく。愛のカタチはどうあれ、私や千秋さんやニーナ先輩は、彼にとって『最も愛するパートナー』になりたいわけじゃないですか」

「いや、だからしれっとあたしまでそのレースに巻き込まないで欲しいんだけど」

「え、先輩、雨野君のパートナーになりたくないんですか？……正気ですか？」

「むしろアンタが正気かと。…………。…………。でもまぁ…………ふむ」

　と、そこでなにやら顎あごに指をやり考え出すニーナ先輩。…………。

「……に、ニーナ先輩？　貴女今……雨野君との交際を少し妄もう想そうされて『あれ、意外と悪くないかも』的結論出されていませんでした？」

「ん、まぁね。雨野景太から得るものは、意外と多い気がするから、あたし」

　サラリと認めるニーナ先輩。なぜか加瀬先輩のメガネに再び亀裂が入っていた。

　しかしニーナ先輩は、相変わらずの全てがどうでも良さげなテンションで続けて来る。

「ま、とはいえ、流石さすがにこんなダルいレースにガチで取り組む程ほどじゃ、ないかなー」

「そ、そうですか……」

　な、なんでしょう、この人の妙みような強キャラ感は。実際、もし「大磯新那が本気で雨野景太獲かく得とくに取り組んだ世界線」なんてものがあったとしたら……他の追つい随ずいを許さず、一気に短期間で関係を深めている気がしないでもないというか……。

　しかしそれは、やはりニーナ先輩にとっては本当に軽い世間話の一いつ環かんでしかなかったらしく。

「とにかく、話を戻もどすとさ」

　彼女は実にあっさりとした様子で話を次に進めてきた。

「要は天道と星ノ守千秋は現在、雨野景太を優勝賞品としたトーナメント大会の、決勝戦に臨のぞんでいるようなもんなんでしょ？」

「な、なんですかその、身も蓋ふたもない表現。まぁ、決勝戦なのかどうかはさておき、それに近い状況ではありますね……」

「だよね。だったらあたしも、多少は分かるよ、天道のその切せつ羽ぱ詰つまった感じ。あたしだって、絶対優勝を獲とりたい大会とかは、あるわけだし」

「……そうですね。確かに大会に臨む気持ちと、少しだけ似ているかもしれません」

　私がそう頷くと、ニーナ先輩は珍めずらしく「でしょう？」と優やさしげに笑い、そして……私の心を解きほぐすべく、続けてきた。

「でも、だからこそ、あたしはこうも思うよ。たとえ凄すごく大事な大会で負けることがあったとて……そこで人生や『自分の物語』の全てが、終わるわけじゃ、ないって」

「…………」

「少なくともあたしは、大会で負けても、またこうして『次』に向けて邁まい進しんして生きてきたわけだから。それはきっと、天道や星ノ守千秋にしたって同じじゃないかな」

「同じ……」

「そ。たとえ『雨野景太の隣となり』が取れなくたってさ、また次や他ほかが──」

「ありませんよ」

　瞬間、ニーナ先輩の滔とう々とうとした論理的な語りを、ピシャリと遮さえぎる私。

　……そうして、私は胸むな元もとで拳こぶしをぎゅっと握にぎり込むと。

「普ふ通つうの勝負事とは……やっぱり違ちがいますよ、ニーナ先輩」

　たまらなく切なく、悲しく、そして苦い笑え顔がおで──皆みなへと、宣言します。




「次とか、代わりとか。そんなのがまるで想像できないぐらい……想像したくもないぐらい、一人の人のことで、頭が一いつ杯ぱいになってしまう。それが『恋こい』だと、私は思うので」




「天道……」

　ニーナ先輩を初めとした部員達が、私に憐れん憫びんの視線を送ってくる。

　私はそれらに対して力なく笑うと、俯うつむきながら続けました。

「それはきっと、千秋さんも同じです。そして……だからこそ、私達は……」

　そこから先はもう……せめて茶化しながらでなければ、とても言葉にできなくて。

『…………』

　静まりかえった部室内には、暖だん房ぼう力の追いつかない石油ファンヒーターの必死な稼か働どう音だけが、虚むなしく響き渡わたっていた。




　星ノ守千秋




　北の乾かわいた地じ吹雪ふぶきが、大げさに自分のスカートを揺ゆらして通り過ぎていきます。

　宵よい闇やみ迫せまる夕暮れ時。

　自分は一人、街へと続くでこぼことした雪道を、そろりそろりと歩んでいました。

　……それはもう、慎しん重ちように。時には三歩進んで五歩下がるのも辞さない覚かく悟ごで。

「……ふぅ」

　一度足を止め、手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐいます。

　……これでようやく、街への道程の半分程でしょうか。ここに至るまでに、既すでに普ふ段だんの三倍は時間を浪ろう費ひしていました。全ては、他人から見れば過か剰じようにも思えるであろう、この慎重な歩き方が故ゆえのことです。本当に、効率が悪いにも程があります。

　では、なぜこんな歩き方をしているかといえば──それはもう偏ひとえに、自分が元々よく転ぶ人間だからに他なりません。

　理由は大きく分けて二つ。一つは、生来の運動神経の鈍にぶさがここでも災わざわいしていること。

　そしてもう一つが──

「あれ？　星ノ守？」

　──と、一人息を整えていると、突とつ然ぜん背後から声がかけられました。自分は、慌あわてて振ふり向こうとしますが──すぐに、現在の足あし下もとの状じよう況きようを思い出しますと。

　万ばん全ぜんを期して、慎重に、ゆっくりと……頭だけを「ぎぎぎ」と振り向かせ、その人物の姿をどうにか確かく認にんしつつ、そのままねじれた喉のどから呻うめくような声を絞しぼり出しました。

「…………あぁ……うぅ……うぇはぁら、さぁん……！」

「ぎゃぁぁぁぁあああああああああ!?　なんだこの急なエクソシスト感！　怖こわっ！」

　見れば、自分の同好会仲間たる男子生徒、上うえ原はら祐たすくさんが、顔面を蒼そう白はくにし、一歩下がりながらこちらの様子を窺うかがっていました。

　自分は彼を安心させるべく……しかし足を動かすのはやはり心こころ許もとないので、相変わらず首だけ回した無理な姿勢のまま、潰つぶれた喉で話し続けます。

「きぃぃ……ぐるぅぅぅぅぅぅうううううう！　ＤＥＡＴＨ！　ねぇ！」

「ぎゃあああああああああああああ!?　やべぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええ！」

　更に数歩後ずさりながら叫さけぶ上原さん。しかし彼はすぐに冷静さを取り戻した様子で、続けて来ました。

「い、いや正直、本当は『奇き遇ぐうですね』と言いたかったんだろうなっつーのは概おおむね伝わっているんだけどな、星ノ守！　それは大だい丈じよう夫ぶだ！　大丈夫だけれども……」

「ＤＥＡＴＨＤＥＡＴＨゥゥゥゥゥゥゥウウウウウ！」

「それを察した上でなお、戦せん慄りつせざるをえないそのビジュアル＆ボイス＆奇行！　な、何がしたいんだよお前は！」

　相変わらずドン引きした様子ながらも、心配げな眼まな差ざしで寄ってきてくれる上原さん。

　自分は顔を前へと向け直すと、ようやく喉のねじれから解放された通常営業の声で彼に応じました。

「すいません、ご心配をおかけしました」

「本当だよ。いやお前の心配もさることながら、一いつ瞬しゆん世界観の心配までしたぜ、俺は」

　言いながら、上原さんが自分の隣に並びます。自分はそれににこりと微笑ほほえみ返しつつ、きちんと事情を説明することにしました。

「えとえと、自分『誓せい約やくと制約』により、絶対に足を地面から離はなせなかったのです」

「結局世界観ぶっ壊こわしやがったなお前。え、なにそれ、マジでどういうこと？」

　更なる説明を求めてくる上原さん。仕方なく自分は……意を決して、その事情を告白することにしました！

「端たん的てきに言えば…………自分は絶対に、転んで恥はじをかきたくないのですよ！」

「いや今の奇行で完全に転ぶ以上の恥をかいていらっしゃいましたけれど。っつーか、奇行は良くて転ぶのが許せないというその理り屈くつが、俺にはまるで分からない」

「ふ、上原さん。自分は『笑われる』よりも『笑わせる』側の人間でいたいのです」

「なんで急に意識高い芸人みたいなこと言い出したんだよ。……つーか」

　そこで上原さんは、困ったように頭を搔かきながら切り出してくる。

「その、そろそろ歩きながら話さね？　なんでさっきから一歩も動かねーの、お前」

　自分の先程までの慎重さを嘲あざ笑わらうように、上原さんはでこぼこの雪道を強ごう引いんに、ざくざくと踏ふみ進めていきます。

　自分はその光景に思わずため息をつくと……やれやれと肩かたを竦すくめて、呟つぶやきました。

「やれやれ……だから上原さんは、上原さんなのです」

「こんなにムカツク揶や揄ゆは初めてだ！」

「はぁ……上原さんは、ウサギとカメで言う、ウサギなんでしょうね、きっと……」

「おっと久々に来たな、その手の童話喩たとえ。お前らぼっちが俺と口くち喧げん嘩かする時って、それやんなきゃいけない規則でもあんの？」

「はぁ……もういいです。どうぞどうぞ、お先に行って下さいな上原さん。そして木こ陰かげでお昼ひる寝ねなさって下さいな」

「いやしねーし！　なんでこの真冬の夕暮れ時に木陰で昼寝すんだよ俺！　死ぬわ！」

「そうして自分はその脇わきを、のたのたと亀かめの歩みですり抜ぬけて行くのですよ……！」

「いや助けろや！　俺の凍とう死し体たいをゆっくり眺ながめつつガン無視してんじゃねぇ！　鬼おにか！」

　ジトッとした目で、いつまでもツッコミ続けて来る上原さん。まるで先に行ってくれる様子がありません。

「……はぁ」

　仕方なく、自分はそこで少しふざけるのをやめると、改めて彼を説得しにかかります。

「あのあの、自分、雪道を歩くのが本当に苦手なので、どうぞお先に──」

　けれど、そう言いかけたその刹せつ那な。

「よっ」

「あ……」

　上原さんは実に自然な動作で自分のカバンをひょいとひったくると、そのまま自分を先導するように……荒あら々あらしく雪道を踏みつけながら歩き出しました。

「よぅ星ノ守。これで、ナンボかは歩きやすいか？」

「え？　あ、は、はい。……あ、いやいや、そうじゃなくて、上原さんは先に……」

「あん？」

　彼はそこで自分の方を振り返ると、実に苛いら立だたしげな顔で告げて来ます。

「知り合いの女子が雪道でよたよたしてんのをスルーして先行けとか……マジでこの俺に言ってんのか？　お前」

　その、本気で怒おこっている様子の彼の表情を見て。

　自分は……思わずくすっと笑ってしまいます。

「まったく……本当に上原さんは、相変わらず、上原さんですよね」

「は？　だから、なんなんだよその雨野っぽい言い回しは。マジで腹立つわー」

　言いながらも前に向き直り、自分のためにげしげしと足で雪道を乱暴に均ならしながら先を歩いてくれる上原さん。

　そんな彼の後ろ姿に、自分は仄ほのかな勇気を頂くと。

　今一度、ざらざらとした雪道へと一歩を踏み出したのでした。




　　　　＊




「は？　『全ロスト』の星の下に生まれた人間？　星ノ守が？」

「ですです」

　上原さんと合流してから五分弱。

　最大の悪路を越こえようやく足下が落ち着いてきたところで、自分達はやっと横並びに歩き出し、世間話を始めていました。

　上原さんがコートのポケットに手を突つっ込み、少し赤くなった鼻をすすりながら訊たずねてきます。

「えーと、『全ロスト』っていうのは、どういう意味だ？」

「えとえと、主にゲーム内で溜ためてた経験値やらお金やらが、敗北時に全部消え去ってしまうような壮そう絶ぜつな状況のことを言うのですが……」

「あ、いや、ゲーム用語としての意味は俺も分かるさ。要はその冒ぼう険けんが無む駄だになるどころか、そこにかけた時間や労力、消費したアイテムのことを考えると、いっそのことゲームオーバーよりタチが悪いこともままある、アレのことだろ？」

「ですです。思わずコントローラーを枕まくらにぶん投げるアレです」

「お前意外と荒々しいな。まあそれはさておき、その『全ロスト』……ゲーム用語としては分かるが、お前がその星の下に生まれた人間ってのは、どういうことだ？　イマイチ、お前がその状況に陥おちいっている具体的な場面が浮かばねぇんだが……」

　そう質問してくる上原さんに、自分は「そうですね……」と少し考えた後、すぐに丁度いい用例があったのを思い出して、笑顔で切り出す。




「先日、自分がケータの唇くちびるを奪うばった直後の、あの場の空気をイメージして下さい」




「オーケー、一発で理解できたわ」

　ぶるっと身を震ふるわせる上原さん。……やはり今日は冷えますからね。

　彼はなぜか自分からできるだけ視線を逸そらすように前方を──目指す市街地の方を見み据すえながら、話を先に進めてきます。

「確かに、あの空気はじご──いや、その、かなり気まずかったよなぁ、うん」

「上原さん、上原さん。今本当は『地じ獄ごく』って表現しかけませんでした？」

「し、してない。俺、ほら、他人のラブロマンスを、地獄と表現しちまう程ほどにデリカシーの欠けた男じゃねぇからさ」

「おぉ、流石さすがは上原さんですね。ケータとは気き遣づかいのレベルが段だん違ちがいです」

「だろう？」

「ですです。……ただまぁ自分は──あの空気のことを『地獄』と呼んでますがね」

　瞬しゆん間かん、雪に足を取られたのかズコッとバランスを崩くずす上原さん。

　彼は体勢を整えた後、猛もう烈れつな勢いで抗こう議ぎしてきます！

「呼んでんのかよ！　やった当人のくせに!?」

　それに自分は、震える体をかき抱いだきながら、蒼白な表情で応じました。

「いやいや、もう、思い出すだけで震えますよね、あの後のことは。直後の沈ちん黙もく、そこからの気まずすぎる食事タイム、そして終始互たがいに目を逸らし合ったバス車内の空気まで……全すべて余すところなく、地獄でした」

「お前自分のファーストキスイベントのこと、よくそんな風に表現できんな！」

「自分の初めてのキスは、柑かん橘きつ類るいどころか、ゴーヤを思わせる味でしたよ」

「ここに来て星ノ守の恋れん愛あい事情が惨さん憺たんたる有様だ！」

「いえいえ、自分の恋愛事情が惨憺たる有様なのは、なにも今に始まったことでは」

「なんだその俺達の高校生活史上最大級に悲しいツッコミ台詞ぜりふは！　切なすぎるわ！」

「ふ……しかしご安心下さい、上原さん」

「？　なにがだよ？」

　首を傾かしげる上原さん。

　自分はそんな彼に──胸を張って宣言してさしあげました！




「自分どころか──今やケータも花憐さんも、全員が等しく惨憺たる有様なのです！」




「このラブコメ自じ爆ばくテロリストめ！　おかげでラブコメ花畑が一面焼け野原だよ！」

「こ、これもこれも、ひとえに、自分の『全ロスト』性質故ゆえのこと……」

「おい待て。お前今、サラリと運命に責任転てん嫁かしなかったか？　なぁ？」

「…………。……じ、自分の性質が、ホント、憎にくらしいです……！」

「おーい」

　上原さんが半眼でツッコんで来ます。自分はこほんと咳せき払ばらいして、話をほんのりスライドさせました。

「こほん。それでそれで、自分のこういう『全ロスト』属性は、なにも今回だけに限った話でもないのですよ」

「というと？」

「えとえと、ですから……先程のように悪路で転んだり、日常的に言葉を嚙かんだり、家でも料理を失敗したり……みたいな」

「？　それはつまり『ドジっ子』っつーだけの話では？」

　上原さんのその表現を受け……自分はフッと、彼を小こ馬ば鹿かにしたように微笑みます。

「……はいはい、ケータや上原さんの大好きなギャルゲーなら、そんなお可愛かわいらしい表現で済ませるのでしょうね。やれやれ……これだから女子に夢見がちな男子は……」

「いや今日のお前のスタンス、久々にマジでイラッとするわー」

　上原さんが、笑顔ながらも額に怒いかりマークを浮うかべていらっしゃいました。

　自分は取り繕つくろうように続けます。

「で、でもでも実際、自分の『全ロスト』はそういうレベルにないのですよ」

「そういうレベルにないって……どういうことだよ？」

　未いまだよく分かっていないらしい上原さんに、自分は「たとえば……」と具体的な用例を挙げ始めます。

「悪路で転べば、下着は見せずに、血を見せますし。言葉を嚙む際は、周囲が指し摘てきしたものか微び妙みように迷うラインの、一番いやな嚙み方しますし。料理の失敗に至っては『確かに不味まずいは不味いけれど、食べられない程じゃない』という、もはや笑いさえ取ってくれないリアルなゴミが出来上がる始末。それが……それこそがこの星ノ守千秋という『全ロスト』女なのですよ」

「…………」

「つまりつまり、何かを得ようと欲張ると、大たい概がい、失敗して前より酷ひどい状じよう況きようになるのです。で、結果的に何も手元に残らない、失ってばかりの人生を歩んできたからこその……このぼっち状況と言いますか。あ、更さらに更に、他ほかにも──」

　自分がそう熱弁を続けようとすると、それを遮さえぎるように、上原さんが酷く同情的な目つきで、自分の頭にぽんと手を置いてきました。

「……オーケー、なんか悲しくなる程に理解したぜ。だから、もう用例はいい」

「え？　でもでも自分、まだまだ出せますけど、この手の用例。あのあの、クラスメイトが自分に話しかけてくれていると思ってちょっとハイテンション気味に応じたら、すぐ後ろの別の生徒に話しかけていただけだった的な失敗談とか──」

「いやいい！　正直きっついわ、そのエピソード集！　分かったから！　お前が『全ロスト』の星の下に生まれた人間だってのは、俺もちゃんと理解したから！　ああ！」

「そうですか？　なら良いのですが……」

　自分がそう引き下がると、上原さんはほっと胸をなで下ろしつつ続けてきました。

「つまり、だからこそさっきの悪路でも、あんなに慎しん重ちように足を運んでたっつうわけか」

「ですです」

「大だい胆たんな略りやく奪だつキスには踏ふみ出せるクセに？」

「う……」

　突とつ然ぜんの指摘に、思わず顔を赤らめて俯うつむいてしまう自分。上原さんは「わりぃわりぃ」とどこか軽い調子で謝罪してきます。

「いやでも実際、あそこまで凄すごいことやれるヤツが、今いま更さらしょーもない悪路程度に何を物もの怖おじしてんのかと思ってよ」

「そ、それとこれとは話が別です。というか、気が大きくなった時にやらかすからこその、『全ロスト』性質じゃないですか」

「ああ、それもそうか。確かに。無駄に自信満々で歩いた時こそ、ステーンと豪ごう快かいに転ぶお前や雨野の姿が容易に想像できるわ」

「でしょうでしょう。意を決した時こそ、やらかすのが、自分達なのです！」

「あの日のキスみたいに？」

「あぅ……」

　またも顔を赤らめて萎しおれる自分。上原さんは今一度「わりぃわりぃ」と同じ謝罪を繰くり返してきますが、流石にそれで許せる程自分もお人ひと好よしじゃありません。本当に怒おこっていることをアピールすべく、ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませて上うわ目め遣づかいに睨にらみ付けます。

　けれど上原さんはそんな自分から目を逸らすと、不意に、これまでとは少し違う、苦味を伴ともなった笑えみを浮かべてきました。

「まぁ、外野たる俺達にとっても、アレは結構ショッキングなイベントだったわけよ。だから、多少いじるぐらいは大目に見ろや、星ノ守」

「ショッキングって……。……ハッ！　上原さんは、やはり自分のことを──」

　久々に恋れん愛あい探たん偵ていの名推理が冴さえ渡わたります！　が、直後、自分はその癖くせ毛げ頭に、割とガチ目のチョップをお見み舞まいされてしまいました。自分が「えぅ」と涙なみだ目めで呻うめく中、上原さんが嘆たん息そくしながらツッコんできます。

「やはりってなんだよ、やはりって。俺がお前にいつフラグ立ててたよ」

「い、いやいや、これまでずっと思わせぶりな発言のオンパレードでしたけど！　たとえば、ちょっと前の『俺はお前だけを選ぶことにした！』宣言とか！」

「え？　なんだっけか、それ」

「覚えてさえいないのですか!?……もう、いいですよ。上原さんがそういう口説き文句を全方向に飛ばしまくる方だというのは、自分、もう分かってますので」

「おいこら待て。なんだその理解の示し方。俺、そんなの全然──」

「でもでも、花憐さんのことも最近は多少応おう援えんなさっているのでしょう？」

「ぐ」

「それでいて、ケータとも親交を重ね、アグ姉ねえに関しては言わずもがな。……これを八方美人キャラと言わずして、なんと言いますか！」

「意外と反論できねぇ！　い、いや、でもそれで言ったら雨野だって、相当な……」

「ケータはいいんですよ、ケータは。沢たく山さんの女性と絡からんでも、全然許します」

「え？　なんでだよ？」

「それは、総合結果として──現状、彼がまるで幸せそうでは、ないからです」

「酷ひでぇことを！……まぁ、確かに差し引きでマイナス感凄すげぇよな、ヤツの交友関係」

「ですです。自分を筆頭に、絡んで損する人種にばかり気に入られるのがケータです」

「自分を筆頭に数えんなよ。……まぁ、真ま音いんさんとか光こう正せいのことを思い浮かべると、確かにヤツのモテ方に対する憧あこがれは激減するわな……」

「ですです」

　自分は深く頷うなずきます。……ホント、ケータって今やそこそこ人に好かれているハズなのに……なぜ未だにあんなにも背中に「悲ひ愴そう感」が漂ただよっているんでしょうね。結局、クラスには上原さん以外の友達がまるでいないからでしょうか。実に憐あわれなものです。……ま、自分も花憐さん以外のお友達ができる気配が微み塵じんもありませんが。…………。

　二人、しばしケータに思いを馳はせたところで、上原さんが「話を戻もどすぞ」と、軽くマフラーを巻き直しながら切り出して来ました。

「俺がお前達二人のキスにショックを受けたのは、星ノ守のことが実は好きだからとかじゃ、全っ然、なくてな」

「そ、そんなに力強く否定を入れる必要ありましたかね、そこ……」

　別に上原さんからの好意が欲ほしかったわけではないのですが、地味に傷つきます。

　しかし上原さんは一いつ瞬しゆん面めん倒どうそうに顔を顰しかめただけで、特に訂てい正せいしてくれる様子もなく、淡たん々たんと話を続けてきました。

「なんつうか……また、差をつけられた気がしたんだよ。お前達に」

「自分達との差……ですか？」

　自分は一瞬意味が分からずキョトンとしてしまいますも、すぐに「ああっ！」と納なつ得とくして切り返します。

「はいはい、人としての滑こつ稽けいさの差ですか！　確かに確かに、絶賛リア充じゆう中の上原さんに比べて、自分とケータはもはや地面にめり込むほどの底辺へと達していますからね！」

「いや相変わらずお前の自じ虐ぎやく感性ハンパねぇな。違ちげぇよ。むしろ逆だよ」

「ぎゃ、逆？」

　自分が訊たずね直すと、上原さんはどこか照れくさそうに後頭部を搔かいて答えてきました。

「俺には、酷く眩まぶしかったんだよ。間が悪かろうが、他人の目があろうが、不器用で先走った行動だろうが。……それでも、一いち途ずに前へと進もうとする、お前達が、さ」

「上原さん……」

「ああいうの……俺にはとても、できねぇ芸当だからさ」

　そうどこか切なげに語る彼のしょぼくれた横顔を見てしまった自分は、思わず前のめりにフォローを入れます。

「い、いえいえ！　自分のあんな行動は、とても褒ほめられたものではなく！」

「星ノ守……お前……」

　そんな自分の優やさしい言葉に、彼は深く感かん銘めいを受け──るどころか、なぜか酷く呆あきれた様子で返してきました。

「そりゃそうだ。元カノ相手にキスの見せつけとか、正直ドン引きだわ」

「おっと、なんですかこの、重傷者に手を差し伸のべたら実はゾンビ化していて盛せい大だいに嚙まれたみたいな展開！　こんなに他人をフォローして損した経験、自分、初めてです！」

「いや実際あれはナイって。マジで。人として。エグいにも程ほどがある」

「う、うぅ、自分だって分かってますよぅ……あぁ、罪悪感がまた……！」

　足を止め、ガックリ肩かたを落とす自分。と、上原さんはそんな自分の肩にぽんと手を置くと、酷く優しい声こわ音ねで、続けて下さいました。

「でも俺は、そんなみっともない『星ノ守千秋の初はつ恋こい』が──たまらなく、好きだぜ」

「うぅ、上原さぁん……」

　涙目で彼を見上げます。すると彼は、相変わらず太陽のように眩まばゆい笑顔を自分に向けて下さった後──また普ふ通つうに、突つき放してきました。

「ま、とはいえ鬼き畜ちくだけどな。天道の思い出のデート場所で見せつけキスとか……」

「ですよねですよね！　すいませんでした！　ああ、もぅ、花憐さんには早急に自分の小指をお送りしなければ！」

「ケジメの付け方がラブコメのそれじゃねぇよ！」

「じゃあじゃあ、自分のオススメゲームソフトをたんまりと送って……」

「いやそれはオタクの本ほん懐かいじゃねぇか！　全然償つぐないになってねぇわ！」

「こ、こうなったら、いっそケータの小指を──」

「サイコパス！　もはやそれはヤンデレとかでさえない、ただの理り不ふ尽じんだ！」

「ではどうしたらいいと言うんですか！　とりあえず『友人　目の前　キス　お詫わび　金きん髪ぱつ』で検けん索さくすればいいんですか！」

「ネットがいくら優ゆう秀しゆうでもそんなピンポイントなお悩なやみ回答は絶対出てこねぇから！　あと地味に最後の『金髪』検索いらなくね!?」

「うぅ……花憐さんにあわせる顔がありません……」

「お、お前、マジで後先何も考えてなかったのな」

　上原さんが困ったように頭を搔いておられました。

　自分は湿しめった雪道をざくざくと踏み進めながら、口を尖とがらせます。

「……べつにべつに、まるで覚かく悟ごがなかったわけでも……ないですけど……」

「へぇ？　じゃあ、あの日は最初から雨野にキスするつもりだったと？」

　自分はその質問にカァッと頰を赤らめます。

「そ、それは……その……まぁ……。……で、でもでも、流石さすがに『ああいう場面、ああいう状じよう況きようで』動くことになるとは、自分でも思っていなかったと言いますか……！」

「なるほどな。なんつーか……相変わらず星ノ守らしいというか。ああ、これが、さっき言ってた『全ロスト』の性質ってやつか。手を伸ばして、結果、壮そう絶ぜつに失う」

「うぅ……ですです……。花憐さんとの友情もそうですし……ケータだって……」

　すっかりしょぼくれながら歩く自分。上原さんもまた上手うまいフォローの言葉がみつからないご様子で、しばらく二人、黙だまって歩き続けます。

　そうして、三十秒ほど歩いたでしょうか。上原さんが軽く咳せき払ばらいをして、新たな話題を提供してきて下さいました。

「ところで星ノ守。お前、どこに行くんだ？　今日はゲームの発売日じゃないだろう？」

「なんですか、まるで自分を『ゲームの発売日にしか街ではエンカウントできないレアモンスター』みたいに。その通りですけれど」

「その通りなのかよ。でも、だったら、マジで今日は何の用事だ？」

　本気で不思議そうに首を傾かしげてくる上原さん。

　自分はそんな彼に妖よう艶えんな笑みで返してさしあげました。

「やれやれ、そんなの決まっているじゃないですか。今の自分……恋する乙おと女めですよ？　そして、恋する乙女は、みんな綺き麗れいになるものなのですよ？　つまりは──」

「お、おお？　あの『もっさい女』の代表格みたいなキャラだった星ノ守が、恋する男のため、遂ついに自分から女磨みがきをするようにまで……！」

　上原さんが目め頭がしらを押さえる中、自分は……高らかに宣言したのでした！




「──運動を兼かねた月イチ『中古ソフト視察の日』に決まっているじゃないですか！」




「俺の感動を返せ！」

　なぜか憤ふん慨がいなさる上原さん。今度は自分が首を傾げる番でした。

「ふぇ？　あのあの、自分みたいなオタクが『運動』に精を出している時点で、既すでにその高すぎる美容意識をとても褒められて然しかるべきだと思うのですが……」

「月イチの軽い徒歩帰宅でお前よくそんなデカいツラできんな!?　なにが美容のための運動だ！　ただバス代ケチってゲームショップに繰り出しているだけじゃねぇか！」

「うぐ……！　そ、そう言う上原さんこそ、歩きでどこに行かれようと？　アグ姉や他ほかのお友達はご一いつ緒しよじゃないようですが……」

「あ、ああ。俺はその……ちょっと一人で、街をうろつきたくてな」

　なぜか照れくさそうに頰ほおを搔く上原さん。それに対し自分は……。

「あ、そうですか。わっかりましたー」

「おいなんでもうちょっと掘ほり下げて来ないんだよ星ノ守！　この俺のリアクション、ほんのり気にならねぇの!?」

「なりましたけど、どうせ聞いても『はい、ごちそうさまでーす』としかならない予感が致いたしました、自分」

「ぐ、イヤな鋭するどさまでホント雨野に似てきたなお前！」

「そ、そうですか？」

　そこで少し動どう揺ようし、ほんのり頰を染めてしまう自分。……我ながら単純なものです。昔はケータに似ていると言われることがあんなにもイヤだったのに、今となっては……。

　上原さんはそんな自分を見て、皮肉のように「はい、ごちそうさまでーす」と切り返してくると、ようやく繁はん華か街がいが見えて来たところで自分のカバンを差し出してきました。

「っつーわけで、俺はもうじきお前とは別方向に行くから、ほい、カバン」

「あ、はい。ありがとうございました。とても助かりました！」

「いいよ、それぐらい。……つーか、むしろ、その……すまねーな」

「？　はい？　何がですか？」

　自分のためにカバンを持ってくれておいて、なのになぜか謝罪してくる上原さんに、自分は首を傾げます。

　彼は気まずそうに頭を搔きながら続けてきました。

「いや……なんか、お前の恋を応おう援えんする的なこと普ふ段だんから言ってる割には……こんな風に結局はカバン持つぐらいが関の山でさ」

　本当に申し訳なさそうにそんなことを言ってくる彼に……自分は思わず苦く笑しようして、少し意地悪に返してしまいました。

「ですねですね。そういえば、上原さんに『恋のサポート』して貰もらったことなんて、自分、殆ほとんどなかったかもしれないですね」

「う……め、面めん目ぼくねぇ……」

　がっくりと肩を落とす上原さん。そんな彼に自分は……「でもでも」と続けました。




「上原さんがいてくれたから、自分の初恋は、こんなにも楽しかったのだと思います」




「星ノ守……」

　ハッとした様子で顔を上げる上原さんに、自分は感謝の言葉を述べます。

「ですから、ありがとうございました、上原さん」

「な、なんだよ、今生の別れみたいに。やめろよ。お前の初恋は、まだ、全然、終わってなんか──」

「勿もち論ろんです。自分は……いいえ、自分と花憐さんは、もう今いま更さら『身を引く』なんて『逃にげ』は選びません。ちゃんと終わりまで走り抜ぬけるつもりです。たとえ……また『全すべて』を失ってしまうとしても」

「な、なんだよその言い方。まさかお前、もう負ける前提で──」

　そう、少し怒いかり気味に訊ね返してくる上原さんに。

　しかし自分は──毅き然ぜんとした態度で、返します。




「でも、もう誰だれの助けも必要ないです。ここからは……自分達だけの『恋』です」




「…………。……そうか」

　上原さんはそこで、なにか眩しそうに目を細めながらも、優しく微笑ほほえみます。

　それは、これまで自分が見て来た中でも一番の……それこそ、普段はアグ姉ねえにしか向けないような、甘く、愛情に満ち満ちた笑顔で。

　自分が手を差し出すと、彼はその手を強く握にぎり返しながら、激げき励れいして下さいました。

「頑がん張ばれよ、星ノ守千秋。俺はお前を──心から、応援しているからな」

「はい、ありがとうございます」

　そうして自分達は笑顔で手を離すと、改めて道を歩き始めました。分ぶん岐き点までは、もうすぐです。

　少し歩いたところで、自分は思わずくすくすと笑い出してしまいました。

「あ、でもでも上原さん。さっきの上原さんの激励は……ちょっと、噓うそですよ」

「噓？　なんの話だ？」

「自分のことを応援しているってやつです。さっきも言いましたけれど、上原さん、今は花憐さんにだって悲しんでほしくないと、思っているはずです」

「あ、バレてたか？」

　自分の指し摘てきに、上原さんは軽い調子で苦笑いして返してきます。

「いやぁ、ホント、そういうところが、俺はダメなんだろうなぁ」

「あ、いえいえ、それは『ダメ』と言いますか──」

　そう一いつ瞬しゆんフォローしかけますも、そこから先はなんとなく自分の役割ではない気がして、ぐっと言葉を飲み込みます。そうして、自分は誤ご魔ま化かすように話を先へ進めました。

「えとえと、そ、その話はさておき。更にまだもう一つ、噓がありますよ、上原さんの『応援している』発言には」

「？　もう一つ噓？　えーと……いや、それに関しては俺自身、トンと見当も……」

　そう、心から不思議そうにする上原さんに対し。

　自分は……丁度彼との分岐点に差し掛かかったところでくるりと振ふり返ると、心春このはを参考にした少しだけ悪戯いたずらな笑顔で、指摘してあげたのでした。




「結局上原さんが一番、心から『応援している』のは──いつだって、ケータだけです」




　その、自分の指摘に。

　上原さんは……今一度ニヤリと微笑んで、返してきました。

「バレたか」

「バレバレです。というかというか、下手したら、自分や花憐さんより、上原さんの方がよっぽど彼のことを好きで、かつ、お似合いなんじゃないですか？」

「やめろよ気持ち悪い……と普段なら一いつ蹴しゆうするところだが、ぶっちゃけそうなのかもな。実際好きだし、お似合いなんだろう。友達として、だけどな」

　上原さんはそこでカラリと笑うと「でも、だからよ」と続けてきました。

「お前も天道も、雨野の『選ぶ』負ふ荷かのことは気にしないで、安心して恋こいしとけよ」

「……つまり、ケータの精神的フォローは、上原さんがちゃんとすると？」

「ま、そういうことだ」

「なんかなんか……それ、余よ裕ゆうある正妻さんポジみたいで、ちょっと腹立たしいです」

「ああ、そうか？　でも親友ここだけは、頼たのまれてもお前らには譲ゆずってやんねーよ」

　上原さんはそう言って自分に背を向けると「じゃあまた明日な、星ノ守」と、相変わらずの少し軽い調子で去って行きました。

　自分はそれに「はい、また明日」と返しつつも、しばらく彼の背を見守り。

　そうして……ケータの地じ獄ごく耳みみとは違ちがい、きっと彼には届かないであろう呟つぶやきを、ぽつりと漏もらしたのでした。




「本当に本当に、ありがとうございました。──自分に『勇気』をくれた人」




　　　　＊




　上原さんと別れてから程ほどなくして、自分は目的のゲームショップへと辿たどり着きました。

　店内へと一歩足を踏ふみ入れると、途と端たんにむわっとした独特の暖気が自分のカラダを包みます。すぐにマフラーを外してカバンと共に小こ脇わきへと挟はさむと、自分はまずは新作ソフトコーナーを眺ながめました。

　が、今日は特になんの発売日というわけでもありません。当然ながら目を引くものはなく、自分はそのまま本来の目的たる中古ソフトコーナーへと向かいます。

　そうしていつも通りにＲＰＧ系ソフトの棚たなを物色し始めたあたりで……ふと、あることに気がつきました。

「あれあれ……そういえば、こうやって中古ソフト眺めるの、意外と久々かもです」

　上原さんにはなんとなく「月イチ」と言いましたが、思い返してみればここ数ヶ月は、殆ど中古ソフトチェックをしていなかったかもしれません。

　さて、その理由はと言えば……まぁ、一つしか思い当たらないですね。

「（ケータのことで一いつ杯ぱい一杯でしたもんね……自分）」

　中古ソフトを物色するというのは、ある意味において「余裕」がある時にだけできることです。時間的余裕だったり、金銭的余裕だったり、そして……精神的余裕だったり。

　でもでも、じゃあ今日の自分にそれらがあるのかというと、それはＮＯのハズです。

　…………ふむ？

　あれあれ？　ではでは何故なぜ、自分は、こんな、よりにもよってリアルな恋れん愛あいのクライマックスみたいなタイミングで、わざわざ中古ソフトのチェックだなんて……。

「…………んー？」

　自分でも自分の行動理由が理解できず、首を傾かしげます。……上原さんに言った「美容のための運動」云うん々ぬんは、正直完全にネタですし。……うーん……。

　自分は唸うなりながら、中古ソフトがジャンル別に陳ちん列れつされた棚の間を進んで行きます。

　ＲＰＧ、ＦＰＳ、アドベンチャー、パズル、シューティング、格かく闘とう──

「──あ」

　そこで「とあるソフト」に目をとめた自分は、ようやく自分が今ここに来た「動機」に気付くと同時に、そのソフトへとおもむろに手を伸のばしました。が、その瞬間……。

『あ』

　同時にゲームソフトに手を伸ばしたらしき人と、完全に手が重なりました。

　自分の白い手が、誰かの（うっとりするほど滑なめらかな）手を覆おおいます。

　──いつか、どこかで経験したのと全く同じ流れ。

　そう、確かその時は、自分も──そして「彼」も体が強こわばって、手も動かせないまま、ゆっくりと首だけ回して互たがいを確かく認にんして……。

　そんな風にいつかのことを回想し、運命の予感に胸を高鳴らせた、その瞬間でした。

「あ、すいません」

「……へ？」

　ぼっちオタク同士でガチガチのしょっぱいお見合い状じよう況きように発展した前回とは違い──今回の相手が、実に自然かつ流りゆう麗れいな所作でスッと手を引いてくれたのは。

　こちらの手が重なったことに対する嫌けん悪お感かんなど微み塵じんも感じさせない……しかしそれでいてしっかりと手は引くという、惚ほれ惚ぼれするほどに如じよ才さいない対応。

「え、あれあれ？」

　自分や彼とは似ても似つかないそのスマートさを受け、すっかり相手が誰か分からなくなった自分は、再び混乱に陥おちいり、勢い良くその人物の方を振り向き、そして──




「か……花憐……さん？」

「ち……千秋……さん？」




　──あの時とはまた違う。

　けれど相変わらず「しょっぱい」ことには相そう違いない。そんな──

『…………え、えーと……』

　──そんな誰も得しない「運命のご対面」を、自分達は果たしてしまったのでした。




　　　　＊




「お、お邪じや魔まします……」

「はい、どうぞ」

　そう花憐さんに通された彼女の自室は、とても自分と同じ女性ゲーマーのそれとは思えない程、整理整せい頓とんされた実に彼女らしい部屋でした。

　自分は思わず不ぶ躾しつけに室内を観察してしまいながら、おずおずと部屋の中へと足を踏み入れ──そうして、目の前に広がっていた光景にすぐに感かん銘めいを受けてしまいます。

「あ、あわわ……こ、これが、女子高校生の部屋というヤツですか……！」

「いや貴女あなたの部屋だって普ふ通つうに『女子高校生の部屋』でしょう」

　苦く笑しようしながら机の脇わきにカバンを置く花憐さん。自分はキョロキョロと辺りを見回しながら、興奮交じりの感想を告げていきます。

「こ、心なしかいい香かおりがします……！　こ、これが、若い女子の香り……！」

「は、鼻をひくつかせるのはやめて下さるかしら千秋さん。そもそも、貴女や心春さんの部屋だって『若い女子の香り』は普通にするでしょうに……」

「あ、いえいえ、自分と心春の部屋は、ほんのり『美味おいしい香り』がする程度ですよ」

「え、なにその部屋特性。それはそれで非常に魅み力りよく的なのだけれど」

「ほわぁ……あぁ……自分のカラダに女子力が満ちていきます……」

「満ちないと思いますけど!?　女子力ってそんな、魔ま法ほう使つかいにとっての『マナ』みたいな概がい念ねんじゃないですからね!?」

「あぁ……ほんとにほんとに、煌きらめいていますねぇ、花憐さんのお部屋。ほわぁ……」

「……はぁ。やはり貴女を部屋に上げたのは、時じ期き尚しよう早そうだったかしら」

　不躾に室内を観察しまくる自分に対し、花憐さんがやれやれと肩かたを竦すくめます。

　彼女にクッションを勧すすめられ、着座してもなお目を輝かがやかせっぱなしの自分に、花憐さんは心底呆あきれた様子で語りかけてきます。

「千秋さん。今日私が貴女をここに招いた理由、ちゃんと分かっているのかしら？」

「え、あ、はいはい！　先程二人同時に手を伸ばした例のゲームを、一いつ緒しよに遊ぶためですよね！　ちゃんと分かってますよ、自分！」

　むんと胸を張って応じる自分。が、花憐さんは今一度嘆たん息そくされました。

「いえ確かに表面的にはそういう名目の誘さそい方でしたけど……分かるでしょう？」

「え、えとえと……」

　花憐さんの真しん摯しな眼まな差ざしから、自分は思わず目を逸そらしてしまいます。

　……分かっています。ショップからここまで歩いた際もずっと「最近のゲーム雑談」だけで間を埋うめてしまいましたが。実際花憐さんが、今、自分と二人きりで、どういうことを話したいのか。それは流石さすがの自分でも……なんとなくは、察しがつくわけで。

　そしてどうやら、もうボケで逃にげるのは許されないようです。

　額に汗あせを滲にじませ、ごくりと唾つばを飲み込む自分に……。

　花憐さんは、これまで見た事もない程のシリアスな顔つきで、宣言してきました。




「二人が入って、出るのは一人……」




「想像以上に緊きん迫ぱくした状況でした！　え、死ぬんですか!?　まさかまさか自分、これからここで、殺されるのですか!?」

　涙なみだ目めで床ゆかを這はうように後ずさる自分に、花憐さんは暗い笑えみのまま続けてきます。

「千秋さん……この私がそんなことする人間に、見えますか？」

「はい割と！」

「千秋さーん？」

「ご、ごめんなさいごめんなさい！　謝りますから、どうかお命だけは……！」

　遂ついには自分の人生初の「命いのち乞ごい」が飛び出す始末です。

　そうして目の端はしから涙が溢あふれそうな程に怯おびえる自分に対し……花憐さんは突とつ如じよ暗い威い圧あつを解いたかと思うと、クスクスとおかしそうに笑い出しました。

「ふふっ、冗じよう談だんですよ、冗談。ごめんなさいね、千秋さん」

「ふぇ……？」

「だって、貴女があまりに自由なものだから……つい、少しだけ意地悪をしたくなってしまって」

「い、意地悪、ですか？　じゃあじゃあ、自分を殺すつもりは……」

「ないですよ。あるわけないじゃないですか」

「そ、そうなんですか。そうですよね、よく考えたらそんなことあるはず──」

「ええ。その危険な考えは、本日ゲーム部でこってり窘たしなめられてきましたから」

「窘められるまではあったんですね!?」

　再び怯え、背後のベッドに背中が着くまでさがる自分を見て、天道さんが可笑おかしそうに笑います。……どうやら、またからかわれたようです。

　自分は「酷ひどいですよ……」と一いつ瞬しゆんムスッと返してしまいますが、しかしすぐに、自分の罪を……彼女の前でケータとキスをしてしまったことを思い出して、俯うつむいてしまいます。

「いえ……酷いのは、自分の方ですよね……」

　そう、自じ虐ぎやく的に呟つぶやく自分に。花憐さんは──

「……そうかもしれませんね」

　──安易な慰なぐさめの言葉など、かけてはくれませんでした。

　重たい沈ちん黙もくが室内に横たわります。

　と、花憐さんはカバンから先程購こう入にゆうしたゲームソフトを取り出すと、そのままテレビの方に移動。テレビ台の中にしまわれていた一世代前のハードを手早く配線し、ソフトを挿さすと、起動させました。

　自分がその様子をぽかんと見守る中、花憐さんはコントロ─ラーを二つ持って自分の隣となりに座ると、その片方をこちらに渡わたして来ます。

「え、あのあの……？」

「…………」

　戸と惑まどう自分に一いつ切さい構うことなく、花憐さんは淡たん々たんとコントローラーを操作し、そのソフトを……とある対戦格闘ゲームの二人対戦を開始させます。

　そうしてキャラ選せん択たく画面へと遷せん移いしたところで、自分は状況が飲み込めないながらも……それでも素す直なおにキャラを選択、花憐さんとの対戦へと臨のぞむことにしました。

　彼女の意図は分かりませんが、それでも今の自分には「彼女に応こたえる」以外にできることもありません。それなら、自分は自分なりに、全力で……このゲームに臨むだけです。

『…………』

　そうして、自分達は互いに無言のままゲームを開始。

　その戦闘風景は──なんとも淡々とした、ガチの削けずり合いに他ほかなりませんでした。

　正直、エンジョイ勢としては「楽しい」なんてとても言えないゲームプレイです。

　それでも、どんな精神状況にあろうと「目の前の戦いを、ただ真しん剣けんに戦い抜ぬく」という遊び方は、今の自分達へと妙みような清すが々すがしさをもたらし。

　そうして、続けざまに三戦ほど戦い抜いた後には……気付けば自分は、無意識に、ほんの少しだけ──微笑ほほえんでしまっていました。

　そしてそんな自分に対し──花憐さんは、淡々とした口調で切り出して来ます。

「千秋さん」

「……はい」

　四戦目のキャラ選択画面で、自分達の手が止まります。

　花憐さんは視線を画面に向けたまま、続けてきました。

「貴女は……あの時、ああいう行動に出たことを、後こう悔かいなさっているのですか？」

　その質問に。自分はぐっと唇くちびるを嚙かみながらも……絞しぼり出すように、応じました。

「……いえ。『後悔』は……していないと、思います」

「そうですか」

「はい……」

　……自分が今、花憐さんに対して、最低の言葉を吐はいたことは重々承知しています。けれど、それが……自分の噓うそ偽いつわりのない本音なのも、また事実なわけで。

　しかし花憐さんはそんな自分に対して──特に怒おこるでもなく。

　それどころか、どこかホッとした雰ふん囲い気きさえ漂ただよわせながら、続けてきました。

「ああ、良かった。ここで貴女が後悔しているとか言うようでしたら……それこそ、私は本気で怒らなきゃいけなくなるところでした」

「花憐さん……」

「確かに、雨野君に恋こいする者としての私は、凄すごく怒ってますよ。当然じゃないですか。好きな人の唇を目の前で奪うばわれて喜ぶ人間が、どこにいるのです」

「うぅ、すいません……！」

「でも同時に、貴女のライバルとして……そして貴女の友人としての自分は、こうも、感じてしまったのです」

　花憐さんはそこで一いつ拍ぱく置くと。とても穏おだやかな眼差しを、こちらに向けて来ました。




「ああ、なんて格好良い人なんだろう、この星ノ守千秋という女性は……と」




「…………っ！」

　その言葉に、自分は思わず涙ぐんでしまいます。

　……まさか、自分が最も傷つけたはずの友人から、そんな賛辞の言葉を貰もらえるだなんて、思ってもみなくて。

　自分は感動と安心のあまり、思わず「花憐さぁん」と、彼女にぐしょぐしょの顔で抱だきつこうと──




「でもまあ、やはり今も普通に刺さしたいは刺したいですけどね、貴女のこと」




「ホントすいませんでした」

　──即そく座ざにその動きを「抱ほう擁よう」から「全力土下座」へと方針転てん換かんする自分。

　花憐さんはそんな自分を見て、深く嘆息します。

「はぁ……。こんなの冗談に決まっているでしょう？　私は別にそこまで貴女をどうにかしたいだなんて、思っていませんよ」

「だ、だってだって、このまま許される理由がありません！」

「ありますよ。だって貴女あなた──後悔こそしていなくとも、とても反省はなさっている様子じゃないですか。それも、きっと私や雨野君が考えるより、かなり深刻に」

　図星でした。ここしばらくの自分は、二人への申し訳なさでどうにかなりそうで。

　自分は涙目で花憐さんを見つめます。

「……うぅ……。か、花憐さん、じ、自分は、どう贖しよく罪ざいしたら……」

「……まったく……」

　そんな自分を見て、更さらに呆れたように息を吐く花憐さん。

「きっと『とりあえず気にしないで下さい』と私がいくら言おうと……貴女は納なつ得とくできないのでしょうね？」

「で、ですです！」

「ですよね。……まぁ確かに、私は精神的被ひ害がいを被こうむっているわけですし」

「あぅぅ……」

　思わず俯く自分。花憐さんの言葉は続きます。

「となれば、やはり互たがいの精神衛生のためには……私が、貴女に遠えん慮りよ無く『贖罪』して貰うのが、一番手っ取り早いということになるのだと思いますが、如何いかがです？」

「で、ですです！　それはもう！　自分、なんでもしますから！」

　顔を上げ、勢い良くそう宣言する自分に対し。

　花憐さんは──突如、これまでの「愛ある理解者モード」を解除。

　目をキュピーンと暗く光らせながら、言げん質ちの確かく認にんを取ってきました。

「今、なんでもしますと……そう、おっしゃいましたか、千秋さん？」

「え？　いや、えと、えと、あの、あの…………はい」

「ほぉ……『なんでも』……ねぇ？」

「…………」

　何か自分が致ち命めい的てきミスをやらかした予感に、全身から噴ふき出す脂あぶら汗あせが止められません。

　自分は、そこで慌あわてて付け加えました。

「な、なんでもって言っても、アレですよ？　え、えっちな漫まん画がみたいな展開とか、ケータから手を引けみたいなのだけは、ご勘かん弁べんして頂ければと……」

　そう、自分が付け加えた注ちゆう釈しやくに。

　なぜかまたも……花憐さんの瞳ひとみが、「計画通り」とでも言わんばかりに、妖あやしく煌きらめきます。

「ほぅほぅ。……つまり『それ以外』なら、私がなにを要求しても構わないと。千秋さんは、そうおっしゃる？」

「え？　ええ……まぁ……そ、そういうことです……かね？」

　そう自分が応じた途と端たん……突如、目をキラキラと輝かがやかせる花憐さん！

「素敵！　流石さすがですっ、千秋さん！　それでこそ、私が尊敬するライバルですとも！」

「…………」

　あ、あれあれ、どうしてでしょうか。先さき程ほどまではあんなにいい響ひびきだった「尊敬」という言葉が……今は、限りなくキナ臭くさいですよ。

　気付けば自分は、血の引いた真っ青な顔に、脂汗を滲にじませながら正座していました。

　一体、自分はこの女性に──ここ暫しばらくすっかり忘れていましたが、実はとてつもなく賢かしこい才女に、なにをさせられようとしているのでしょうか。

　それを考えると、震ふるえが止まりません。

　腎じん臓ぞうを一つ摘てき出しゆつ……と見せかけて二つとも取られるとか。もしくは、脳に電極を繫つないで「期待の新ハード・星ノ守千秋」にさせられるとか。いやいや、最悪、電脳存在化させられた上に死にゲーの中へと永遠に閉じ込められるなんて罰ばつまであり得──

「千秋さん」

「ひゃいっ！」

　悪い想像を膨ふくらませまくっていたところに声がかけられ、自分は背筋を伸のばします。

　汗が一向に止まらず、雨に降られたみたいに制服がぐっしょぐしょの自分。

　そんな自分に対し、花憐さんはと言えば……相変わらず天使のような微び笑しようを湛たたえて、穏やかに……しかし凄すさまじいプレッシャーを伴ともなって語りかけてきました。

「一つだけ、貴女に折り入って頼たのみたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「は……はい……」

「良かった！　その、頼みというのはですね。何を隠かくそう、ゲームで──」

　ごくりと唾つばを飲み込む自分。……あぁ、お父さん、お母さん、心春、ごめんなさい。

　自分は……自分は今日で、人間の「星ノ守千秋」を、卒業致いたしま──




「ゲームで──私と組んで、真音さんと戦ってほしいのです。雨野君の所有権を賭かけて」




「はい、自分、喜んでゲーム世界で暮らし──って、え？」

　そこで自分は、改めて、たった今花憐さんから要求されたことを咀そ嚼しやくすると。

　一いつ瞬しゆん「あ、死なずに済んだ」とほっとしたのも束つかの間。

　すぐに「雨野君の所有権を賭けて」という一言の、異様な責任重大さに気付き。

　大だい胆たんなキスに打って出た先日の自分はどこへやら。

　すっかりいつもの……弱気で自己評価の低い星ノ守千秋へと戻もどって。

　ぷるぷると小刻みに震えながら、涙なみだ目めで叫さけんだのでした。




「む……無理ですぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅうううううううううう！」




「ありがとう！　一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうね、千秋さん！」

「ああっ、もはやこちらの意志に関係なくストーリーが進行していくっ!?　こ、この事前に結論が想定されていたかのような動き……自分、完全にハメられましたねこれ！」

「そうとなれば、早さつ速そく特訓よ千秋さん！　あ、当然、しばらくうちに泊とまれるわよね？」

「いやぁぁぁぁあああ!?　お父さん、お母さん、心春ぁぁぁぁぁああああああ！」

　──本日の教訓。




　いくら贖罪のためとはいえ、考えなしに「なんでもする」とか言うの、ダメ、絶対。








【亜あ玖ぐ璃りと最終恋れん愛あい指南】






　衝しよう撃げきのキスイベントに見み舞まわれた激動の週末を終え、翌月曜の放課後。

　まぁ半ば当然のように、僕とアグリさんによるファミレス会は行われたわけだけれど。

「ほしのんってさ。基本、あまのっちと同じぐらい『良い子』だよね」

　ドリンクバーから各おの々おのの飲み物調達を終えて席に着いたところで、アグリさんが不思議な話題を持ち出してきた。

　僕は普ふ段だんあまり飲まない甘めのカフェオレをティースプーンでかき混ぜつつ応じる。

「ああそれ、ついこの間、コノハさんにも似たようなこと言われましたよ」

「そうなんだ？」

「はい。……まぁ、決して褒ほめ言葉ではなかったですけれど」

「あははっ、それ分かるわー」

「うーわ、腹立つ笑い方」

　少し機き嫌げんを損そこね思わず頰ほおを膨らませる僕。

　アグリさんはひとしきり楽しそうに笑うと、口元にダージリンティーの注つがれたカップを持ち上げ、ふーふーと冷まし始めた。

　…………。

「……どした、あまのっち？　そんなに見つめて。亜玖璃の動作が可愛かわいすぎた？」

　そんな風に小首を傾かしげてくるギャルに、僕は半笑いで返す。

「ハッ、冗じよう談だんは──従姉いとこだけにして下さい」

「なにその斬ざん新しんなツッコミ。確かに冗談みたいな従姉が大迷めい惑わくかけているけどさ」

　苦笑するアグリさん。彼女が熱い紅茶をゆっくりと嗜たしなむ間、僕は窓の外を眺ながめた。

　今日は地じ吹雪ふぶきが強いせいか、通りを歩く人々は皆みな一様に体を丸めている。北の大地は暖だん房ぼう設備が充じゆう実じつしているから逆に冬は暖かい……等などと言われるが、当然ながら外を歩く上でそんなのは全く関係ないわけで。ただただ普ふ通つうに──死ぬ程寒い。

　そんな「外」を生き抜ぬく皆さんに僕は仄ほのかなバツの悪さを覚えつつも、温かなカフェオレを啜すすってホッと息をつく。そうして一いつ旦たんカップを置いてから、アグリさんへと切り出した。

「で？　アグリさんも、僕やチアキの『良い子ぶり』を批判したいんですか？」

「んー？　いや、亜玖璃は別に皮肉が言いたかったんじゃないよ。普通に、二人のことをそのままの良い意味で『良い子』だなって思っててさ。でも、だからこそ……」

「だからこそ？」

「ほしのんがああいう──略りやく奪だつキスみたいなことしたのには、驚おどろいたなぁって」

「ああ……」

　僕は珈琲コーヒーとミルクが半々に注がれたカップを見つめる。と、アグリさんがどこか意外そうに訊たずねてきた。

「でもあまのっちは、案外狼狽うろたえてないよね。あの時もそうだったけど」

「いや、僕だって驚きはしましたよ。当然じゃないですか」

「じゃあなんでそんな、若じやつ干かん余よ裕ゆうぶった……まるでシリーズ後半戦のラノベハーレム主人公みたいな『女慣れ（笑）した男』スタンスなのさ」

「なにその僕がこれまで受けた罵ば倒とうの中でも最上級に腹立つ表現！　いや別にそういうスタンスじゃないですから僕！　『今いま更さらキスぐらいで……』みたいな悟さとりの境地に達するには、明らかに経験値不足ですから！」

「え、あまのっちって、まだ肉体関係のインフレとか起こしてないの？」

「起こしてるわけないじゃないですか！　僕を何だと思っているんです!?」

「だから、シリーズ後半戦のラブコメラノベ主人公だって」

「ハッ、これだから節穴さんは！　この僕のどこに、そんなご大層なエンタメを提供できる甲か斐い性しようがあると言うんですか！　言っちゃなんですけど、僕の人生、どこ切り取っても概おおむね人間関係は悲ひ惨さんですからね！」

「ホントに言っちゃなんだよ。そんな悲しい反論初めて聞いたよ亜玖璃」

「とにかく、そんな僕がキスに慣れてたりするはずないじゃないですかって話で」

「ちなみに実際の経験値はなんぼぐらい？」

「ああ、それは修学旅行の時に天てん道どうさんから別れ話と共にされたアレと、今回のだけなんで──って、なんで申しん告こくしなきゃいけないんですかっ、そんなこと！」

「うわぁ、改めて聞くと、受け身野や郎ろうにも程があるなこのキモオタ童どう貞てい……」

「久々に露ろ骨こつなギャル的軽けい蔑べつ態度取るのやめてくれませんかね！　結構ダメージでかいです、その目つき！」

「っていうかなに？　じゃああまのっちって、女性の方から二回唇くちびるを強ごう引いんに奪うばわれた程度の経験値で、そんなハーレム主人公みたいなスタンスとってたの？　痛いわぁ……こいつ、まだ二回しか行ってない定食屋で『いつもの』とかって頼んじゃうタイプだよ」

「いやなんなの、この謂いわれなき批判ラッシュ！　何度も言いますけど、僕、別にチアキのキスに対して大人のスタンスで余裕かましてるわけじゃ全然ないですからね!?」

「じゃあどう思ったのさ？　実際、ほしのんにキスされた瞬間は」

「そんなの、滅め茶ちや苦く茶ちやドキドキしたに決まって──」

　そう反論しかけたところで、アグリさんのにやけ顔に気付いた僕は……ようやくこれが罠わなだと察し、こほんと咳せき払ばらいしてカフェオレを飲み直した。

　アグリさんが、ニヤニヤしたまま上うわ目め遣づかいに僕を見つめて来る。

「へぇ、へぇ、ドキドキしたんだ、あまのっち。ほしのんに、へぇ……へぇ～？」

「な、なんですか。そりゃ男子たるもの、可愛い女子にキスなんてされたら──」

「あ、今可愛いって言った？　ねぇ？　ほしのんのこと、可愛いって言っちゃった？」

「──っ！」

「へぇ、彼女を天敵呼ばわりだったあまのっちがねぇ？　へぇ？　ほぉ？」

「く……相変わらず厄やつ介かいな親しん戚せきの叔母おばさんみたいなことを……！」

　アグリさんは悔くやしがる僕をひとしきり笑うと、紅茶を一口飲み、改めて訊ねてきた。

「でもだったら、どうしてあまのっちは、微び妙みように冷静なのさ？」

「いや冷静というか……単純に、ドキドキよりも、他ほかの感情が勝まさってるだけです」

「他の感情って？　あ、天道さんの前であんなことされた『怒いかり』とか？」

「あー……それだったら、まだ良かったんですけどね……実際は逆です」

　僕はそこで窓の外の白い景色へと視線をやりつつ、ため息交じりに答えた。
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「僕がチアキからのキスに抱いだいた一番大きな感情は──圧あつ倒とう的敗北感です」

「は、敗北感？」

「はい。……実はあの瞬間、僕もまた、天道さんにキスしようとしてまして……」

「あー……なるほどねぇ。そりゃまた……」

　納なつ得とくした様子を見せながら、アグリさんもまた窓の外を眺める。

「……あー……つまり、少しタイミングが違ちがえば、あまのっちが、天道さんとのキスを、ほしのんに見せつけていた場面だったわけだ」

「そうですね。だからまず少なくとも、この僕には、彼女のやったことを『酷ひどい』なんて言う権利はないのかと」

「だね。銃じゆうを抜こうとしていた人間を撃うったみたいなもんだもんね、ほしのんは」

「なぜそんな物ぶつ騒そうな喩たとえを用いるのかはさておき、そうですね」

「確かにそういう意味では、『早撃ち』にあまのっちは負けたわけだから、そりゃ敗北感もあるか。……まぁ実際、弾たまが当たったのは天道さんの胸な気がするけれど」

「そうなんですよね……しかも『キス』という行こう為いの性質上、僕もその事件の片棒を担かついでいる感が凄すごいので……」

「ああ、そりゃあまのっちは、いくら可愛い子からのキスでも、浮うかれられないよねぇ」

「そういうことですね」

　言って、もう一口カフェオレを飲む僕。不思議と最初ほど甘く感じられない。

　僕はすっかり湯気の消えたカップの中身をジッと見つめつつ、思わず呟つぶやく。

「……というか、よく考えたら僕の『キス』の思い出って、今のところ二件とも凄すさまじい『苦味』を伴ともなっているんですけど。なんですかこれ」

「いやはや、あまのっちらしいよねぇ」

「そんな『僕らしさ』は要いらない！」

「あ、そんなに甘いチューの記き憶おくが欲ほしいなら、亜玖璃の口つけた紅茶でも飲む？」

　そう言いながら自分のカップをこちらに差し出してくるアグリさん。

　……こんなにもぼっちのプライドを傷つけるえげつない行為ってあるだろうか。いっそのこと超ちよう気色悪くなめ回してやろうかと思ったものの、それこそ誰だれ一人ひとり得しない虚むなしいテロ行為にも程ほどがあるため、僕はその衝しよう動どうをぐっと堪こらえた。

　アグリさんは「あまのっちはヘタレだなぁ」とケラケラ笑いながらカップを引き寄せ、ずずっと美味おいしそうに紅茶を啜る。……まったく。

「……僕もですけど、アグリさんの慰なぐさめ方も大たい概がい捻ひねくれてますよね」

「なんの話？　亜玖璃に虐いじめられて悦よろこぶなんて、あまのっち、きもーい」

　アグリさんはそう言ってニタニタと笑うも、カップをソーサーに置くと同時に、少し表情を引き締しめてきた。

「まぁ、あまのっちの気持ちはさておきさ。……実際天道さんとほしのんは、キッツい状じよう況きようだと思うよ、今」

「……そうですよね。天道さんが傷ついているのは勿もち論ろんですが……チアキだって、それを全く気にしないでいられるような性格でもないでしょうし」

「最近は二人とも互たがいを名前で呼ぶような、結構いい友達関係だったしね……」

「はい……きっと、お互いに、得がたい友人関係だったと思います」

　それを思うと、僕はどうしようもなくいたたまれない気持ちになる。正直、自分のキス体験の苦味なんて、どうでもよくなる程に。けれど……。

　僕が渋しぶい顔をしていると、アグリさんが僕を窘たしなめるように呟く。

「あまのっちのことだから、ちゃんと分かっているとは思うけどさ。いくら諍いさかいの原因がキミでも、そこは、あくまで『二人』の問題だからね？」

「はい……分かってます。僕がそこをどうにかしようだなんて、おこがましい話だって。でも……」

「まぁ、そうだよね。大事な人達が苦しんでいるのに、何もできない、させて貰もらえないっていうのは、辛つらいよね……」

「……はい……」

　しかもその原因が自分と分かりきっているのに、だ。

　ふと、子供の頃ころに母の大切にしていた花か瓶びんを割った際の記憶が蘇よみがえる。あの時母は僕をすぐには怒おこらず、それどころか「危ないから下がってなさい」と優やさしく微笑ほほえみ、一人でせっせとガラス片へんを片付けてくれていて。

　僕はその光景を……ただただ、シャツの端はしを握にぎりながら、酷く惨みじめな気持ちで見つめることしかできなくて。

「…………」

　テーブルの上に置いてあった自分のスマホを手に取ると、真っ暗な画面に、まるで花瓶を割った直後の子供みたいにしょぼくれた顔が映っていた。




　……実はあのキス以降、二人とは殆ほとんど連れん絡らくを取れていない。あの日の夜に、互いに気き遣づかいや謝罪のメッセージを数件交かわし合ったのみだ。

　翌日曜は本当に一いつ切さいの連絡も無く。登校した今日でも、クラスの違うあの二人とは廊ろう下かですれ違うことさえなかった。

　そして当然のように、ゲーム同好会もお休みで。

「（今頃あの二人は、何をしているのだろう……）」

　あれから何度、そんなことを考えたか。

　そしてその度たびに、どれほど、胸を切なく締め付けられたことだろうか。

　……きっとあの二人は今頃、それぞれに僕や恋こい敵がたきへの想おもいを募つのらせたまま、僕なんかよりも遥はるかに切なく苦しい放課後を送っていることだろう。

　僕はこの苦すぎる青春の味を紛まぎらわすため、窓の外へと視線をやり、そして──




「諦あきらめないで千ち秋あきさん！　どうしてそこで諦めるんですか！　気持ちを強く！」

「ひぃ、ひぃ……も、もぅ無理ですぅ！　家財道具一式を自分で運うん搬ぱんなんて……！」




　──街中でソリに大量の荷物を積んで運ぶ、南極観測隊風の美少女二名を幻げん視しした。




「…………」

　僕はフッと微笑んでカフェオレを一口啜すすると、アグリさんへと向けてニッコリ微笑む。

「うふふ、僕はやっぱり、カフェイン強めの飲み物の方が好きだなぁ。男の子だもん」

「あまのっちが壮そう絶ぜつに現実逃とう避ひした！」

　アグリさんはそう激しくツッコミつつも、窓の外に視線をやって続けて来る。

「あ、あまのっち？　あの……大変言いにくいんだけど、あれ、キミの眠ねむ気けから来る幻覚とかじゃないと思うよ。残念ながら亜玖璃にもガッツリ見えちゃってるから……あの恥はずかしすぎる知り合い二名」

　アグリさんがドン引きの表情で不思議なことを仰おつしやる。……ふむ、二人揃そろって同じ白昼夢を見るだなんて、そんなこともあるんだなぁ。世界は不思議で一いつ杯ぱいだなぁ。

　僕は温かい目で例の幻まぼろし──涙なみだ目めでソリを引く海かい藻そう類と、それを鬼おに教官の如ごとく厳しく引いん率そつする金きん髪ぱつ女子の姿を見やる。

「頑がん張ばれ頑張れできるできる！　もっとやれますって千秋さん！　気持ちの問題です！」

「その『気持ち』が問題なんですぅ！　ほらほら、もの凄く人の注目受けてるじゃないですか！　自分、体力は勿論ですけど、もう心が折れそうですよぅ！」

「ダメダメ！　諦めないで！　周りのことを想って！　応おう援えんしてくれる人達のことを！」

「え、応援とかされているんですか!?　自分が!?　って、確かに遠くから子供が自分にキラキラした眼まな差ざしを……！　な、なんて辱はずかしめですかこれ！　ここはどんな地じ獄ごくなんですか！　自分の罪は、一体どれほど深いと──！」

「え、だって貴女あなた、私の目の前で雨あま野の君と──」

「わーいわーい！　ソリを引くのって楽しいなぁ！　自分、ソリ引き、だぁい好き！」

「流石さすがよ千秋さん！　その調子！　いけるわ！　私の家まで、もう少しよ！」

　…………。

　そうして、そのまま〈ズリッ……ズリッ……〉と怪かい獣じゆうが尻尾しつぽを引きずるような音を立てながら、僕達の前から去っていく南極観測隊。

　…………。

　……いやぁ、自分で作り出した幻覚ながら意外と楽しかったなぁ、美少女劇場の一幕。

　ふと目の前を見やると、アグリさんも半ば死んだ目でこちらを見ていた。

「うん……なんかごめんね、あまのっち。亜玖璃が、無む駄だにシリアス感高めすぎたせいで……こんな……こんな、馬ば鹿かみたいな……」

「やめて下さいアグリさん。そんな、人類初のシリアス感に対する謝罪なんて」

「……うん、幻だよ、アレは。よし、そう処理しよう、あまのっち！」

「うん、そのフォローで完全に現実を突つきつけられましたね、僕」

　そうか……やはりアレは、幻じゃあ、なかったのか……。……うぅ……。

「…………。……アグリさん。僕、どうしたらいいんでしょう……？」

　切なげにそう訊たずねる僕に、アグリさんは神しん妙みような顔つきで応じて来る。

「あぁ、そのテンションの質問は、シリアスな恋れん愛あい相談時にこそ受けたかったよ……」

　謎なぞの後こう悔かいを見せるアグリさん。彼女はやれやれと頭を振ふると、改めて正面から僕を見み据すえてきた。

「今の亜玖璃が、キミに確信を持って言ってあげられるのは、ただ一言だけかな」

「な、なんでしょうか？」

　イヤな予感と共に訊ね返す僕。

　そんな僕にアグリさんは──酷く残ざん酷こくな光をその瞳ひとみに湛たたえて、切り出して来た。




「たとえどちらと付き合っても、あまのっちの人生は結局、ずっと──コメディ調」




「絶対聞きたくなかった、その宣告！」

　ちょっとした持病の発覚と同じぐらいにはショックだった。え、なんなの？　僕の人生に、センチメンタルなモードは片時も許されないの？　今僕、かなりガチな恋愛模様の中に身を置いているんだよね？　しかもホワイトデーまでの期間を考えると、もうクライマックスと言っていい時期だよね？

　なのに……何が悲しくて「吹雪ふぶきのなかで松まつ岡おか修しゆう○化した元カノが謎テンションの唇くちびる強ごう奪だつ犯はんを引き連れ、ソリで大荷物を運ぶ」という珍ちんイベントを目もく撃げきしなきゃいけないのか。

　僕が思わず頭を抱かかえていると、アグリさんが慰めるように声をかけてきた。

「ま、まぁ、喧けん嘩かはしてないみたいで、良かったじゃん、あの二人」

「いや、ある意味喧嘩しているより、ずっと闇やみが深かった気がしますけど……」

　片方半ば奴ど隷れいだったじゃん。本当に修しゆ羅らが降臨した意味での「修羅場」だったじゃん。

　しかしアグリさんは視線を逸そらしながらフォローを続けて来る。

「で、でも、互いに交流が一切無くなったわけじゃないのは、いいことだよ、うん！」

「そ……それは、そうかもしれませんけど」

　まぁ、ぶっちゃけ二人が話しているところを見て、安あん堵どしなかったと言ったら、噓うそになる。……その会話内容はさておき。実際僕が想像していた本当に最悪な状況は「互いに顔も見たくない」となることだったから、そういう意味では本当に良かったと……。……いや今の光景は光景で、また別種の最悪な状況ではあったんじゃ？　うーむ……。

　と、その時、ずっと持ったままだった僕のスマホが震ふるえた。見れば、相手は……。

「……すいません、アグリさん。ちょっとだけ、電話出ていいですか？」

「え、ないわー、あまのっち。可愛かわいい女の子と二人きりの時に電話出るとか、な──」

「真ま音いんさんです」

「すぐ出ろ馬鹿、死ぬぞ」

　アグリさんから壮絶な許可を貰った僕は、すぐにスマホを操作。真音さんとの通話に臨のぞむ。

「もしも──」

『遅おそい。ゲームオーバーだアマ公。今からお前の家を焼く』

　問答無用のデッドエンドだった。だけどこれは仕方ない。真音さん関連の選せん択たく肢しに時間をかけてしまった僕が悪いのだ。家の焼失ぐらい、甘んじて受け入れよう。

「分かりました。でも僕はさておき、両親と弟だけは退たい避ひさせて貰ってよろしいですか？」

『え、なに受け入れてんのお前。サイコパスかよ。ジョークでも引くわ……』

「…………」

　かつてこんな形式の虐いじめがあったろうか。相変わらず苦手だ、この人……。

　僕が嘆たん息そくしていると、真音さんは電話の向こうでひとしきり笑ってから続けてきた。

『やー、相変わらずお前は喋しやべり出して二秒で面おも白しろいな。好きだわー』

「こんなに喜べない『好き』を貰ったの、僕初めてです」

『よし、結けつ婚こんしてやろう』

「ヒェッ」

『放火宣言の時の百倍怯おびえるってどういうことだテメェ。殺すぞ。社会的に。美み衣いを器用に使って』

「放火宣言の時の百倍リアルな手段を提示するのやめて下さい。超ちよう怖こわいです」

　実際ミィちゃんほどの賢かしこい子なら完かん璧ぺきに真音さんからのミッションを遂すい行こう、僕を社会的に完全抹まつ殺さつできることだろう。……幼女にさえクリボー感覚で踏ふみつぶされる僕って、マジでなんなの。

　僕は大きく嘆息しながら、真音さんに本題を促うながす。

「それで、今日はなんの用事ですか、真音さん。僕今、アグリさんとお喋り中だったんですけれど……」

『あぁ、そいつぁ悪かったな。ピロートーク中に』

「なぜ『ピロー』をつけたんですか！　普ふ通つうのトークですけど！　定例の！」

『ああ、例のあれか。定期的な……えーと……ラブホテル会？』

「ファミレス会です！　定期的なラブホテル会って、僕らどんだけ爛ただれてんですか！」

　そう僕が強めにツッコむと、正面席でアグリさんが「らぶ……!?」と赤面してゲホゲホ咳せきこみ始めた。……しまった。罠わなだ。電話＆僕越ごしに、軽くアグリさんにまで攻こう撃げき仕し掛かけて来やがった、この人。

　真音さんは電話の向こうで楽しそうに笑うと、ようやく何か満足いったのか、本題を切り出して来てくれた。

『一応報告しとくけどな。ついさっき、連れん絡らく貰もらったぞ。お前の元カノから』

「……へ？」

　意外すぎる「本題」に、僕は思わず呆ほうけて返してしまう。

「あの南極観測隊隊長から……？」

『…………。……おぉ、やべぇ、なんだこれ、このオレ様の頭脳を以もつてしてもマジで文脈が読めねぇ発言なんて久々だわ。震えるわー。いや最高すぎんだろう、アマ公』

　なにやら不思議な高評価を頂いてしまった。僕はこほんと咳せき払ばらいして訂てい正せいする。

「えっと、つまり、天道さんから連絡を貰ったということですか？」

『あぁ、そうだ』

「というか、そもそも、いつの間に連絡先交こう換かんを？」

『ん？　ああ、前回軽く一戦交えた際に、こっそり互たがいに情報を伝え合っていてな』

「情報を伝え……？　ああ、ＩＤ交換とかＱＲコードでのやりとりをしたと──」

『いやモールス信号だ』

「モールス信号!?」

『対戦中、ボタンを叩たたく音のリズムに自分の連絡先を仕込んだ。互いに』

「天才的なお馬鹿さん達にも程ほどがある！」

　ゲーム部の部長になる人って、頭のネジを外さなきゃいけない掟おきてでもあるのだろうか。

　僕が呆あきれていると、真音さんが『とにかく連絡を貰ってよ』と話を再開させてくる。

『なんか喧嘩売られたわ、お前の所有権を賭かけて』

「ええ、またですか……」

　僕は思わず嘆息する。

　まぁ正直、天道さんの性格的にいつか再戦は申し込むだろうなと思っていたけれど、こんなに素す早ばやく動くとは思っていなかった。実際、まだ勝てる算段はついていなかったはずなのだけれど……。うぅむ……。

　僕が一人頭を抱えて呻うめく中、真音さんが『ただ、それがよ』と珍めずらしく少し怪け訝げんそうな様子で続けて来た。

『オレ様も予想外だったんだが、一対一の形式じゃなくていいかと提案してきたんだよ』

「一対一じゃない？　ええとそれは、具体的にはどういう……」

『ああ、最大四人のキャラが入り乱れる、お祭り系対戦格かく闘とうゲームでの対戦を指定してきた。つまり……』

「天道さんと真音さん以外に、あと二人加えた状じよう況きようで対戦すると？」

『ああ。しかもメンバーの指定までしてきた。星ほしノの守もり千秋と、あと大おお磯いそ新にい那なとかっていうやつだ』

「は？　な、なんですかそのメンバー」

『知らねぇよ。とにかくその四人全員参加の個人戦で、優勝したヤツがお前の所有権を得るって条件だ』

「い、いやいやいやいや」

　なんだその話。そもそもメンバー選せん抜ばつの段階から色々おかしい。ゲームの腕うで前まえという意味では千秋を参戦させる意味が分からないし、大磯先せん輩ぱいに至っては僕の所有権を獲かく得とくしたい理由がない。なぜ天道さんと真音さんの二人による直接対決じゃないのか。

　更さらに問題なのが、このメンバーだと……。

「ちょ、あまのっち、あまのっち。亜玖璃にも軽く説明プリーズ」

「え、あ、それがですね……」

　僕はスマホを耳に当てたまま端たん的てきに目の前の女子高生へと状況を伝える。と、アグリさんもまた「はぁ？」と首を傾かしげる。

「亜玖璃、ゲームのことは全然分からないけれど……それってマイ姉ねえが超ちよう不利な勝負すぎんじゃないの？　いくら設定が個人戦とはいえ、結局三対一の構図にならない？」

「まぁ、正直そう聞こえますよね……」

　いくらバトルロイヤル方式でも明らかな優勝候補、それも僕の所有権を奪うばっているという点で一応知り合いからしたら「敵」と認にん識しきされている存在が参加していたら、そこに攻撃が集まるのは当然の流れなわけで。

　正直、あの天道さんが提案するルールとは思えないアンバランスさだが、真音さんは彼女をフォローするように続けてきた。

『まぁ別にオレ様は構わないんだけどな。纏まとめてかかってこい、小こ童わつぱ共という感じだ』

「相変わらず生きつ粋すいの魔ま王おう様ですね」

『ああ。ただそれを抜ぬきにしても、天道花か憐れんは完全なる個人戦を強調していたぜ。なにせ、かかっているものが……』

「！……ああ、そ、そう、ですよね……」

　実際天道さんとチアキは現在、所有権とは少し違ちがえど、その……僕を巡めぐって争っている最中であることは事実なわけで。そんな中で僕の所有権がかかった戦い。真音さんに負けられないのは勿もち論ろんだけれど、天道さんとチアキは互いにも負けたくないはずで……。

　でもそれで言ったら、今度は大磯先輩を格ゲーに参戦させることが、リスク以外の何物でもないんじゃないか？　本当に個人戦だというなら、ぶっちゃけ真音さんと同等かそれ以上の強敵じゃないか。いっそう、僕の所有権を奪うにはキツいメンバー選択だ。

　まぁ、でもそういう意味じゃ、チアキの腕はこのメンバーから大分落ちるわけで、天道さんにとって彼女を蹴け落おとすことは実に容易たやすい状況とも言え──

『ああ、余談だが、天道花憐のやつ、このバトルロイヤル開かい催さいに際して、約一週間程、星ノ守千秋と自宅で強化合宿をするらしいぞ』

「はぁ!?」

　チアキと強化合宿？　なんで？　ライバル関係だよね？　というか腕前差的に、天道さん側のメリット薄うすくない？　なにこれ？　え？　なにがしたいの、うちの元カノさん。

　いよいよ頭がぐるぐるしてくる。……相変わらず、天道花憐という人は不思議な人だ。まだ真音さんの方がわかりやすいぐらいかもしれない。

　器用なのに不器用で、天才なのに馬ば鹿か馬鹿しくて、誠実なのに気まぐれで。

　彼女は今回、どんな経けい緯いや思考を経へてこの結論に達したのだろうか。それを想像するだけで──僕はなんだか、妙みように可笑おかしくなってしまう。

　と、思わずくすくすと微笑ほほえんでしまっていると、なにやらアグリさんがニヤニヤと見つめてきていた。僕は照れ隠かくしに咳払いしつつ、真音さんとの会話を再開させる。

「それで、その挑ちよう戦せんは受けたんですよね？」

『ああ、勿論だ。試合は来週の水曜日。放課後、ゲーム部部室で行われる』

「なるほど。……と、そういえば、真音さんが勝った場合って、どうなるんです？　元々僕の所有権、持ってますよね？」

『ああ、それな。さっき天道花憐にも訊きかれたから、ちゃんと要求しておいてやったぞ』

「なんですか？　まさか彼女達全員の所有権とか言い出す気じゃ……」

『言わねぇって。オレ様、そんなに悪あく辣らつに見えるか？』

「見えるというか、悪辣でしょう、実際」

『まぁな。でも今回はマジで違う要求にしといた。寛かん大だいな処置に感謝しろよアマ公』

「へぇ、そうなんですか。ありがとうございます。それで、要求っていうのは……」

『ああ、それだけどな』

　真音さんはそこで一いつ拍ぱく置くと、実に楽しげにその要求を──告げて来た。




『雨野景けい太たの交際相手指名権も、このオレ様が貰う、だ』




「鬼き畜ちくか！」

　現在の僕、天道さん、チアキの三名にとって等しくクリティカルな要求だった。なにこの人。相手の一番恐おそれているモノを的確に突つける才能がズバ抜けすぎじゃない？

　僕はガタガタと震ふるえながら、話の先を促す。

「そ、それ……天道さんは……」

『ああ、暫しばらく火あぶりにでもされているかの如ごとく呻いた後、最後には要求を飲んだよ』

「うちの元カノさんの精神を徒いたずらに追い詰つめるのやめてくれます!?」

『とはいえそもそもはあちらが言い出した勝負だしな、これ。三対一になりかねないという環かん境きよう条件を取ってみても、そこそこの報ほう酬しゆうを要求する権利があるだろう、オレ様には』

　ぐ、またいやな正論をこの人は……！　しかし解げせないのは……。

「あの、別に参戦しているわけでもない僕まで被ひ害がいを被こうむるのはおかしいんじゃ……」

『おいおいアマ公。女の子がお前のためにわざわざ戦おうってのに、当のお前が代だい償しようの支し払はらいを渋しぶるのかよ。ハッ、ガッカリだな、お前には』

「うぐ……いや、だって、このままじゃ皆みんなが……」

『おいアマ公』

　と、そこで真音さんは突とつ然ぜん、これまでのふざけた調子を潜ひそませ、真しん剣けんな声で訊たずねてきた。

『お前もしかして、天道花憐達がオレ様に負ける前提で話をしてやがるのか？』

「っ」

　その言葉に、僕は思わずギュッと拳こぶしを握にぎり込む。

　そうだ……僕は、いつの間にかすっかり真音さんを絶対的な存在のように考えてしまっていた。気付かないうちに、子分気質が染しみついてしまっていたのだろう。

　確かに僕は彼女に敵かなわなかった。けれど……どうして天道さんまでそうなると、僕は決めつけているのか。それは──優やさしさからくる「心配」とは、少し違うんじゃないか。

「…………」

　僕は少しだけ目を瞑つぶって考えを纏めると。

　次の瞬しゆん間かん、決意と共に目を見開き、強い語調で切り返した。

「いえ。天道さんがいけると踏ふんだなら、僕はその天道さんの判断を信じます」

『つまり？』

「……僕も飲みます、その条件。貴女あなたが勝ったら、その時は僕の恋れん愛あいをどうとでもして下さい。僕は天道さんに──いえ、天道さんとチアキに、コインをベットします」

『いいね。やっぱりいいよ、お前は』

　真音さんはそう言った後、声を元通り軽くして続けて来る。

『まぁ安心しろよ。天道花憐には戦闘意欲を促うながすためにあえて言わなかったが、たとえオレ様が勝ったとて、お前にとってマジで不本意な相手を指名するつもりはねぇさ』

「え、そうなんですか？」

『ああ。いつも言っているだろう？　オレ様はお前が好きだ。絶対幸せにしてやる』

「…………」

　思わず頰ほおをぽりっと搔かいてしまう。ああ……やっぱり、この人、案外良い人──

『いや正直、上うえ原はら祐たすくを指名するのも面おも白しろそうかなという悪戯いたずらなオレ様もいるにはいるがな』

「うん、そういう人ですよね、貴女は！」

『実際お前の不本意な相手を指名する気はマジでないが、とはいえお前が《実は心の奥底で求めている相手》を指名する気は、割とあるからな、オレ様』

「貴女を一いつ瞬しゆんでも面めん倒どう見みの良い大人のお姉さんだと認識した自分を殴なぐりたい！」

『あ、ちなみに現在、実はお前が心の底で本当は好いているんじゃないかと、オレ様があたりを付けているヒロインの筆頭は──なんと、このオレ様だ。いや照れるな』

「絶対に負けられない戦いがここにある！」

　いやはやとんでもない契けい約やくをしてくれたもんだなぁ、元カノさんよぉ！　言っちゃなんだけど、貴女の思っている以上に悪あく魔まですよ、この取引相手！　僕らが丁てい寧ねいに積み重ねてきた恋愛物語を、気軽に、ちょっとした賽さいの河原かわら気分で崩くずす人ですよ、この人は！

　僕が憤ふん慨がいしていると、真音さんはカラカラと笑って『じゃ、そういうわけだから』と電話を切ってしまった。くそ……相変わらずいいように面白がられている気がする。チアキのキスがあって以降のどこか重々しかった空気や心持ちが、今やすっかり……。

　…………。

　……い、いや、まさかな。それを狙ねらってやってくれる程ほど、優しい人じゃないだろ、あの人は。……うん。……だよね？

「あまのっち、あまのっち。ほら、亜玖璃にも、説明」

「あ、そうでしたね。すいません」

　正面からアグリさんに促されハッとした僕は、改めて天道さん達によるバトルロイヤルの詳しよう細さいを解説する。

　全すべてを聞き終えたところで、アグリさんは「どうしてキミ達はそう……」と呆あきれ顔を見せてきた。

「なんなの？　ゲーマーって、基本全員頭悪いの？」

「これまでで一番のゲーマーに対する暴言！　ここは絶対に反論したいところですが、今の話の登場人物達に関してはマジで頭悪い率百パーセントだから何も言えない！」

　そう頭を抱かかえる僕に、アグリさんが苦く笑しよう交じりに続けて来る。

「でもまぁ……ちょっと羨うらやましいかな、その、単純で真まっ直すぐな感じはさ」

「？　アグリさん？」

　紅茶のカップをソーサーに置きつつ窓の外を見やるアグリさんの横顔はいつになく切なげで、僕はガラにもなく──心の底から彼女に心配げな視線を送ってしまう。

　と、それに気付いたアグリさんは、何かを誤ご魔ま化かすように笑いかけてきた。

「なんて顔してんのさ、あまのっち。別になんでもないよ。祐との仲がこじれてるとかじゃ全然ないし、むしろ最近は前よりずっとずっと距きよ離りが縮まったなって思うし」

「？　だったら、何を……」

「うーん……そうだね……」

　言いながら、アグリさんは脇わきに置いていた自らのカバンをごそごそとあさる。そうして、そこから取り出して来たのは……。

「……ラベアーズ？」

「うん」

　それは以前、修学旅行の際に二人で「互たがいの大好きな人にあげるため」買ったはいいものの、直後の別れ話を筆頭に色々あった結果未いまだ渡わたせていない、二体一組のクマのマスコットだった。

　アグリさんはそれを手の中で弄もてあそびながらぽつりと呟つぶやく。

「亜玖璃は祐が大好き。それはずっと一いつ貫かんして変わらないし、それを伝えていくことに躊躇ためらいとかもないんだけど……最近、少しだけ、思っちゃうんだよね」

「何をですか？」

「その祐自身は、もしかしたら──なによりも『今』が、好きなんじゃないかって」

「…………」

　窓に貼はり付いた雪が室内の温度でゆっくりと溶とけていく。帰路を急ぐ人達の流れを見つめながら、アグリさんは強がるような笑みをみせた。

「あ、でも亜玖璃だって『今』は好きだから、無理に進まなくても全然──」

「アグリさん」

　僕はそこでアグリさんの言葉を遮さえぎると。にこりと彼女に微笑みかけて、続ける。

「僕、アグリさんと会えて本当に良かったなって、思ってますよ」

「な、なにさ急に。告白？」

「まぁ、そこはどう思ってくれてもいいですけど」

「いや、良くないと思うけど……」

　戸と惑まどうアグリさん。しかし僕はそれに構わず続ける。

「僕、こうしてゲーム同好会の皆と仲良くなるまでは、どうしようもなくぼっちで。でも……ぼっちはぼっちなりに、結構必死だったんですよ」

「……何にさ？」

「『今』を維い持じしようとすることに、です。……これ以上悪い高校生活にならないようにと、懸けん命めいに注意を払はらうことに、です」

「あまのっち……」

　アグリさんが珍めずらしく僕に同情的な視線を送ってくる。僕はそれが少し気き恥はずかしく、雪の舞まう窓の外へと視線を移した。

「でも『今』なんて……それこそ雪と同じです。いくら手の中で後生大事に守ろうとしても、結局は溶けて指の隙すき間まから零こぼれ落ちていってしまう。だからこそ僕の高校生活は……緩ゆるやかに、でも確実に、悪い方向へと流れていっていたんだと思います」

「…………」

「でもそれが変わったのは、天道さんを始めとして、上原君やチアキ、それにアグリさんと本音で……いつ嫌きらわれてもおかしくないような本音で、ぶつかり始めてからです」

「…………」

「きっとその時僕は、手を開いたんでしょうね。その時は気付いていませんでしたけれど……。目の前にいる人に自分の気持ちを伝えることに夢中で、手の中に残っていたちっぽけな雪が零れ落ちるのなんて、気にしていられなくて。……天道さんの誘さそいを断り、上原君やチアキと喧けん嘩かして、そして……」

　僕はそこで改めて正面の女性を──恩人を見つめて、真っ直ぐに伝えた。




「……貴女に、人を好きになることの尊さを、教えて貰もらって」




「っ！」

　アグリさんの瞳ひとみに光が揺ゆれる。

　僕は最後に「だから、今の僕はこう思っているんです」と自分が本当に言いたかったことを、まとめた。

「大事に握りしめた『過去』が『今』になるんじゃない。その『過去』を糧かてに必死で摑つかみ取った『未来』こそが──『今』になるんだって」

「……あまのっち……。じゃあ、亜玖璃は……亜玖璃は……」

　僕に情けない顔は見せまいとするかの如ごとく、俯うつむくアグリさん。

　僕はそんな彼女の背中を押してあげるべく──「ええ」と、力強く続けた。

「上原君の好きな『今』をより輝かがやかせるためにこそ──アグリさんは、今まで通りに全力で前進したらいいと思います。それでこそ僕が大好きな……アグリさんだもの」

　そんな僕の言葉に。アグリさんは俯いたまま、なにやら目元を拭ぬぐうような動作を見せると。……ようやく、いつもの減らず口を返してきた。

「へへ……やっぱりそれ、告白じゃん、あまのっち」

「さぁ、どうでしょうかね。でもたとえそうだとしても、アグリさんの行動や気持ちって、なに一つブレないわけでしょう？」

　僕がそう訊たずねると。

　アグリさんは一度ぐしぐしと腕うでで目元を拭った後。

「……トーゼンッ！」

　と、勢い良くその……清すが々すがしさに満ちた顔を上げてきた。

「亜玖璃は祐が大好き！　そして──それを全身で伝えまくる！　それが亜玖璃！」

「……ですよね。うん、それでこそ、僕の師し匠しようたるアグリさんです」

　僕ら二人は微笑ほほえみ合う。……こうして遂ついにこの負け犬達によるファミレス会に、これまでなかった程の穏おだやかなひとときが訪おとずれ──

「あ、だからごめんね、あまのっち。亜玖璃、ゲームオタクとか生理的に駄だ目めだからさ」

「うん、そこで流れるように僕を手ひどくフるのやめてくれませんかね！　っていうか告白してないし！　してたとしても、もっと優やさしい言い回しにはできませんかっ！」

「いやあまのっち、さっき『本音でぶつかれ』的ないい話してたじゃん」

「してましたけど！　抜き身の刀をぶんぶん振ふり回せって意味じゃないですから！」

「うっさいなぁ。……『今』を『雪』に喩たとえちゃうエモいキモヲタはこれだから……」

「あああああああああああああ!?　前言撤てつ回かい！　本音しまえやこの無神経ギャル！」

「はぁぁぁぁぁああ!?　ちょ、恩人を無神経ギャル扱あつかいとか、マジで引くんですけど！　成長してないわー。このオタク、この一年で何も前進してないわー」

「ハッ、その言葉、そっくりそのままそちらのマンネリカップルにお返し致いたしますよ！」

「かっちーん。それ言う？　それ言っちゃう？　じゃあ亜玖璃も言っちゃうけどさぁ！」

「な、なんですか！　ことと次し第だいによっちゃ、僕だって本気で怒おこりますよ！」

「あまのっちってぶっちゃけ、男としてはかなり将来性に欠け──」

「貴様ぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああ！」

　そうして、結局はいつも通りの馬ば鹿か馬鹿しいファミレス会へと突とつ入にゆうしていく僕ら。

　…………。




　このファミレス会が真に「落ち着く」のは、どうやらまだ少しだけ先の話のようだ。








【ゲーマーズとファイナルバトル】






　約束された決戦の日は、あっという間にやってきた。

　ホワイトデーを目前に控ひかえた、三月第二週の水曜日。

　放課後のゲーム部部室は、いつになく静かな熱気に満たされていた。

　それもそのハズ。なにせ現在、この部室には──

「ああ、もう！」

　──と、突然上うえ原はら君が一歩前へ出ると、ほんのりと汗あせばんだ顔に苛いら立だちを漂ただよわせながら、僕達をぐるりと見回してきた。

「いくらなんでもギャラリー多すぎんだろう、この部室！」

『…………はぁ』

　彼の言葉を受け、その場のほぼ全員が「遂にそれ言っちゃったか」というニュアンスのため息を吐つく。

　そう……皆みな互たがいに気を遣つかって黙だまっていたけれど、現在、この普ふ段だんは最大でも精々六人程度が活動限界の狭せまいゲーム部部室には──

　──総勢十二名もの人間が、収まっているのだ。そりゃ熱気もこもる。

　上原君は大きく嘆たん息そくしてから続けて来る。

「とりあえず、今回戦う女性陣じん……伏ふし黒ぐろ真ま音いんさん、天てん道どう花か憐れん、星ほしノの守もり千ち秋あき、大おお磯いそ新にい那なさんの四人がいるのは当然だけどよ」

　そう言って、部屋の中央でモニターを囲むようにパイプ椅い子すに座す女性四名を見やる上原君。僕もまた頷うなずきながら、改めて室内の状じよう況きようを観察した。

　今日のゲーム部室構成は普段と少し違ちがい、この大事な一試合に特化した部屋作りとなっている。普段使っている長机などは畳たたんで壁かべ側に寄せ、そうしてできた中央スペースにこの部室で一番大きなモニターを設置。その正面に四人がコントローラーを持って並んでいる構図となっている。並び順は、左からチアキ、天道さん、真音さん、大磯先せん輩ぱい。

　で、その四人を取り囲むように、僕達ギャラリー陣八名が半円形にずらっと並んでいるわけだけれど……まあ正直、この狭い部室じゃぎゅうぎゅうなわけで。

　と、そこでふと、上原君が僕の方に視線を寄よ越こしてきた。

「あとはまぁ……この勝負の景品たる雨あま野のがここにいるのも、まあいいだろう」

「いや景品って」

　上原君の話が途と中ちゆうだったけれども、僕は思わずそれを遮さえぎってツッコんでしまう。

「一応僕の《所有権》がかかっているとはいえ、別に優勝者が僕を好きにする感じでもないだろうに……」

『え？』

「え？」

　と、なんかチアキと天道さんが「違うの？」的視線でこちらを振り返って来た。戸惑う僕に、遅おくれて振り返って来た大磯先輩が気け怠だるげに呟つぶやく。

「あたしの家で掃そう除じ洗せん濯たくさせようと思ってたのに……」

「僕の所有権フル活用する気満々すぎませんか!?　え、もしかしてチアキと天道さんもそんな感じの認にん識しき!?　優勝したら僕を真音さんばりに好き勝手しようとしてたの!?」

『…………』

「な、なぜ視線を逸そらすの二人とも!?」

　僕がショックを受けていると、突然真音さんがゲラゲラと笑ってから切り出して来た。

「かかかっ、相変わらずおめでたい思考してんなぁ、アマ公よぉ」

「ま、真音さん……。……でも、あの、僕正直、クッパにさらわれたピーチ姫ひめの気分で天道さん達ことマリオブ○ザーズを信じていた感あるというか……」

「ああ『敵から取り返す』が主目的だと思ってやがったんだろう？　実際お前がアグの所有権賭かけた時はそういう腹づもりだったろうしな。でもほら……見ろよ。ヤツらの目を」

　言って真音さんは、対戦相手の女性陣達へと僕の視線を促うながす。

「これは、クッパからピーチを救い出しに来たマリオの目じゃねぇよ。これは──」

　そうして……高らかに、宣言してきた。




「──クッパからピーチ姫という名のお宝を強ごう奪だつしにきた、ワリオの目だぜ」




「正義の味方が一人もいない戦い、だと!?」

　僕の頰ほおをいやな汗が伝う。……過か酷こくな現実が、そこにはあった。

　……うん、まぁ確かに、大磯先輩あたりに所有権移っても、真音さんに握にぎられていた時代と日常のテイストがあまり変わらない気はするよね。つまり今の僕って……実際、誰だれを応おう援えんするとかじゃ、なくね？　城の外でクッパとワリオが壮そう絶ぜつな死し闘とうを繰くり広げるのを、ただただ死んだ魚のような目で見守るピーチ姫の立場じゃね？

　僕が一人遠い目をしていると、上原君が「こほん！」と大きく咳せき払ばらいをしてきた。

　そういえば、上原君がギャラリーの人数の多さを指し摘てきしている途中だったか。

　僕が一歩引き下がると、上原君は改めて指摘してくる。

「ま。まぁ今のくだりからも分かる通り、勝負する女性陣四人と雨野の計五名は、この件の当事者。いわばこの戦いの場に居るに相応ふさわしい人物達だ。が……」

　そこで上原君は一度間を取ると、次の瞬しゆん間かん、この人口密度の高い部室空間それ自体に向けて雄お叫たけびを上げた。

「それ以外のヤツら、マジなんなの!?　部外者達にも程ほどがねぇ!?」

「いや上原祐たすく、よりにもよってお前がそれを言うか」

　と、部屋の反対側から眼鏡をキラリと光らせつつ加か瀬せ岳がく人と先輩がツッコミを入れてくる。

　ぐ……と呻うめいて一歩後ずさる上原君に、加瀬先輩は淡たん々たんと続けてきた。

「オレからしてみれば、ゲーム部部員以外は等しく全員部外者だが。なぁ、三み角すみ？」

「い、いえ、ボクはまぁ、賑にぎやかなの、嫌きらいじゃないので……」

「……ふんっ」

　突然振ふられた三角君が苦笑いを見せると、加瀬先輩が失望したように鼻を鳴らした。……あ、相変わらず大変だねぇ、三角君も。

　僕と三角君がそうして互たがいの心を慰なぐさめるようなアイコンタクトを交かわしていたのとは対照的に、加瀬先輩は今一度上原君を鋭するどい眼光で睨にらみ付けていた。

「まぁ、今回の企き画かく趣しゆ旨しから考えて、お前が先程挙げた五人が入室していることに関してはオレも異存がない。しかし残りは……特にお前や、そしてその交際相手と思おぼしきそちらの女子生徒には、ここに居る権利が全くないのではないか？」

　キランッ、と嫌いや味みたらしくメガネを光らせる加瀬先輩に、上原君が少したじろぐ。

「い……いやいやいやいや！　オレと亜あ玖ぐ璃りはほら！　雨野とゲーム同好会仲間だし！」

「だからなんだ。結局ゲーム部ではないだろう、貴様ら」

「いやそこはもはや兄弟部活みたいなもんじゃないですか！　特に雨野を介かいして！　で、その雨野の行く末が決まる大一番となれば……そりゃ俺達ゲーム同好会にだって観戦の権利はあるっつーもんですよ！　なぁ、亜玖璃！」

「だよねぇー、たぁすくぅ」

「なー」

　上原君とアグリさんが二人できゃぴっとはしゃぐ。……うん、なんだろう、僕も今若じやつ干かんイラッと来たよ？「あのカップル見学者、やっぱり正直邪じや魔まじゃね？」感が凄すごいよ。

　当然加瀬先輩も、そのゲーム部に初めて持ち込まれたのであろうノリに大層イラッと来たらしく。メガネをくいっと上げたかと思ったら、かなりキツめに警告を飛ばした。

「貴様ら、即そつ刻こく出て行け。まったく、神聖なゲーム部部室をなんだと思ってるんだ……」

「はぁ？」

　しかし加瀬先輩のそんな態度に、遂にカチンとキてしまったのがアグリさんだった。彼女は先程まで上原君に見せていた甘々なノリを完全に消し去ると、僕が……いや僕らぼっちオタクが一番恐おそれていると言っても過言ではない「ギャルのガチな軽けい蔑べつの眼まな差ざし」という名の必殺武器を装備し、加瀬先輩へと反はん撃げきを仕し掛かける。

「さっきから大人しく聞いてれば、なにさ、それ。ってか、あまのっちを賭けた大一番に、一番興味もなく不ふ真ま面じ目めな態度で臨のぞんでいるのが、メガネ先輩じゃないんですかぁ」

　メガネ先輩て。初手から個性全殺しみたいなあだ名をつけられた加瀬先輩は、しかし相変わらずのアグリさん的「実は鋭い正論反発」にすぐには対応できず、結果──

「ぐ……！　で、では、まぁ貴様達のことは百ひやつ歩ぽ譲ゆずって認めてやるとしても、だ！」

　──普ふ通つうに衝しよう突とつから逃にげた。部屋の中央では大磯先輩が「ヘタレめ」と小さく呟いている。可か哀わい想そうに、加瀬先輩……。ゲーム部員として至し極ごく真っ当な主張だったのに……。

　加瀬先輩が、仕切り直すように咳払いをする。

　そうして、彼が次に標的を定めたのは──僕の両りよう隣どなりに陣じん取どっている、年下組だった。

「おいっ、そこの他校生達！　お前達二人は……本当にどちらさまだ!?」

　本当に戸と惑まどっていらっしゃる様子で指摘してくる加瀬先輩。

　それに対し……僕の両隣に陣取っていたその二人──雨野光こう正せいと星ノ守心春このはさんは、まるで示し合わせたかのように同じタイミングで、同じ台詞せりふを、全く同じテンションの淡々とした口調で吐き捨てた。

『身内ですけど、何か』

「何か、じゃない！　なんだその理り屈くつ！　授業参観か！」

　失礼な男女に怒ど声せいを上げる加瀬先輩。僕はやれやれと嘆息しながら、なぜか僕の守護者か何かのように超ちよう然ぜんと佇たたずむ弟＆妹ズに声をかける。

「二人とも、ここの生徒じゃないのは事実なんだから、もっとこう控えめに……」

「そうだぞ！」

　と、なぜか僕の言葉に便乗するようにして、上原君が──この室内にギャラリーが多すぎると最初に主張し出した当人が再び気き炎えんを上げてきた。

「ゲーム部やゲーム同好会どころか、音おと吹ぶきの生徒でさえないお前らが、ここにこうして当然のように駆かけつけてるのはおかしいだろう！」

『そうでしょうか？』

「そうだろうよ！　ふてぶてしいなおい！　マジでお前ら先輩に気を遣って出てけよ！」

　……うん、まぁ、言葉は強いけれど、ある意味当然っちゃ当然の主張だ。

　しかしながらこの二人……コノハさんと光正が、そんなもので引き下がるべくもなく。

　二人はハッと上原君を小こ馬ば鹿かにしたように笑うと、これまた声を重ねて主張してきた。

『血のつながりは、友情や在ざい籍せき校などより遥はるかに重い……！』

「そ、そりゃそうだけども！」

　上原君はそうツッコミつつも、しかし二人の強い意志を孕はらんだ瞳ひとみに射すくめられた様子で視線を逸らし、そしてそのまま遂ついには……。

「…………と、とはいえ……流石さすがに、ミィはおかしいだろう、ミィはよぉ……」

「そ、そうだそうだ」

　……遂には一番弱そうな幼女に矛ほこ先さきを向ける上原君と、それに乗っかる加瀬先輩。

　男性陣のあまりにあんまりな様子に、室内の女性陣全員から軽蔑の視線が送られる。……なぜだろう、この女性陣のオーラ、関係のない僕と三角君まで激しくいたたまれないんですけど……！　光正はマイペースに憮ぶ然ぜんとしたままだけれど！

　そんな中、突とつ然ぜん話を振られた幼女ミィちゃんは、しかしながら誰よりも冷静な態度で……情けない男性陣に対し、凄すさまじい致ち命めい打だを撃うち返してきた。

「いえ、おかしいのは、こんなことでじかんをつかうことだと、ミィはおもいます」

『がはぁっ!?』

　ミィちゃんの真音さん譲ゆずりの超ド正論反撃に、一撃で葬ほうむり去られる男性陣。

　僕の隣で、光正がなぜかニィと微笑ほほえむ。

「いやぁ、相変わらずの必殺力ですよね、ミィちゃん。……オレも見習いたい」

「な、何を見習うんだい、光正？」

　なんか最近不ふ穏おん感凄いんだけど、うちの弟。なんなの？　誰かから悪い影えい響きようでも受けてるのかな？　真音さんあたりとか……。

　そんなことを考えていると、まさにその真音さんが「うぉい」と荒あら々あらしい声を上げてきたので、僕はびくんと背筋を伸のばした。

　真音さんはパイプ椅い子すに座したまま不敵な顔で僕達ギャラリーの方を振り向くと、誰にともなく告げて来る。

「なぁ、オレ様も暇ひまじゃないんだぜ──浮うかれたガキ共よぉ」

『…………』

　その威い圧あつ感かんと凄まじい暴力的オーラに、一気に萎い縮しゆくするギャラリー達。

　僕はしかし──そんな真音さんの悪態に嘆たん息そくすると、肩かたを竦すくめて応じる。

「いやいや一番浮かれた顔してる人が何言ってるんですか」

　そう指摘した途と端たん、真音さんはニィッと口の端はしを吊つり上げると、少年のように無む邪じや気きな笑顔を見せてきた。

「あ、バレてたか？」

「バレバレですよ。バレバレですけど……僕とアグリさんとミィちゃん以外ドン引きするんで、やめてくれませんか、その魔ま王おう様オーラ発するの」

「あん？　妙みようなこと言うなアマ公。実際オレ様は──お前ら全員の敵のはずだろう？」

　そう言って、今一度部室内の面々を見み渡わたし、更さらに笑みを浮かべる真音さん。

「あぁ、悪ぃ、訂てい正せいするわ。オレ様が敵と呼べる程の格でもなさそうだな、お前らは」

　言って、本気で興味を失った様子で視線を画面に戻もどす真音さん。

　瞬間、光正やコノハさんは勿もち論ろん、加瀬先輩や三角君まで、黙だまって剣けん吞のんな空気を漂ただよわせ始めた。

　……いや天才か！　敵を作る天才かこの人！　息を吸うように他人からのヘイトを溜ためるんだから！

「（まぁ、これ完全に『種まき』なんだろうけれど……）」

　いつかの僕みたいに、自分に本気でかかってくる相手を育成しようとしてる感が凄い。

『……はぁ』

　ふと気付けば、僕とアグリさんとミィちゃんのため息が重なっていた。ああ、手のかかるやんちゃな子供を持った親のストレスって、こんな感じなんだろうな……。

　そんな僕らの心配を余所よそに、真音さんが完全に室内の空気を掌しよう握あくしたまま話を進めていく。

「さて、最終確かく認にんをさせて貰もらうが。これから行われる勝負は、チーム戦ではなくあくまで個人戦。そしてその勝者は──雨野景けい太たの所有権を手に入れる。それで良かったよな？　音吹高校現ゲーム部部長、天道花憐さんよ？」

　隣に座る金きん髪ぱつ女子高生に、挑ちよう戦せん的な視線を向ける真音さん。しかし天道さんはそれに動じることもなく、淡々と答えた。

「ええ、それで問題ありませんよ、元ゲーム部部長、伏黒真音さん。一つ付け足すならば、貴女あなたが勝った場合は、雨野君の恋れん愛あいに纏まつわる決定権まで、貴女が握にぎるということです」

「ああ、そうだったな。ふ……今からアマ公の恋愛を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるのが楽しみでならないなぁ！　ぎゃはは！」

　言いながら僕の方を振り向いてくる真音さん。即そく座ざに光正とコノハさんが険しい顔で一歩前に出て真音さんを睨み付ける。……う、うん、二人の気持ちは嬉うれしいけれど、あの、アレは完全にプロレス的演出の一いつ環かんだと思うよ。実際ちょっと前話した時なんか、めっちゃ普通に僕の幸せ願ってくれてたよ、あの人……。

　まあ、この場でそんな無ぶ粋すいなことを言おうものなら、後でガチで真音さんにボッコボコにされそうなので、わざわざ言わないけどさ。……実際問題、「真音さんの考える、雨野景太の幸せ」と「僕の考える僕の幸せ」には、ズレがあるようにも思えてならないし。そういう意味じゃ現在、僕の未来が大きく揺ゆらいでいるのは、事実だ。

「それじゃあ、そろそろ始めていきましょうか」

　天道さんがそう言ってコントローラーを操作する。と、これまで垂れ流しになっていたデモ画面が中断されタイトル画面が表示された。

　と、そこでアグリさんが、くいくいと隣の上原君の袖そでを引っ張るのが見えた。

「ね、ねぇ、祐。なんか今更超聞きづらいんだけど……これ、どういうゲーム？」

「ああ？　亜玖璃、お前『ストシス』も知らねぇのかよ？」

「知らないよ。なにそれ。一番面おも白しろいの？」

「一番面白いってなんだよ……」

　上原君ががっくりと肩を落とす。……ああ、この手のゲームに無理解なくだり、やっぱり普通に上原君ともしてるんだなぁ、アグリさん。……お疲つかれ様です、上原君。

　天道さんがスタートボタンを押してオプションメニューを弄いじり出す中、上原君がアグリさんに簡単な説明を始める。

「『ストシス』ってのは『大乱戦！　ストライクシスターズ』の略りやく称しようだ。多人数対戦格かく闘とうゲームで、一画面で最大四人まで一いつ緒しよに遊べるゲームなんだぜ」

「ふーん。経済的だね」

「その感想はマジでよく分からないけども。とにかく説明を続けると、この『ストシス』の凄すげぇところはなんといっても……使用できるキャラクター達が、なんと様々な有名ゲーム作品の、ヒロイン達っつーところなんだ！」

　上原君が少し興奮気味に語ると同時に、丁度モニターにはキャラ選せん択たく画面が表示される。そこにずらりと並ぶのは、様々なゲーム作品に出演してきた超有名ヒロインばかり。

　その壮そう観かんな顔ぶれを目にしたアグリさんは、思わず──上原君へとしがみつく。

「……あの、皆みなさん、どちらさま？」

「そんな遠とお縁えんの親しん戚せきの家にお邪じや魔ました子みたいな顔すんなよ！　有名人だよ、全員！」

「そうなんだ……。……お、おつかれさまでーす」

「距きよ離り感かん！　いや別にいいけどさ！　と、とにかく、このそうそうたる面子メンツの中から好きなキャラを選んで戦うのが、このゲームなんだよ。で、具体的な戦闘方法なんだけど、これがまた少し変則的で……」

「あ、分かった。民事裁判だ、民事裁判」

「変則的すぎるわ！　さっきオレ『対戦格闘』って言いませんでしたっけねぇ!?」

「いや、でも、複数の女性で因いん縁ねんにマジ決着つけるとなると、それが一番じゃ……」

「だから一番ってなんだよ、一番って！　とにかく裁判じゃねぇから！　格闘だから！」

「…………最悪の事態だね」

「うん、多分だけどお前の思い描えがいている世界観と全然違ちげぇから！　格闘って言っても、血で血を洗う感じじゃなくて、もっとこう『ポコスカ』な世界観で想像してくれ」

「なるほど分かりやすいね。さすが祐。どこかのぼっちオタクとは表現力が違ちがう！」

「おーい」

　僕は思わず遠目にアグリさんを睨にらみ付けるも、ふいっと視線を逸そらされてしまった。あ、あのギャル……！

　上原君がこほんと咳せき払ばらいして、説明を続ける。

「で、変則的ってのは、対戦ルールがよくある体力制じゃないってことだ。対戦場所が総じて浮うき島しまみたいなステージになっていて、落ちたり吹ふっ飛ばされて画面外に出たら負け」

「うんと……土俵の周りにピラニアが泳いでいる大おお相撲ずもうみたいなこと？」

「うん、突然のえげつないデスゲーム的表現に正直元カレとして動どう揺ようを隠かくせないが、まぁそういうことだな」

「じゃあ単純に最後まで生き残った人が優勝者ということで、オーケー？」

「ああ……そこはルールによるんだけどな。やられてもすぐ生き返って戦うポイント形式もあれば、亜玖璃の言うようにサバイバルデスマッチ方式もあってさ。で、今回は……」

　上原君はそこで言葉を切ると、少しだけ緊きん張ちようした面持ちで切り出した。

「……まさかの、そのサバイバルデスマッチ方式だ……」

「？　まさかのって、それ、定番じゃないの？」

「ああ……まぁな。でもこれは……」

　言って僕の方をちらっと見てくる上原君。僕はそれに頷うなずき返しつつ、心の中で纏まとめた。

「（そう『ストシス』では基本、ポイント形式で遊ぶのが一いつ般ぱん的だ。死んでも生き返るため、全員が試合時間一いつ杯ぱい、フルで楽しく遊びきれるのに加え、たとえ事故でやられても、それが決定打ではないから、実力のアベレージがきちんと反映されるルール。それがポイント制だ。実にバランスが取れている。けどサバイバルデスマッチルールは……違う）」

　四人がキャラ選択を終え、ステージ選択をしている模様を見つめながら、僕は更に思考を続けた。

「（サバイバルデスマッチルールは、順次脱だつ落らく者が出る非情なルールだ。勿論それはそれで面白みとスリルのあるルールなんだけれど、正直本当の意味での実力が出るルールかというと、少し違う。それこそ、圧あつ倒とう的強者でも事故死したらそれまでだからだ）」

　……でも……いや、だからこそ、天道さんはこの方式を選んだのだろう。つまり……。

「（なりふり構わず、真音さんを短期決戦で殺とりにいく気か……）」

　それが僕や上原君……いや、このゲームを多少なりとも知る者には分かってしまうからこそ、この部室には現在、異様な緊きん迫ぱく感かんが立ちこめていた。

　部屋の隅すみから三角君が女性陣じんに畏い敬けいの視線を送っている。

「こんな大事な一戦に、ただ一度限りのデスマッチルールで臨のぞむなんて……ボクなら到とう底てい考えられないな……」

　それは三角君に限らず、きっと皆そうだろう。

　どうやったって、この勝負は短期決戦になる。それこそ、僕がオダロボで対戦した時の比じゃない程ほどに。なにせこの勝負、デスマッチルール「一本勝負」なのだ。何回かやっての総合得点でさえない。完全なる一本勝負。最大でも三分だけの試合。

　そんな短い時間に人生の大きな要素を賭かけて戦うだなんて、もはや大おお舞ぶ台たいに立つアスリートの世界だ。

「（それに今回はきちんと一週間程度の間を開けているからこそ、余計に重みが……）」

　ギャラリーとして参加しているだけでも、胃がキリキリしてきた。

　ステージ選択が終わると同時に、場のボルテージが静かに上がっていく。

　と、僕の隣となりで状じよう況きようを見守っていた光正が、そっと僕の耳に顔を寄せてきた。

「……デスマッチルールかつ、アイテムもなしで、ステージはギミックの一いつ切さいないプレーンステージ……。……この条件、千秋さんに優やさしくないにも程がないかな、お兄さん」

「……だね……」

　それは正直、僕も凄すごく気になっていたところだった。

　この環かん境きよう設定は実際……ガチすぎるにも程がある。いや、天道さんや真音さん、それに大磯先せん輩ぱいみたいな実力者の皆さんにとっては慣れ親しんだそれなのだろうけれど。チアキは、きっとそうじゃないだろう。

　それを言ったら元々この面子にチアキが入っていること自体がおかしかったのだけれど、ここに来て、チアキのアウェー感はいよいよ見ていられない程に高まってきていた。

「お兄さん……」

　光正が何か言いたげに僕を見つめて来る。……分かってる。本当はここで僕が、この状況のチアキに対する不公平感を口にするべきなのだろうと。けれど……。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、光正」

「？　お兄さん？」

　不可解そうに首を傾かしげる光正。しかし僕は一人、チアキの……何にも物もの怖おじせず、ただ真まっ直すぐに画面を見つめる横顔を見て、覚かく悟ごを決めた。

「今僕がそんなことを言ってチアキを擁よう護ごするのは──きっとそれこそ、彼女に失礼だ」

「……そか。……流石さすがだね、やっぱり」

「何が？」

「なんでもないけどさ」

　光正はそう言って、どこか子供っぽい、実に軽かろやかな笑え顔がおを僕に向けて来た。……ここしばらくは見なかったけれど、実に彼らしい……優しく温かな笑顔。

　僕はそんな愛すべき弟へと微笑ほほえみ返すと。

　改めて、中央の画面へと視線を向け直す。

　と、その時、遂ついに──

「では──試合を始めましょう」

　──天道さんの宣言と共に、最終決戦の幕が、切って落とされたのだった。




　　　　＊




「お兄さん、これはやっぱり……」

　隣から光正が不安げな声を上げてくる。僕の額に、じわりといやな汗あせが滲にじむ。

　試合開始から、まだわずか三十秒。だというのに……もう既すでに各者の実力差は、ゲーマー以外のギャラリーにもハッキリと分かるほどに、明白だった。

「（チアキ以外の三人が段違いすぎる……！）」

　正直僕ぐらいのアマチュアゲーマーじゃ、満足に解説さえできない程に──真音さん、天道さん、大磯先輩の三人の動きは玄人くろうとの極きよく致ちだった。

　そもそも、ガード、回かい避ひ、キャンセル、受け身、めくり、ずらし、ジャンプ、急降下──等々といった全キャラ共通の基本動作面において、三人の動きは当然のように極きまっており。その上でキャラ相あい性しようによる駆かけ引きまでも目まぐるしい速度で行うものだから、素人しろうとギャラリー陣には数値部分以外での優ゆう劣れつはちんぷんかんぷんだった。

　が、それでも、そんな僕達にもハッキリと分かる程に……ただ一人、チアキの動きだけが「ゆるい」のは明白で。

　正直、他ほかの三人とはまるで相手になっていない。本当なら、すぐ脱落させられてもおかしくないレベルの技術差。けれど皮肉なことに、だからこそ三人はいつでも倒たおせる彼女を一いつ旦たん捨て置いており、結果として被ひダメこそ大変なことになりながらも、チアキはまだステージ上にかろうじて残れていた。

　ギャラリー陣の中では最もこのレベルに近いであろうゲーマー、三角君が、チアキをフォローするように解説してくれる。

「実際、普ふ通つうに上手うまい人の部類だと思いますよ、星ノ守さんも。それこそ合宿の成果なんでしょうかね？　ただまぁ、他の三人が、あまりに化け物じみているんですが……」

　その言葉に、アグリさんが頷いて返す。

「あ、やっぱりすっごく上手いんだ、あの三人」

「はい。これが世界大会決勝戦の動画だと言われても、まるで疑わない程度には」

「そうなんだ。あ、じゃあさ、その三人の中なら……誰だれが一番優勢なの？　ミスミンから見て」

「み、ミスミン……？」

　突とつ然ぜんのあだ名付けに一いつ瞬しゆんギョッとしながらも、三角君は「そうですね……」と真しん剣けんに画面を見つめ始める。アグリさん以外のギャラリーの視線も集まる中、三角君は若じやつ干かん険しい顔つきで正直に告げて来た。

「ボクが見る限りでは、伏黒真音さんと大磯先輩が完全に拮きつ抗こうしている中、そこに天道さんが『なんとか食らいついている』という印象でしょうか……」

「そ、そか……」

　アグリさんが苦い笑顔を浮うかべる。……きっと、僕らゲーム同好会やコノハさん、光正も、同じ顔をしてしまっていたことだろう。

　天道さんやチアキに頑がん張ばって欲しい。僕の所有権云うん々ぬんを抜ぬきにしても、どうしたって僕らは彼女達を応おう援えんしてしまうのだけれど──現実はやはり厳しいようで。

　と、まだまだ試合中ながら真音さんが楽しげに声を上げてきた。

「しっかし、これは意外な拾いものだな！　風の噂うわさで軽く小耳に挟はさんだことはあったが……マジでやるじゃねーか、大磯！」

「どーも。……貴女あなたの名前を聞いたことは全然なかったけど」

「ああ、最近格ゲーはあんまやらないからな、オレ様！」

「っ！」

　そんなことを言いながらも、大磯先輩に手痛い一いち撃げきを食くらわせる真音さん。……相変わらずの、圧倒的チート魔ま王おうっぷりだった。なんで最近格ゲーを「あんまやらない」人が大磯先輩と同等かそれ以上なんだよ。……まったく。

　一旦距きよ離りを取った大磯先輩のキャラから、今度はすぐに天道さんのキャラへと攻こう撃げき対象を変えて猛もう攻こうを浴びせつつ、真音さんが喋しやべり続ける。

「しかし解げせねぇな、天道花憐！」

「な、何がですか……」

　苦しげに攻撃を捌さばきながら応じる天道さん。大磯先輩が軽くチアキのキャラをあしらいながら機を窺うかがう中、真音さんが続ける。

「お前ら、なんで三人で連れん携けい取らない？　オレ様はてっきりそう来ると踏ふんでいたから、この現状は大分肩かたすかしだ……よっ！」

「っ！」

　真音さんによる鋭するどい攻撃が天道さんを捉とらえる。これまでのダメージの蓄ちく積せきもあり、場外に大きく吹き飛ぶ天道さんのキャラ。

　このゲームに詳くわしくないアグリさんが「あっ」と声をあげるも、それに「まだだいじょーぶだよ、アグリおねーさん」と解説したのは、意外にもミィちゃんだった。

　彼女は楽しそうに画面を見つめながら、端たん的てきにシステムを解説してくれる。

「このゲームね、たくさんこーげきされたらされるほど、どんどん、かんたんにふきとばされちゃうように、なるんだけど。でも、がんばったら、かえってこれるんだ」

「が、頑張る？」

「そう。あんなかんじで」

　ミィちゃんが画面を指さす。そこでは今まさに、天道さんのキャラが……場外から、二段ジャンプやら必殺技わざやらを応用して、浮島に戻もどってきていた。

　アグリさんが「なるほど」と得心する。

「他の格かく闘とうゲームとちょっと違ちがうって、こういうことなんだね。何発攻撃受けたらＫＯとかじゃなくて、あくまで、落ちたら負けなんだ」

「そうそう。おちてもダメだし、あと、うえとかよこに、すっごくふっとんでも、ダメ」

「ホームラン的な？」

「そうそう」

　なんだろう、ガチ勢の壮そう絶ぜつな戦いの最中における、ミィちゃんとアグリさんのやりとりは、僕らを軽くほっこりさせるものがあった。

　と、そこでコノハさんが咳せき払ばらいをすると、ミィちゃんの説明の補足をしてくれた。

「だからもちろん、頑張って戻って来ようとする人を、無む慈じ悲ひに叩たたき落としたりする場面もあるんですよ、アグー先輩」

「そうなの？　えっと、バレーでいう、ブロック的なこと？」

「ですね。ただそれより、更さらにもう一歩攻撃的かもしれません。なんだろう、ネットを越こえて、相手のコートの方までジャンプして行うブロックのイメージです。当然、落ちたら自分もアウトです」

「な、なるほど。じゃあ今、マイ姉ねえが天道さんを無理に叩かなかったのって……」

「ああ、すぐ背後に大磯さんが来たからですね。一機失ったら終わりのこのサバイバル状況で、そこまでリスク冒おかして追撃する場面でもなかったのかと。……無理に殺しに行ったが故ゆえに逆に殺されるなんてこと、このゲームじゃ超ちようあるあるなんで」

「そ、そうなんだ。……女の子達が和わ気き藹あい々あいと戦う賑にぎやかな絵え面づらに反して、意外とえげつないゲームなんだね、『大乱戦！　ストライクシスターズ』……」

「ええ。個人的には桃もも太た郎ろう○鉄やボンバー○ンと並ぶレベルの、リアルファイト発生しがちソフトかと」

　そう解説を終え、微笑むコノハさん。そんな彼女を……僕は少し意外に思って、訊たずねてみた。

「コノハさん、詳しいね？　キミがこの手のゲームをやるとは思わなかったけど……」

「なんですかセンパイ？　あたしが、どういうゲームやる子だと？」

「い、いや、それは……」

　流石にこの人が密集した状況で「エロゲー」なんて単語は言えない。そんな僕が困る様子をコノハさんは軽く堪たん能のうしたのち、必死で奮戦する姉……チアキの方に視線をやりつつ、呟つぶやいてきた。

「あたしだって、家族でゲームぐらい、するってことです。……センパイと同じく」

「？　そっか……」

　まぁ、おかしな話じゃない。要はこれまた、光正と似たスタンスということだろう。自身が特別ゲーマーではなくとも、兄なり姉とはそれ相応に遊ぶという、それだけのこと。

　…………。

　僕は何かに僅わずかな引っかかりをおぼえつつも、今はそこを掘ほり下げる時でもないため、すぐに画面へと意識を戻す。

　女性陣じんによる戦闘は、更に激化の一いつ途とを辿たどっていた。

「ほらほら、どしたよ、大磯、天道。音吹高校ゲーム部のレベルは、こんなもんか？」

『く……っ！』

　真音さんに煽あおられながらも、それでもなんとか善戦する二人。そして……

「あわわ……」

　……三人の激戦の余波を受けただけで、ダメージ蓄積率がえげつないことになり始めているチアキ。次にあと一撃強力なのを貰もらったら、もう復帰は絶望的だろう。

「…………」

　僕の隣となりで姉を見守るコノハさんの視線に力がこもる。

　そんな中、上原君が「しっかし……」と少し呆あきれた様子でアグリさんと喋り出した。

「マジで協力とかしねーのな、あいつら」

「マイ姉に三人でかかれってこと？　でもそういうヒキョーなの、天道さんとか嫌きらいそうじゃん」

「いや出る杭くい打つのは卑ひ怯きようというより戦略だろう。っつーか、じゃあそもそもなんで四人対戦なんて形式にしたんだって話だ」

「んー、その方が、マイ姉からあまのっち取り返せる可能性あったからじゃない？」

「可能性ねぇ……まぁ、確かに」

　そう言って上原君が画面に視線を戻す。そこでは、今まさに大磯先せん輩ぱいが真音さんを大きく吹ふき飛ばしたところだった。当然のように真音さんは鮮あざやかな動きで復帰してくるが、今ので完全にダメージの値あたいは五分五分に持ち込まれていた。

　アグリさんが画面を見つめながら呟く。

「確かに、大磯先輩ならワンチャンありそうかも……」

　それは確かにそうだった。真音さんと大磯先輩の実力は未いまだ完全に拮抗している。となると、状じよう況きようによっては……。

　と、そこで真音さんが忙せわしなく操作を続けながら天道さんを煽る。

「なるほどなぁ。自分が勝てなくても、こいつ……大磯がオレ様に勝つのは、お前的には悪くねぇ展開だろうな、天道花憐」

「…………」

「オレ様程ほど人使いが荒あらくもなく、それでいてアマ公を巡めぐる恋れん愛あいレースにも大して絡からんでない大磯は、ホント、丁度いい『勝者』だ。よく考えてある。流石さすがだな、現ゲーム部部長」

「…………」

「いいねぇ、そういうの。オレ様そういう小こ賢ざかしいのを────壊こわすのが大好きなんだ」

「っ！」

　久しく見なかった、真音さんの本気の「圧」がその体から発せられる。

　次の瞬しゆん間かん、真音さんのキャラクターが、バグを疑う程の不可解すぎる超ちよう高速移動を見せてきた。

『な──』

　場の全員が呆あつ気けにとられる中。真音さんのキャラは──見事、完全に大磯先輩の背後をとっており。そうして──

「しまっ──」

「遅おせぇよ」

　──大磯先輩が対処する暇ひまも与あたえず、彼女を壮絶に上空へと吹き飛ばし、復帰もクソもないホームラン撃げき墜ついを決めてしまっていた。

『…………』

　あまりに一瞬で起こった惨さん事じに、意識がついていかない僕ら。

　唯ゆい一いつ天道さんだけがハッとした様子で真音さんのキャラから距離を離はなしていた。

　真音さんがゲラゲラと楽しげに笑いながら告げる。

「今のはこのゲーム部発はつ祥しようの、当時一部で一瞬だけ流行はやったバグスレスレの移動技さ。特定の必殺技を暴発させると同時に緊きん急きゆう回かい避ひを行うことで、通常では考えられない異様な初速と軌き道どうが実現する。……まぁ、とはいえ実戦では再現性の低すぎるネタ技だけどな」

「く……それ、あたしも存在だけは知っていたハズなのに……！　まさか、それを本気で実戦で使えるレベルに仕上げてくる人がいるだなんて……」

　悔くやしそうに呻うめく大磯先輩。真音さんが更に楽しそうに笑い声をあげる。

「ま、完全にただの初見殺しだから、本気で警けい戒かいされたらもう無意味だけどな。だから今見た天道にはもう通用しないだろうが……」

　そこで真音さんは……あまりにも冷たく侮ぶ辱じよく的な視線で、天道さんを見やった。




「最大脅きよう威いの大磯を排はい除じよした今となっては、もう何も問題ないだろう」




「っ！」

　実質、ここから先はただの消化試合だと言わんばかりのその宣言に、ギリッと唇くちびるを嚙かむ天道さん。

「それはどうでしょうかっ！」

　彼女の瞳ひとみには、まだ闘とう志しが燃えたぎっていた。それを見て「いいね」と笑う真音さん。

　そうして、生き残った二人による決戦が今始まろうと──

「おっと、その前に」

「え？」

　──した、その矢先。

　誰だれもの意識の間かん隙げきを突つく、そのタイミングで。

　まるで、何かの、ついでみたいに。

　魔ま王おう様は、実に魔王様らしく、路ろ傍ぼうの弱者を──




　──つまりはチアキのキャラを、突とつ然ぜんの強攻こう撃げきで壮絶に吹き飛ばした。




『──っ！』

　刹せつ那な、チアキは勿もち論ろん、天道さんの顔も強こわばる。

　チアキは復帰のために動き始め、天道さんは彼女の仇かたきを取らんと──真音さんがチアキを攻撃した時にできた僅かな隙すきを活いかしてやるとばかりに、攻撃を仕し掛かけていく。

「ああああぁぁぁぁぁぁあ！」

「お、いいねぇ、その気合い！　いつかの──アマ公を思い出すぜ！」

　そうして、チアキの退場をキッカケに画面中央で始まる、ガチ勢二人の頂上決戦。

　ちなみにチアキはと言えば、大磯先輩の時とは違い、ホームラン的即そくＫＯはかろうじて免まぬかれていた。

　が、そのため、むしろ余計に僕達ギャラリーの憐あわれみを誘さそう酷ひどい状況になっている。

「……え、えいっ、えいっ」

『…………』

　誰がどう見ても復帰が絶望的な距離──もはやメインの戦いから離れてワイプみたいな小さい画面で表示される中を、必死でちょろちょろと動くチアキのキャラ。

　……正直、いたたまれない。それは、高校球児が甲こう子し園えんで、もう間に合わないと分かっているのに、それでも全力で投げるバックホームの如ごとき映像だ。

　とてもじゃないが、見ていられない。

　一方その頃ころ、天道さんと真音さんの激げき闘とうもまたクライマックスを迎むかえていた。

「くっ……！」

　──天道さんが、真音さんのカウンター攻撃で場外に飛ばされるというカタチで。

　流石にチアキや大磯先輩のように致ち命めい的てきな吹き飛び方ではないものの、そのまま落ちれば敗北してしまう空中へと身を晒さらしてしまう天道さん。

　当然ながら浮うき島しまへと復帰するための動きを始める。が──その時。

「いい加減、もう終わらせようぜ」

「!?」

　真音さんが天道さんを追うように自ら浮島から飛び出し、自らの危険を顧かえりみず天道さんを撃墜せんと迫せまって来た。

「あ、これ、攻撃的ブロック──意地悪く叩たたき落としにいくヤツだ！」

　先程解説を受けて覚えたばかりのアグリさんが叫さけぶ中、天道さんにぐいぐいと迫る真音さん。

　そうして、真音さんが悪魔じみた笑えみを浮うかべ、天道さんを撃墜しようとした──まさに、その時。

「──コレを、待っていました！」

　突とつ如じよ天道さんはギラリと目を輝かがやかせたかと思うと、浮島復帰のための起死回生の一手を──放つなんてミラクルはなく。

　それどころか、むしろ、復帰を目指すためには到とう底てい選せん択たく肢しに上らない技わざを──




　──反動で浮島から更さらに大きく離れてしまうだけのエネルギー波を、繰くり出した。




「はぁ!?」

　真音さんはその通常ありえない選択に一瞬面めん食くらうものの──そこは流石魔王様。すぐにトドメを中断し、代わりに素す早ばやく天道さんの放ってきたエネルギー波をいなす。

「おいおい、天道花憐。それは悪手通り越こしてただの自殺だろ」

　やれやれと肩かたを竦すくめて、大きく嘆たん息そくする真音さん。彼女のなにか本気で失望したような態度に、ギャラリーの空気まで重くなる中、真音さんは続けた。

「お前にはマジでガッカリ──」

　──と、しかしそこまで言ったところで、真音さんの言葉が止まる。そして……。

『─────』

　ギャラリーの僕達もまた、全員が同時に息を吞のんだ。

　なぜなら。

　いつの間にかそこに──その、二人による空中戦が繰り広げられている、画面内に。

　本来なら、絶対に居合わせることのないはずの存在が──




　──三体目のキャラが、画面外から姿を現していたことに、気付いてしまったから。




『…………』

　ギャラリーと真音さんが呆気にとられる中、そのキャラは──

『あ』

　──あろうことか、天道さんのキャラの頭を、むぎゅっと、踏ふみつけると。

　彼女を踏み台にすることで、更なる跳ちよう躍やくを果たし、そうして──

　──そうして遂ついには真音さんのキャラの頭上にまで、鮮やかに躍おどり出た。

「────」

　と、ことここに至って、真音さんはようやくその「まずさ」に気づき、対処行動を取ろうと動きかけるも──時既すでに遅おそし。

　完全に必殺の流れ、攻撃モーションで迫り来る「彼女」に対し。

　真音さんは、もはやただただ、額に汗あせを滲にじませることしかできない。

「おいおい、あの距離から戻もどって来てるとかマジかよてめぇ──」

　真音さんはそこで一いつ拍ぱく置いた後。

　遂に、自分にトドメをささんと迫る憎にくきその存在の──真の勇者の名を、呼んだ。




「───星ノ守、千秋ぃぃぃぃぃい！」




　そんな、断だん末まつ魔まの雄お叫たけびを上げる魔王に対して。

　誰もが予想だにしなかった奇き跡せき的復活劇を果たした、我らが光の勇者様は一言。

　いつもと変わらない、実にぽやっとした面おも持もちで、お得意の台詞せりふを呟つぶやいた。




「ですです」




　次の瞬間──史上最強の魔王の脳天に、最弱少女の必殺踵かかと落おとしが炸さく裂れつした。
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　天道花憐




　私が最初に千秋さんのゲームスタイルに目をつけたのは、約二週間前──例のキス事件があった日のことでした。

　そもそもあの日の目的は「伏黒真音さんに勝てるゲームネタ探し」だったわけですが。

　その際、私と雨野君と千秋さんは三人で行動しており、当然ながら千秋さんとも何度かお手合わせさせて頂いたわけで。

　で、彼女のゲームの腕うで前まえに関する、私の率そつ直ちよくな第一印象は──

「あ、やっぱり雨野君と完全に同レベルの腕前なのね」

　──というものでした。まぁ、つまりは……へっぽこです（雨野君ごめんなさい）。

　ただまあ、これは完全に予測の範はん囲い内でした。お二人が何事においても同レベルなのは、いつものことですから。

　ただ一つ予想外だったことがあったとすれば、それは──

　──二人の「下手の性質」が微び妙みようにズレていたことです。

　そもそもセンスに恵めぐまれていないのは、お二人共通なのですが。そこに加えて。

　雨野君が「面白さ」を優先しすぎた結果、勝利を逃のがすことが多いのに対し。

　千秋さんは「妙みような創意工く夫ふう」を盛り込んだ結果、敗北に繫つながってしまうことが多く。

　えっと、料理に喩たとえるなら、雨野君が「味度外視のキャラ弁」を作っちゃう人だとしたら、千秋さんは「おにぎりに飴あめ玉だま埋うめちゃう人」とでも言いましょうか。

　その、ぶっちゃけ「予想外かつ余計なこと」をしちゃう人だったんですよね、千秋さんは。同じ予想外でも、エンタメ方面に走る雨野君とはちょっと違ちがって。

　彼女のそれは、元来のクリエイター気質から来るものなのでしょうか。

　とにかく千秋さんのゲームプレイは、常に「何故なぜその状じよう況きようでその選択!?」とツッコミたくなる部分が満まん載さいでした。

　……あ、いえ、それはなにもゲームプレイに限った話ではないかもしれません。

　……あの日のキスだって……。……………………。

　……こほん！　は、話を戻しましょう。

　とにかく千秋さんは、定番に囚とらわれない独特なゲームプレイをする方でして。

　……しかしそれは、なにも決して悪いことばかりではありません。

　というか、私含ふくめ上を目指すプレイヤー達というのもまた、多かれ少なかれ、そういうことはやっているわけで。

　特に新戦術の開発や研究なんて、まさにそういう部分から始まるわけですから。

　だから、そんな彼女の性質を知った時、私はふとこう思ったのです。

　千秋さんは……もしかしたら、本人も気付かないところで、私達の思いも寄らないような「武器」を隠かくし持っている可能性があるのでは……と。

　ただその日は結局、例の衝しよう撃げき的事件のおかげで、そこの追つい及きゆうはできずじまいにおわってしまいまして。

　ですから、次に状況が動いたのは、それから実に二日後のことでした。

　その日の放課後、私と千秋さんは、キス事件の衝撃が残る中、ゲームショップで中古ソフトに伸のばした手が重なるという、大変微妙な出会い方をしてしまったのですが。

　そのソフトというのが、まさにこの「大乱戦！　ストライクシスターズ」でして。

　私はそのまま謎なぞの直感に導かれるようにして、彼女を半ば拉ら致ち。自室へと連れ込み、彼女と対戦に興じてみたのですが……。

　そこで私の予感は、遂に、確信へと変わったのです。

　そう、千秋さんは確かに「武器」を隠し持っていたのです。

　誰だれも知らない、真音さんの裏さえかける隠し武器。そう、それこそが──




「未いまだネットにさえ情報がない、星ノ守千秋独自の復帰テクニックっつーわけか……」

「ええ。あの距きよ離りから彼女が戻って来られるなんて、思ってもみなかったでしょう？」

「確かに。完全に油断してたぜ……。……完敗だ、星ノ守千秋」

「あ、あぅあぅ、その、きょ、恐きよう縮しゆくです……」

　千秋さんの勝利で終わったあの激闘が終しゆう了りようしてから──約十分。

　直後のギャラリー陣じんによる凄すさまじい熱ねつ狂きようも収まり、私は現在……珍めずらしく殊しゆ勝しような顔をなさった真音さんに請こわれ、先さき程ほどの状況に至るまでの経けい緯いを端たん的てきに語っていた。ちなみに私達プレイヤー陣は現在、皆みなと話しやすいよう、椅い子すから立ち上がりテレビモニターに背を向けるようにして立っている。




　私の話を聞き終えた真音さんが「なるほどねぇ」と顎あごをさすってどこか楽しげに頷うなずく中、私達の話を聞いていたギャラリーの中から、亜玖璃さんが「はいはーい」と挙手してきた。

　私と千秋さんがそちらに顔を向けると、彼女は早さつ速そく質問を繰り出してくる。

「ほしのんって、なんでそんなに『復帰』が上手うまかったの？」

「あ、それはそれは──」

「あたしが毎日お姉ちゃんをボッコボコにしてたからですよ」

　亜玖璃さんの疑問への回答を、千秋さんから妹の心春さんが奪うばっていく。

　彼女は少し気き恥はずかしそうに続けてきた。

「そもそもこの『ストシス』っていうゲーム、あたしとお姉ちゃんが、昔っから、姉し妹まい二人ですんごくよく遊んでたゲームでして」

「そうなの？　あ、だから弱小ほしのんのくせに、今回はそこそこ上手かったんだね」

「ひ、酷ひどい言われようです！」

　亜玖璃さんの言葉に憤ふん慨がいし、会話に横から割り入る千秋さん。彼女は更に続ける。

「これでも自分『ストシス』にだけは結構自信があったんですよ！　なにせコノハと、子供の頃ころからそれはもう、たーくさん遊びましたので！　はい！」

「へぇ、そうなんだ。あ、つまりあまのっちで言うところの『オダロボ』が、ほしのんの『ストシス』なんだね。アマチュアなりに、思い入れのある一本、みたいな？」

「ですです！」

　胸を張り満足げに鼻息を漏もらす千秋さん。心春さんと亜玖璃さんの二人は軽く苦笑いを交かわした後、改めて話を再開させた。

「ま、そんなわけであたしとお姉ちゃんはよく、二人で、『ストシス』を遊んだわけですけど……ここで一つ、気付きません？」

「ん？」

「あたしとお姉ちゃんは、ほぼ同対戦数ということです。──つまり？」

「あ、それなら優ゆう秀しゆうなコノコノの方が遥はるかに上手くなるよね。絶対。確実に」

『うんうん』

「ちょ、ちょっとちょっと」

　ギャラリー皆が頷く中、千秋さんだけが不満げに抗こう議ぎの声を上げる。しかし心春さんはそんな姉に構うことなく、先を続けた。

「なので、概おおむねあたしが姉を吹ふき飛ばす展開になりがちで……。で、そうなるとあたしとしても『楽勝』はあんまり楽しくないんで早々にゲームを切り上げたくなるわけですが、しかし姉としてはなにがなんでもあたしと一いつ杯ぱい遊びたかったらしく。結果……」

「あー、それでほしのんは、しつこく復帰するのだけが超ちよう絶ぜつ上手くなった、と……。え、なにその超絶悲しいエピソード。亜玖璃、家ならちょっと泣いたかもだよこれ」

「いやいや！　ちょ、皆さん、自分を憐あわれむのはやめて下さいです！」

　千秋さんが更さらに抗議の声を上げるのも虚むなしく……周囲からは、彼女へと向けて存分に憐れん憫びんの視線が注がれていた。……そうよね……私もこの話を最初に聞いた時は、思わず千秋さんを抱だきしめてしまったものね……。

　千秋さんが羞しゆう恥ちで呻うめく中、流石さすがに少し責任を感じたらしき亜玖璃さんが「じゃ、じゃあさ」と新たな疑問を提示して話題を変えにかかってくる。

「結局、天道さんとほしのんによる『合宿』ってなにやってたわけ？　ほしのん、最初からその気持ち悪い動きはマスターしてたんでしょう？」

「き、気持ち悪い動きって……」

　相変わらずの酷い言われように肩かたを落とす千秋さん。

　彼女に代わって、今度は私がその質問へと応じることにした。

「ああ、それは単純に──千秋さんの基き礎そ能力の引き上げです。あのままだと千秋さん、例の変態的な復帰の腕を見せる以前に普ふ通つうに撃げき墜ついさせられそうでしたので……」

「変態的……」

　この決戦の勝者だというのに、なぜかどんどん落ち込んでいく千秋さん。

　亜玖璃さんが「なるほどねー」と納なつ得とくして引き下がる中、今度は珍しく加瀬先せん輩ぱいが挙手してきた。私がそちらに視線をやると、先輩は眼鏡を直しつつ訊たずねてくる。

「なぜ星ノ守千秋のレベルを引き上げた？　そんなことをするぐらいならば天道、お前が彼女の面めん妖ような復帰テクニックを身につける方が早かったのではないか？」

「面妖……」

　遂ついには顔を真っ赤にしてプルプル震ふるえ出す千秋さん。……勝者とは思えない扱あつかいね。

　私はとりあえず加瀬先輩の疑問へと答える。

「ええ、当然ながらその練習もしたんですけれどね。彼女の復帰テクニックはその……それこそ、一週間やそこらじゃ常人が到とう達たつできない指捌さばきを必要としまして。……あれはもはや技術というより、魔ま術じゆつの領域です」

「まじゅちゅ……！」

　私の表現にショックを受け、遂には涙なみだ目めで嚙かむ千秋さん。……あら可愛かわいい。

　私がこの愛すべき戦友をほわほわと愛めでていると、そこでふと……これまでずーっとぼんやりことの成り行きを見守っていた大磯先輩が、突とつ然ぜん、なんのタメもなく、思いっきり核かく心しんに切り込んできた。




「いやいや、っていうか、そもそもなんで、天道が星ノ守勝たせちゃってんの？」




『…………』

　きっと室内の誰もが薄うす々うす疑問に思い始めていたことを、無む慈じ悲ひにズバッと訊ねてくる大磯先輩。……まったく、相変わらずなんだから、この人は……。

　皆の視線が、私にぎゅっと集まってくるのを感じる。……特に雨野君からの視線は、人一倍重たく感じられて仕方ない。

　私が回答に少し迷っていると、何か部の空気にでも気を遣つかってくれたのか、大磯先輩の疑問を真音さんが継ついできた。

「それはオレ様としても気になってところだ、天道花憐。てめぇは……一体どういうつもりなんだよ、ああん？　ことと次し第だいによっちゃ──アマ公をモヒカンにするぜ」

「なぜ僕を!?」

　突然の流れ弾だまに愕がく然ぜんとする雨野君。……そのおかしな様子に、私は思わずくすっと静かに微笑ほほえんでしまう。

「（なるほど。真音さんをあまり悪く言わない雨野君の気持ち……少し分かりました）」

　この人は良くも悪くも「竜たつ巻まき」なのでしょう。……周辺の澱おりや淀よどみまでも纏まとめて巻き上げてくれるところまで、含ふくめて。

「ほらほら、天道花憐、答えろよ。早く答えないと……お前の元カレが村を襲おそうぜ？」

「いやモヒカンにしただけで僕の人間性まで世紀末にはなりませんからね!?　っていうかモヒカンの人に謝れ！」

「ごちゃごちゃうっせーぞモヒ公」

「あだ名がフライング更こう新しんされてる!?　て、天道さん、早く答えて貰もらっていいですか？」

「え？　あ、はい……」

　なんだか不思議な急せかされ方をする私。

　私はこほんと咳せき払ばらいをすると、改めて真音さんの方へと向き直って説明を始めた。

「まず、当事者たる真音さんは一番分かっていることと思いますが……先程の決着が私と千秋さんによる緻ち密みつな作戦の賜たま物もの、なんてことは全然ないです。ね、千秋さん」

「で、ですです！」

　勢い良くこくこくと頷く千秋さん。それを見て、真音さんは荒あら々あらしく頭を搔かきつつ「そりゃわーってるよ」と返してくる。

「あの一連の奇き跡せきみたいな流れが、狙ねらってやれるもんじゃねぇことぐらい分かるさ」

「はい」

「だが、オレ様は同時にこうも思うぜ。アレは──完全な幸運だけで説明できる動きでも、ねぇってな」

　言って、眼光を鋭するどくする真音さん。私はそれに素す直なおに頷いて応じる。

「はい、それも認めます。あのくだりは確かに、合宿中に二人で何度か練習した流れでした。まさか本当にああいう状じよう況きようになるとは思ってもみませんでしたが……」

「なるほど。あくまでアレは、あの場限りの奇跡の流れだったと」

「はい」

「……つまり、お前は、最初から星ノ守千秋に勝たそうとして試合に臨のぞんでいたわけでは、ないと言うんだな？」

「勿もち論ろんです。この天道花憐が、最初から勝つ気もなくゲームに臨むとお思いですか？」

　そう少し怒いかり気味に言い返す私に、真音さんは意外にも素直に頭を下げてくる。

「ああ、すまない。今のは軽けい率そつで失礼な物言いだった。許せ、天道花憐」

「あ、い、いえ……」

　彼女の殊しゆ勝しような物言いに勢いを削そがれる私。

　しかし真音さんはすぐにその表情を引き締しめると、険しい目つきで続けてきた。

「だからこそ、余計に解げせない。天道花憐……お前という人間はゲームに誰だれより真しん摯しで、なおかつ、アマ公に対しても、元カノとして並々ならぬ思い入れがある女だろ？」

「……はい」

　胸の前でギュッと手を握にぎりしめつつ、強い意志を持って肯こう定ていする私。

　そうして、千秋さんと雨野君が、固かた唾ずを吞のんで私と真音さんのやりとりを見守る中。

　真音さんはスッと目を細めると……これまでにない程の威い圧あつ的な気配を、その身から発し始めた。

「だったら……余計に。どういうつもりだ、天道花憐」

「っ！」

　突とつ如じよ、真音さんの発する空気がガラリと変質した。

「あの時。お前が順当に自分のためだけに動いてれば……たとえオレ様に勝てなくとも、少なくとも、お前にとって最悪の相手──恋こいのライバルたる星ノ守千秋に、想おもい人の所有権を譲ゆずり渡わたす事態にだけは、陥おちいらなかったハズじゃないか。なぁ、そうだろう？」

「…………それは……」

「なぜ、あの状況下で……ライバルたる星ノ守千秋を勝たせることを、選んだ？」

　美しい声と落ち着いた抑よく揚ようで、淡たん々たんと正論を積み重ねて──私を追い詰つめてくる真音さん。

　彼女から発せられるあまりの重圧感に、室内の空気が一気に冷え込んでいく。

「（これが雨野君の言う……真音さんの『本気の苛いら立だち』……）」

　これを見てしまうと、確かに、今までの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいでさえまだ「キャラ」の一いつ環かんだったのだなと理解できる。雨野君が、最近じゃすっかり普ふ段だんの彼女に物もの怖おじしなくなったわけだ。こっちの……本気の彼女は……圧のレベルが違ちがう。

「（それだけ、今、この人は私に……天道花憐に苛立っているってことよね……）」

　理由はまるで分からない。けれど、恐おそらく先さき程ほどの私の行こう為いは……誰かに愛する人を譲るかに見える行為は、なにか、伏黒真音という人の逆げき鱗りんに触ふれるものがあったのだろう。

　圧あつ倒とう的な静せい寂じやくの中、私はごくりと唾つばを飲み込む。そうして──

「（でも……私にだって、譲れない矜きよう持じは、ある！）」

　──強い意志で真音さんの瞳ひとみを見つめ返すと。

　私は胸を張って、堂々と──その理由を、口にした。




「それは──それが、一番面おも白しろそうだったからです」




「…………え」

　私からの答えがあまりに想定外だったからだろうか。これまでの威圧感をすっかり霧む散さんさせキョトンと目を丸くする真音さん。そんな彼女に対し、私は──

　──私は、目を爛らん々らんと輝かがやかせ、テンション高く畳たたみかけた！

「だって千秋さんですよ？　あの、星ノ守千秋さん！　ゲームの腕が雨野君と同等の──つまりは完全なる最弱雑魚ざこの、星ノ守千秋さん！」

『あのー……』

　雨野君と千秋さんが白い目でツッコミを入れてきている。けれど、今の私はそんなものを気にしていられない！

　浮うき立つ心のままに、私は真音さんに熱く語り続ける！

「その星ノ守千秋さんが……並みいる強者達の虚きよをついて、今まさに、最強魔ま王おう様に一いち撃げき浴びせようというところまで迫せまっているのです！　これを見て……乗らないなんて選せん択たく肢しがありますか!?　ねぇ!?　伏黒真音さん!?　どうなんです!?」

「え、ええ？　い、いや、オレ様はその……勝つために最善の行動を取るのが……」

「乗らないと仰おつしやる!?　こんなに面白くなりそうな要素が揃そろっているのに!?　それでも、貴女あなたはあくまで自らの『勝ち』を優先すると!?　そう仰る!?」

　ぐいぐいと彼女に近づき、遂には彼女の目を覗のぞき込むように迫る私！

「……えっと……」

　真音さんはそんな私から、そっと気まずそうに目を逸そらす。と、周囲では彼女の親族二人が何やら感心したように呟つぶやいていた。

「亜玖璃……マイ姉ねえがたじろいでいるところなんて、初めて見たよ……」

「ミィも……」

　まるで超ちよう常じよう現象でも目撃したかのように目を瞠みはる彼女達。

　私は更さらに、真音さんへと語り続ける。

「ええ、ええ、真音さん！　その勝利への貪どん欲よくさ！　それもまた一つの立派なゲーマーの姿勢でしょう！　あっぱれです！　流石は元部長！　私は尊敬するばかりです！」

「はぁ？　な、なんか急に褒ほめられたんだけど、私……あ、いや、オレ様」

　著いちじるしい戸と惑まどいでもはや一いち人にん称しようも覚おぼ束つかない様子の真音さん。

　そんな彼女に対し、私はくすっと微び笑しようを見せると。

　後ろ手に手を組んで、春のように穏おだやかな気持ちで、続けた。

「……でも真音さん。そんな貴女を尊敬すると同時に、今の私は……こうも思うようになったんです」

「？　なんだよ……」

　そこで私は、一度、ちらりと──厄やつ介かいな、こじらせぼっち男子さんの方を見やると。

　胸にほぅと暖かさが灯ともるのをおぼえつつ──確かな自信を持って、伝えたのでした。




「楽しくゲームをすること。それもまた、勝つのと同じぐらい、大事なことだって」




『…………』

　私の語った結論に、友達の皆みなが──誰よりも雨野君が、微笑みを浮かべてくれていた。

　ゲーム部部室に、今日一番の温かい空気が戻もどって来る。

　けれど当然ながら真音さんだけは、実に魔王様らしく私の論理を一いつ笑しように付してきた。

「ケッ、どっかのアマ公が語りそうなクソ甘思想だな。ったく……それをよりにもよってオレ様の後こう輩はいたる音吹のゲーム部部長が口にするなんざ、まったく世も末だぜ……」

　やれやれと悪態をつく真音さん。

　そんな彼女に私は「すいません」と謝罪しながらも……本当は、気付いていた。

　いつの間にか彼女から、激しい怒りが消えていることに。そして、私の甘い論理を嘆なげきながらも、決して、いつものように全否定はしてこなかったことに。

　そうして部室がなんだかとてもハッピーな空気に包まれる中。

　──相変わらず空気が読めないことに定評のある眼鏡先輩がぽつりと呟いてきた。




「──とはいえ天道が負け、星ノ守千秋が雨野景太の所有権を手に入れたのは事実だ」




『…………』

　そうして突然突つきつけられた無む慈じ悲ひな現実に、これまで私が積み上げてきた「ほわほわハッピーエンド感」は一気に霧散。

　皆が「あー……」と神しん妙みような面持ちになる中、私は……ゲーム部部長として成長した女こと天道花憐は、思い切り頭を抱かかえるようにして大声で嘆いた！

「いやぁぁぁぁぁああああ！　どうしてこんなことにぃぃぃぃいいいいいいいいい!?」

「いや普ふ通つうに後こう悔かいすんのかよ！」

　先程まで「いい話」で説得されかかっていた真音さんが、啞あ然ぜんとした様子でこちらを見てくる。

　そんな彼女に対し私は、目から滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら取り縋すがった！

「どうして千秋さんに負けちゃうんですか元部長！　それでもラスボスですか！」

「いや責任転てん嫁かの角度がサイコパスの領域だぞお前！　そもそもお前が連れん携けいして星ノ守千秋を勝たせに動いたんじゃないか！」

「そんな私達の更に上を行ってこそのラスボスさんじゃないですか！　第二、第三形態はどうしたんですかぁ！」

「あるか、んなもん！　ええい、マジでうっとうしいなぁ、この後輩！」

　真音さんはほとほと困り果てた様子で私を見つめると、遂ついにはラスボスさんらしくない、フォローの言葉まで繰くり出してきた。

「それにほら、あれだ。星ノ守千秋がオレ様からかっ攫さらったのは、あくまで雨野景太の『所有権』だ。別にお前達の恋れん愛あいの勝敗が決まったわけでは──」

　そう語る真音さんに対し、隣となりでぼんやりと話を聞いていたもう一人のマイペース先輩こと──ニーナ先輩が、ぽつりと核かく心しんを突いてくる。

「いや、恋愛真まっ只ただ中なかにおける『所有権』なんて言葉は──もはや『カラダ』とほぼ同義じゃないの？」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああ!?」

　誰もがほんのり想像しながらも微び妙みように口にできなかった可能性に、ズバッと切り込んでくるニーナ先輩。相変わらず私達にできないことを簡単にやってのけるけれど、そこに痺しびれもしなければ憧あこがれもしない。むしろただただ憎にくい。

　私が激しく取り乱す中、今度はなぜか心春さんが若じやつ干かん興奮した面持ちで口早に語り出してきた。

「ですよね！　やー、これはマジ燃えるシチュですわ！　基本的に和わ姦かんが好きなあたしですけど、まだ若干関係が煮に詰つまってない中で結ばれちゃう肉体関係のドギマギ感もまた大好物と言って──と、いや、なんでもないです。ええ。お気になさらず」

　突然ハッと我を取り戻した様子で口元を拭ぬぐう心春さん。光正君が酷ひどく忌いま々いましげに「ド腐くされ痴ち女じよが」などと呟く中、上原君がなんとか状じよう況きようを整えようと切り出してきた。

「まぁ落ちつけよ天道。よく考えてみろって。ニーナさんの言うようなことが本当にまかり通るなら、雨野はとっくに真音さんの毒どく牙がにかかってなきゃおかしいわけで……」

「あ、そ、そうですよね……！」

　上原君の言葉にパァッと表情を輝かせる私。しかし次の瞬しゆん間かん、今度は意外な伏ふく兵へいたるマセた幼女──伏黒美み衣いちゃんがこの話に加わってきた。

「あ、そういえばママ……このまえ、ミィに、けーたおにーさんのへやの、ベッドのかたさを、きいてきたよね？」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！　毒牙はすぐそこまでぇぇぇぇぇぇえええええ!!」

　遂には長い金色の髪かみをぶんぶんと振り回し始める私。隣では真音さんが美衣ちゃんの方を見やってなにやらぶつぶつと呟いている。

「……いや、アレはマジで他意のない質問だったんだが……まいっか、面おも白しれぇし」

　なにか大事なことを言っていた気もするけれど、今の私の耳には全く入らない。

　私がすっかり憔しよう悴すいしきっていると、流石さすがに様子を見かねたらしき亜玖璃さんが嘆たん息そく交じりに一歩前へ出て、話を先に進めてくれた。

「で？　実際問題ほしのんは、あまのっちの所有権、どう使うつもりなのさ？」

「え？　あ、あのあの、自分は、えーとえーと……」

　突然話を振られて狼狽うろたえる千秋さん。彼女はおろおろと周囲を見み渡わたした後、最後に私と真音さんの方を向き……なにやら気まずそうに俯うつむいてしまった。

「そのその……特に花憐さんには、大変言いにくいことなのですが……」

「!?　やはりカラダね!?　雨野君のカラダを求めるつもりなのね、千秋さん！　きぃぃ！」

　涙を拭うため取り出したハンカチを強く嚙かみ、遂には血の涙を流し始める私。

　そんな私に千秋さんは「ち、違ちがいます違います！」と頰ほおを真っ赤にして否定すると。

　そのまま、ぐるりと周囲を見渡し。

　最後に雨野君の方を向いてこほんと咳せき払ばらいをすると、まるで体育祭の選手宣せん誓せいの如ごとく、軽く右手を上げ。そうして……。

「自分、星ノ守千秋は、今、ここで、正式に──」

　……その、努力と奇き跡せきの果てに辿たどり着いた勝者として、到とう底ていありえない結論を。




「──雨野景太の所有権を、雨野景太本人へと譲じよう渡とすることを、宣言致いたします」




　少しだけ照れくさそうに……けれど実に堂々と、胸を張って言い放ったのでした。




　星ノ守千秋




　ゲーム部での世紀の一戦から、約二十分後。

　自分は現在──なぜかケータと二人、客の少ないバスの後部座席へと座していました。

　窓から遠ざかっていく音吹高校を複雑な思いで眺ながめる自分に対し、すぐ隣から、いつになくテンション高めのケータが少し興奮気味に話しかけてきます。

「それにしても、まさかチアキにあんな才能があるなんて！」

「あのあの、それ何回言うのですか。アレは偏ひとえに花憐さんのサポートの賜たま物ものだと、何度説明したら分かって貰もらえるのですか？」

「にしてもだよ！　少なくともあの独特な復帰技術に関しては、チアキの実力だろう？」

「えと、まぁ、そうですけど……」

「それがやっぱり凄すごいよ！　だってつまり、チアキはあの真音さんの想像すら凌りよう駕がする『一芸』を持っているってことなんだよ!?」

「か、かもかも、ですけど……」

「いやホント凄い才能だよ！　流石はセンスの塊かたまりたる『のべ』さんだ！」

「う、うぅ……」

　目をキラキラと輝かがやかせ、すっかり無む邪じや気きな「大ファンモード」で、至近距きよ離りから自分を絶賛してくるケータ。加えて、狭せまい座席が故ゆえにどうしても触ふれてしまう二の腕うでから伝わる彼の体温が、更に自分の照れを加速させていきます。

「（あぅぅ、確かにコレは、ご褒ほう美びと言えばご褒美かもですが……！）」

　自分の大好きな男子が、至近距離からこれでもかと自分を褒め称たたえてくれる。

　それは確かに、もはやホストクラブの領域たる「ご褒美」ですが……しかし残念ながら、自分みたいな日ひ陰かげ者ものの「幸福キャパ」で受け止めきれるものではありません。

　だ、だってだって、普通の女性の幸福キャパをビールジョッキサイズとした場合、自分の幸福キャパは精々ヤク○トサイズなのですよ!?　そこにこれほどのハッピーシャンパンを注つぎ込まれても、自分はもう、どうしていいのやら。

　自分はとりあえず急性幸福中毒にだけは陥おちいらないよう、今一度ケータから視線を逸そらして窓の外を見やります。

　雪に埋うもれた田園風景の奥に、小さくぽつんと音吹が見えました。

　……今から約二十分前。自分はあそこの部室棟とうの一室で勝利を摑つかみ、そして、その報ほう酬しゆうを蹴けりました。別に格好をつけたわけではありません。単純にそれが、皆にとって一番いい選せん択たくだと考えたが故の結論でしたし、事実、あの場に居合わせた皆さん、自分の選択を快く受け入れ、拍はく手しゆまで送ってくれたのです。実に理想的なエピローグ風景でした。

　…………魔ま王おうが、突とつ如じよ息を吹ふき返すまでは。

「（まさかまさか、あの方がまた急に怒おこり出すとは……）」

　どうも花憐さんに引き続き、自分の「所有権を譲ゆずる」選択もまた、厄やつ介かい魔王こと……伏黒真音氏の逆げき鱗りんに触れたらしく。

　彼女は自分に対し「それマジで言ってんのかお前」と凄すさまじい圧をかけてきましたが、とはいえ自分だって譲れないものはあります。なので自分が開き直って正面から睨にらみ返していると──真音さんは突如、やれやれと肩かたを竦すくめ、嘆息交じりに呟つぶやきました。

「アマ公といい天道花憐といいお前といい、楯たて突つきすぎなんだよ。可愛かわいくねぇなぁ」

　そう言いながらも、真音さんの表情は、どこかとても朗ほがらかで。

　だから自分もほっと胸をなで下ろしたのですが──その油断が、命取りでした。

　自分達が心のガードを下げた、まさにその瞬間を狙ねらい澄すますように──彼女は提案してきたのです。

「とはいえ優勝者に褒美が一いつ切さいないのはダメだ。オレ様達の勝負の価値まで薄うすれる。──というわけで、おいアマ公。お前、今日はモジャ子を送れ。いいな、二人とも？」

『あ、はい。────はい？』

　──というわけで、現在のこの状況に至るわけなのですが……。

「（ああ、それにしても、自分とケータを見送る際の花憐さんのあの笑え顔がお……何度思い出しても背筋がゾクゾクします！）」

　一見、元カレや友人の事情に理解ある大人な女性の笑顔──に見えますが。彼女と約一週間合宿した自分には分かります。アレは……花憐さんがネット対戦のボイチャで暴言を吐はいてくる外国人さんを見かけた時にする「笑顔」と全く同種のものです！……あ、ちなみにその外国人さんですが、それから十分後には、

「ソーリー……ソーリー……オー……クレイジージャパニーズ……ソーリー……」

　しか喋しやべれない方になっていました。…………。

「ソーリー……オー……花憐さん……ソーリー……」

「？　チアキ、窓の外見ながら何一人でブツブツ言ってんの？　目が死んでるよ？」

「…………なんでもないです」

　いや合宿が終わってホントに良かったです。もしこれで今日も花憐さんの家に帰る予定だったら、自分、いっそバスの中で舌を嚙んでいた可能性がありましたよ。

　さて、なにはともあれ花憐さんのことを思い出したおかげで、良くも悪くも浮うかれ気分は少し収まりました。

　自分は呼吸を少し整えると、改めてケータの方へと振ふり向きます。が…………。

「…………」

「？　チアキ？　どしたの？」

「えと……えと……」

　……落ち着いたら落ち着いたで、今度はその物理的近さが改めて気になり始め、そうなると、当然ながら連想するのは……その……先日の……。…………。

「？　なに、そんなに僕の口元見て。あ、もしかして、なんかついて──あ」

「……あ」

　また悪いことに、どうやら自分側のリアクションのせいで、意外と鈍どん感かんではない彼もまた、例のイベントを思い出してしまったようです。結果……。

『…………』

　真っ赤になって俯く二人の間に、なんとも言えない甘あま酸ずっぱい空気が漂ただよいます。……こ、こういうのは本当なら望むところなハズなのですが、先さき程ほども説明したように自分のキャパは凄まじく小さいので、とてもじゃないけれど感情が処理しきれません。

　気まずい沈ちん黙もくの中、ただ窓の外を雪景色だけが過ぎ去っていきます。

　……と、そんな空気を変えるべく先に動いたのは、ケータの方でした。

「で、でも実際、チアキは僕の所有権放ほう棄きして、本当に良かったの？」

「？　というと？」

　自分が首を傾かしげて訊たずね返すと、ケータは「だってさ」と続けてきます。

「真音さんみたいに僕を顎あごで使っても、良かったわけだよ？」

「いや別にケータを顎で使いたいと思ったことないですし。……そもそも、ケータって、能力値が総じて低いのでどうせ使えない下げ僕ぼくにしかならないと思いますし」

「酷いことを」

「それにケータにできることって、大体、同能力の自分にもできちゃうので……」

「そ、そりゃそうだけどさ。なんか多少はあるじゃん、僕を使ってやれること、やりたいことの一つぐらいはさ」

「え？　そ、それはそれは……まぁ、なくは、ないですけど……」

　ぽりっと頰を搔かく自分。と、ケータは「でしょ？」となにやら目を輝かせて自分に迫せまって来ます。

「真音さんじゃないけど、何もしないで《所有権》が戻もどって来ることに、正直僕は若じやつ干かんいたたまれないものを感じてるんだよね……男として」

「で、ですか？」

「うん！　だからほら、せめて今日ぐらいは何でもチアキの言うことをきくよ！　ほら、何かして欲しいことあるんでしょ？　だったら遠えん慮りよ無く、どうぞどうぞ！」

　ぐいぐいと願いを要求してくる、もはやランプの魔人じみたテンションのケータ。

　そんな彼に対し。自分は……。

「え、でもでも、あのあの、それはそれは……そのその……だってだって……」

　……かぁっと頰を熱くして、もじもじと膝ひざを動かすと。

　消え入るようなかぼそい声で……思わず、その感情を、吐と露ろしてしまいます。




「……大磯先せん輩ぱいが言ってたような方面に、なってしまいますので……ので……」




「？　大磯先輩が言ってたことって……あ、カラ──」

　そこまで言ったところで、ケータの顔が再び真っ赤に染まり、そして……。

『……………』

　……再びやって参りました、柑かん橘きつタイム。今回は先程より更さらに酸っぱいです。

　しかし先程とは違い、今回は自分、すぐに必死でフォローを入れます！

「で、でもでも、大まかにそういう『方面』であっても、そうじゃないと言いますか！」

「う、うん。言いたい事は分かる……かな。て……手を繫つなぐ、とか、だよね？」

「で、ですです！　そうなんです！　凄いことして欲しいんじゃないんです！」

「だ、だよね！」

「です！　手を繫ぐとか、抱だきつくとか、頭を撫なでて貰うとか！」

「うんうん！」

「あとはあとは……あ、ほら、そう『ちゅー』とか、したいんです！　自分！」

「え？」

「え？」

　……………………。

　はい、やって参りました、本日三度目の柑橘タイム。ただ今回はもう……もはや美味おいしくないほどに酸っぱいです。二人とも、照れによる涙なみだ目めでプルプルし始めてます。

　自分はもう恥はずかしさで頭を抱かかえながら、なんとか彼に返しました。

「で、ですから、そのその……だ、大だい丈じよう夫ぶです。所有権は、お返し、致いたします」

「あ、ああ……うん。あ、ありがとう……」

「い、いえいえ……」

　そのまま、ぺこっと頭を下げ合う自分達。

　そこで自分は……思わずくすっと、微笑ほほえんでしまいました。不思議そうにするケータに、自分は笑みを浮かべたまま告げます。

「なんだか、今の自分……花憐さんみたいだなって」

「？　天道さんみたい？　それって……あー……そっかそっか」

　そこでケータも自分が言わんとしていることに気付いた様子で、くすくす笑い始めました。

「確かにね。その……妙みような信念で自分からアドバンテージを放棄しちゃうその感じ、凄く、天道さんっぽいかも」

「ですよね、ですよね？」

「うん。チアキ、合宿で影えい響きようされちゃったかな？」

「かもです。自分、今回の合宿で改めて気付かされましたけれど、花憐さんって……面おも白しろいですよね」

「うん、そうなんだ。ホント面白いんだよ、天道さんは。……いつだってさ」

　そう言って、酷ひどく愛いとおしげにどこか遠くを見やるケータ。

　…………。

　自分はそんな彼の横顔をしばらく見つめた後。

　まるで躊躇ためらうことなく、すんなりと、その告白を、口にしました。




「ケータ。自分は、ケータのことが、好きですよ。……花憐さんに、負けないぐらい」




「…………」

　今度の空気は──甘酸っぱくは、ありませんでした。

　自分の告白に、ケータは……意外な程にとても優やさしく温かな笑顔で、応じてきます。

「うん。ありがとう」

「……いえ」

　一体、何を感謝されることがあるのでしょうか。自分は……ただ、酷い横よこ恋れん慕ぼを口にしただけなのに。……満天の星の下で告白した、あの日からずっと。




　自分の好意は──彼と花憐さんを、ただずっと困らせているだけ、なのに。




　それなのにケータは……今も、その顔に僅わずかな苦味さえ見せず、ただただ、自分の好意に堂々と向き合ってくれていて。

　彼は穏おだやかな表情のまま、自分の目を見て返してきてくれます。

「チアキは凄すごいね」

「またまたゲームの話ですか？　もういいですよ、それは……」

「ううん。それも含ふくめた、全部の話。きっとチアキのそういうところが……僕や天道さんじゃ成し遂とげられなかった『魔ま王おう討とう伐ばつ』を、可能にしたんだろうなって、思うよ」

「……なんですか、それ」

「なんだろうね。自分でも何言っているのか分からないけど……とにかく僕は、チアキを……『のべ』さんを心から尊敬しているって話かな」

　そう爽さわやかに語るケータ。しかし自分はそんな彼から、ふいと、拗すねるように視線を逸そらしてしまいます。

「……自分は別に、ケータから『尊敬』が欲ほしいわけじゃ、ないです……」

「……うん。そうだよね……分かってる。ちゃんとしなきゃね……」

　ケータはそう呟つぶやくと、頰ほおを一度ぽりっと搔いて、続けてきます。

「……だから改めて、約束するよ」

「何をですか？」

　そう問いかける自分に対し。

　ケータは……こちらの目を真まっ直すぐ見み据すえて、宣言してきました。




「明後日あさつてのホワイトデーには──ちゃんと僕の気持ちの全部を、チアキに伝えるから」




　その、確かな決意のこもった、彼の目に。

　自分もまた──全すべてを受け入れる覚かく悟ごを持って、応じます。

「はい…………分かりました。それを自分も、楽しみにしておきます」

「ああ……」

　そうして訪おとずれる……本日幾いく度ど目かの沈黙。

　甘くも酸っぱくもない……けれど、決して苦くもない。

　淡あわい雪のような静せい寂じやくが、そこにはあって。

　…………。……ふむ。

「!?　え、あ、チアキ……!?」

「えとえと。……こ、これぐらいは、望んでも、バチあたらないです……よね？」

「…………。……だね。どうぞ、お好きなだけ」

「……ではでは」

　そう言って自分は────改めてケータの肩かたに、ゆったりと頭を預けていきます。




　瞬しゆん間かん、ふわりと香かおる、どこか甘い彼の匂におい。

　緊きん張ちようで少し強こわばり、お世辞にも快適とは言いがたい肩。

　密着した部分から伝わる体温。

　こちらの眠ねむ気けを誘さそうほどに、穏やかな息づかい。

　そして──二人、高鳴り、共鳴する鼓こ動どう。

「…………」

　ぽかぽかと暖だん房ぼうの効いたバスの中。




　泣きたくなる程ほどに幸福なひとときが、そこには、あったのでした。
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【上うえ原はら祐たすくと弱くてもニューゲーム】






「はぁ？　釣つり合いがとれそうにない？」

　隣となりを歩く雨あま野のが、俺に露ろ骨こつな軽けい蔑べつの視線を向けてきた。

　俺はマフラーを巻き直しつつ、嘆たん息そく交じりに応じる。

「そう怒おこんなよ。相談料は、もう払はらったよな？」

「そりゃそうだけどさ……」

　言って、右手に持ったコンビニコーヒーのカップを複雑そうに見つめる親友。それを奢おごられたコンビニを出てから既すでに数分。当然ながらもう数口飲んでしまっている手前、彼としては今いま更さら俺に文句も言いづらいだろう。

　露骨にムスッと不ふ機き嫌げんな表情を見せて歩調を緩ゆるめる雨野を、俺は苦笑い交じりに振ふり向いた。

「いや別にいつもの、お前達を苛いらつかせる類たぐいの話じゃねぇよ。約束する」

「……ホント？　アグリさんに対して、自分は彼氏の器うつわじゃないとか、言い出さない？」

　やっぱりそんな風に思われてんのか、俺。いや実際そういうトコあるんだけどさ。

　俺は顔の前で手を振りながら、雨野に笑いかける。

「言い出さない言い出さない。マジでそういうんじゃねぇんだって、今のは」

「そ、そっか」

　ホッと胸をなで下ろす雨野。その様子を見た俺は思わず、優しく微笑んでしまう。

「（……コイツはホント、いつだって心の底から俺達カップルのことを想おもってくれているよな……）」

　特に今日なんて──ホワイトデー前日たる今日なんて、雨野自身、心に余よ裕ゆうなんてあるはずもないというのに。

　それなのにこうして、貴重な放課後のひとときを、俺なんかのために割さいてくれた上に……心の底から心配してくれて。

　俺はそんな彼に心底感謝すると同時に、俺もまた彼の心にできるだけ寄り添そおうと、密ひそかに誓ちかう。

　渋しぶ々しぶといった様子ながら再びコーヒーに口をつけつつ歩き始める彼の隣に並びながら、俺は相談を再開させる。

「それで、俺が『釣り合い』について相談したいのは、漠ばく然ぜんとした恋こい人びと関係の問題じゃなくて、もっと目前に迫せまったリアルな問題についてなんだよ」

「というと……やっぱりホワイトデーのお返しの話？」

「正解」

　俺がそう応じると、雨野は不思議そうに首を傾かしげて俺を覗のぞき見てきた。

「えっと……でも上原君、ちょっと前にホワイトデーのお返しを物色しに、何度か一人で街出たりしてなかった？」

「ああ。その最中に星ほしノの守もりに出くわして、全ロストの話したりとかもしたな」

「チアキの全ロストの話？　え、なにそれ、ゲームの話なら僕も加えてほしいんだけど」

「ああ、違ちがう違う。なんつーか……まぁ、お前は知っておいた方がいいと思うが……」

　俺はそのまま星ノ守の悩なやみについて端たん的てきに要約して説明した後、一度コホンと咳せき払ばらいをして話を元に戻もどした。

「まあ全ロストの話はそれぐらいにしてだな。俺は結局それからも……ホワイトデーのお返しに関して、ずっと迷い続けてるっつーわけだ」

「そうなの？　なんていうか、意外な話だね。僕みたいなぼっちならまだしも……上原君なんかは、女の子へのお返しなんてお手の物な印象あるけど」

「んー……まぁ、義理チョコくれた奴やつらに関しては、そうだな。割とすぐ決めて、もう用意もしてあるぜ。ネットで取り寄せた、今そこそこ話題かつ廉れん価かな焼やき菓が子しだ」

　俺がスマホを操作してその商品を見せてやると、雨野はげんなりと肩を落とした。

「うわー、なにこの、僕とはまるで住む世界が違うリア充じゆう男子感。凹へこむわ……」

「？　そういうお前は何用意したんだよ？　義理チョコへのお返し」

「え？　いや、そもそも僕、今年貰もらったのはアグリさんのブラックサンデー以外、殆ほとんど本命チョコさんだったから……」

「いやどっちがリア充だよ！」

「た、確かにこう言うとリア充だけども……！　でもその分、さっきの上原君みたいなビジネスなお返しじゃ成り立たないという苦しみもあったわけで……！」

　必死に言い訳してくる雨野。俺はそんな彼に対し──

「そう、まさにそれなんだよ！」

　──と、ぐいっと一歩距きよ離りを詰つめた。キョトンとする雨野に、俺は続ける。

「亜あ玖ぐ璃りの気持ちに──手作りの本命チョコに対するベストなお返しが、正直全然思いつかなくて困ってんだ！」

「あー……なるほど」

　これには雨野も実に納なつ得とくした様子で頷うなずき返してきてくれた。

「確かに、それは僕も凄く頭を悩ませた部分だよ。天てん道どうさん、チアキ、それにコノハさんがくれた『心のこもったもの』に、相応ふさわしいお返しって、ホント難しくて」

「だよな!?　全然決めらんないよな!?」

　遂ついにはガッと肩を摑つかんで同意を求める俺に、しかし雨野は申し訳なさそうに視線を逸らす。

「いや、僕は結構早い段階からここに焦しよう点てん合わせて検討してたから……もう、準備は終わってるけど……」

「!?　雨野のクセに!?」

「なにその酷ひどい言い草！」

　憤ふん慨がいする雨野。俺は「わ、わりぃ」と謝罪した後、今一度街の中へと向けて歩き出しながら、目め頭がしらを揉もんだ。

「でもマジで考えれば考える程難しくてな、ホワイトデーのお返し……」

「うん、まぁね……。義理やビジネスのそれと違って『同じ金額ぐらいの商品でいいだろ』みたいな基準のある話でもないしねぇ」

「そうなんだよ。ここしばらく亜玖璃の気に入る物を求めて街を散策しまくったはいいけど……考えれば考える程、手作りに釣り合うようなものがなくてなぁ」

「分かるよ」

「でもじゃあ俺も手作りで返せばいいのか？　ってことになると、なんかそれは違う気がするというか。いや別に『お菓子作りは女のすること！』みたいな前時代的思想でもねぇんだけどさ……」

「そうだね。正直上原君の手作りクッキーとか、欲ほしくないもんね、僕でも」

「おい」

　隣を歩く雨野の頭を軽くチョップする。彼は「いてっ」と反応しつつも、すぐになんだか少し嬉うれしそうに自分の頭をさすり始めた。きっと、こういう男友達的やりとりに飢うえているのだろう。……なんかいつまで経たっても微び妙みように可か哀わい想そうなヤツだよな、こいつ……。

　彼はしばらく嬉しそうにニヤニヤしていたものの、俺の憐れん憫びん交じりの視線に気付くと咳払いし、コーヒーで唇くちびるを湿しめらせてから話を再開させてくる。

「で、上原君はアグリさんの気持ちに釣り合う何かを、僕に相談したいんだね？」

「ああ。……いや勿もち論ろん自分で考えるべきことだってのは分かっているつもりなんだが、とりあえずとっかかりぐらいは貰えたら嬉しいな、と」

「うーん……」

　俺からの相談を受け、神しん妙みような面おも持もちで唸うなる雨野。彼はしばらく何か悩む素そ振ぶりを見せた後、少し申し訳なさそうに切り出して来た。

「その、僕のホワイトデーのお返しについて、参考のために上原君に教えてあげたい気持ちもあるんだけれど……でも、やっぱりその内容って、当人達が最初に知るべきな気がするというか、それが僕なりの誠意だと思うというか……」

　難しい顔をして腕うでを組む雨野。俺はそんなこいつの愚ぐ直ちよくさを相変わらず酷く好ましく思いつつも、すぐに「そりゃそうだ」とフォローした。

「わりぃ、雨野。俺は別にそういうつもりでお前に相談したんじゃねーんだ。大だい丈じよう夫ぶ、お前のホワイトデーの内容を俺に明かす必要はねぇさ」

「そう？……ごめんね」

「ああ、全然だ。こっちこそすまん、変な気を遣つかわせて。とにかく、お前のホワイトデーのプレゼント内容は言わなくていい。ただ単純に、亜玖璃が喜びそうな、心のこもった物を相談したいだけというか……」

「うーん、アグリさんが喜びそうなものねぇ……」

　雨野はそう呟つぶやいて数歩進むと、苦く笑しよう交じりに俺を見上げてくる。

「正直、上原君のくれる物なら、なんでも喜ぶと思うけどね、アグリさんなら」

「ああ……そうかもな。でもそういうヤツだから、もっと喜ばせたいんだ、俺は」

「うん……分かるよ。凄すごく」

　そう言って、穏おだやかに微笑ほほえむ雨野。……その表情に、俺は思わず一いつ瞬しゆん口を開きかけるも……やはり、ぐっと、言葉を飲み込んだ。

「…………」

　しばらくの間俺達の間に会話はなく、街のざわめきと、雪をざくざくと踏ふみしめる音だけが響ひびく。

　そうして、どれほど歩いたろうか。ふと気付けば、いつの間にか俺達は、いつだったか激しく口論した路地裏へと差し掛かかっていた。

　二人、どちらからともなく足を止める。そうして俺達は互たがいに視線を絡からませると、ふっと笑い合い、そして──

　──あの時のように、互いの胸むなぐらに手をかけあった。

　俺は雨野を小こ馬ば鹿かにするような目つきで──だけど口元には笑みを浮うかべながら見つめる。

「よぉ、ひきオタ童どう貞てい野や郎ろう。お前何様だよ、ああん？　最近じゃ美少女に囲まれて、すっかり『リア充』気取りみたいじゃねぇか」

　そんな俺の挑ちよう発はつに、雨野もまた鋭するどい目つきで──けれど口元には笑みを浮かべたままで応じて来る。

「そっちこそ『キリギリス』理論はどうしたのさ？　最近じゃ全然他人から甘い汁しるを吸えてないように見えるけれど？　それどころか、この一年──キミは終始他人に与あたえてばっかりだ。痛々しいほどに」

「よく言うぜ、自じ称しようこじらせゲーマー。お前だって、普ふ段だんからゲームが趣しゆ味みで楽しいゲームさえあればそれでいいみたいに言う割には──友達のためなら簡単に信念捨てるクセに。そういうとこ、マジ勘かん弁べんしてほしいわ」

　互いに批判し合っているようで──正直イチャついていると言われても反論できない会話を繰くり広げる。

　……あの時から、俺達の関係性は大きく変わった。

　けれどこうして正面から向き合うお互いの本質は──やっぱり、どこも変わってないように見えて。

　少なくとも俺から見た雨野は、あの頃ころからずっと、雨野だ。多少勇気やコミュニケーション能力が変化したところで、その芯しんにあった「雨野景けい太た」は何も変質していない。

　…………。

　……俺もまた、そうなんだろうか。いくら着き飾かざって、笑って、リア充ぶって、果ては恋れん愛あいマスター気取ったりしてみても。

　結局やっぱり俺は……ガリ勉野や郎ろうの、上原祐、そのもので。

　……昔はそれが、少し、受け入れ難がたかった。けれど、なぜだろう、今は……。

「……それで、いいんじゃないかな、上原君」

　ふと気付くと、雨野はいつの間にか俺の胸ぐらから手を放し、とても優やさしい眼まな差ざしで俺を見つめてくれていた。

　これはきっと、俺の心を読んでの言葉というよりは、おそらくは、相談への……。

「…………」

　俺はゆっくりと彼の胸ぐらから手をどかすと。

　深く頷きながら、彼に訊たずね返した。

「そう……思うか？」

「うん。勿論。さっきも言ったように、アグリさんは上原君からの贈おくり物なら、なんでも喜ぶよ。うん──『上原君からの』贈り物なら、ね」

「そう……だよな」

　俺はそこでようやく亜玖璃へのお返しを心に決めると。

　目の前の──一年前はただ腹の立つクラスメイトだった男と、強く強く握あく手しゆを交かわしたのだった。

「よぉ、サンキュな、ひきオタ童貞ぼっち野郎」

「いやいや、どういたしましてだよ、軽けい薄はくリア充野郎」




　　　　＊




　そうして遂に来た、三月十四日。

　亜玖璃との待ち合わせ場所へと一足早くついた俺は、少し遠目から、ガラスケースの中に陳ちん列れつされた「お返し」を見つめつつ、店の壁かべへと背を預けて一人ぼんやりと待ちぼうけていた。

　白い息を吐はきながら、空を見上げる。夕暮れ色に染まる街には現在、細かな雪がちらついていた。それでいて雲は薄うすい。ホワイトデーの名に恥はじないロマンティックな天候ではあったものの、代わりにその「寒さ」は今や俺の心まで冷やし始めていた。

「（……亜玖璃は、来てくれるだろうか……）」

　雨野あたりに言おうものなら激しく怒おこられそうな不安が、胸の奥で首をもたげてくる。

　勿論、亜玖璃を信しん頼らいしていないわけじゃない。

　一年前のただ軽薄だった当時の俺ならいざ知らず、今となっては、俺と亜玖璃の間には確固たる繫つながりがあるし、互いへの理解も真に深まったと言っていい。

　でも、だからこそ、俺はこう思うのだ。

「自分はあまのっちより、亜玖璃に相応しいのかって？」

「っ!?」

　ギョッとして慌あわてて視線を空から下ろす。と、俺の隣となりにはいつの間にか、制服姿の亜玖璃が俺と同じように壁へと背を預けていた。

　亜玖璃は先さき程ほどまでの俺と同じように、ぼんやりと空を見上げながら続けて来る。

「祐ってさ、なんかいっつも『自分』より『誰だれか』のこと考えてるよね。いい意味でも、悪い意味でも」

「も、申し訳ない……」

　顔から火が出るとは、このことだった。これから大事なプレゼントを渡わたそうという想おもい人に──醜みにくい嫉しつ妬とや弱い心を、これでもかと見み透すかされる。

　これほど、男として情けないことがあるだろうか。

　すっかり意い気き消しよう沈ちんする俺に、亜玖璃は空を見上げたまま淡たん々たんと語り続ける。

「凄く正直なこと言うとね。亜玖璃──祐のそういうとこ、超ちよう面めん倒どう臭くさいなぁって思うし。あと、もっと正直なことぶっちゃけるとね」

「……ああ」

「──あまのっちのこと、亜玖璃、かなり好きだよ」

「……ああ」

「たとえばだけど、なんか親のあれこれとかで結けつ婚こんしろと強制されるようなことがあったとしても──それが全然苦じゃないぐらいには、好きと言ってもいいかな」

「……そうか」

　思えば、亜玖璃からちゃんと雨野に対する素す直なおな評価を聞くのは、これが初めてだった気がする。いつもは、もっと表層的な部分で「絶対ない」と突つっぱねられてたから。だからこそ、俺はずっと不安で。

　そして、だからこそ今の俺は……彼女の告白が、意外とショックではなくて。

　それどころか、少し嬉しくさえ、あって。

　……これは一体、なんなのだろうか。亜玖璃が心を開いてくれたことが嬉しいのだろうか？　それとも、親友を褒ほめられたこと？　なんにせよ、相変わらず俺は──

「はぁ……祐って、ホント『自分』より『誰か』だよね……」

　──気付けば、亜玖璃がこちらを呆あきれたような目で見ていた。俺は今一度頰ほおをカァッと赤く染めながら「め、面めん目ぼくない」と視線を逸そらす。

　亜玖璃は聞こえよがしにため息をつくと、そこから更さらに……極きわめて自然な雑談の延長かのように、切り出して来た。

「でね、亜玖璃実はここ来る前、あまのっちに会いに行ったんだ。あっちのホワイトデーに対する激げき励れいもあったけど……半分は、違ちがう理由で」

「違う理由？」

「うん──亜玖璃とあまのっちの間にあるものを、ちゃんと確かめに。具体的には──あまのっちに、ぐっと、顔近づけてみた」

「っ──。……そ、それで、結局、それは、どういう……？」

　緊きん張ちようで心臓がバクバクと早はや鐘がねを打つ。しかしそんな俺の心境に反して、亜玖璃は「それがさぁ」と、苦笑交じりに答えてきた。

「失礼なぐらい、めっちゃ全力で拒きよ否ひられた上、しこたま怒られたんだよね、亜玖璃」

「お、怒られた？」

　意外な展開にキョトンとしていると、亜玖璃は「そ」と続けてきた。

「あまのっち曰いわく、意図は分かるけれど、そういうの、噓うそでもやめろって。上原君の気持ちを──そして亜玖璃の気持ちを、無む駄だに傷つけかねない行こう為いだからって。というかそんな馬ば鹿かなことしている暇ひまあったら、寒い中待ってる上原君のとこに早く行けこの鈍どん感かんギャル、って、最後にはすんごい怒ど鳴なられた。というかマジでキレられた」

「はは……あいつらしいな」

「ホントに。これだからすぐキレる子は……」

　そこで二人、今日初めて互いの目を見つめ合い、心の底から笑い合う。

　そうして、亜玖璃は「でも、おかげでさ」と話の結論を語り始めた。

「分かったよ、亜玖璃。あまのっちに背を押して貰もらったからさ。今度こそハッキリ、祐に疑いなんか抱いだかせないぐらい、ちゃんと、言ってあげられる」

「…………」

　そこで亜玖璃は、壁から背を離はなし、俺の前に回り込むと。

　夕暮れに染まる街並を背景に。

　ニカッと、いつもの軽薄で無む邪じや気きで、それでいて最高に可愛かわいくはにかんだ笑顔と共に、その言葉を──俺がずっとずっと心から欲ほつしていた言葉を、宣言してくれた。




「亜玖璃は、やっぱり誰よりも、祐のことが大好き」




「…………」

　おかしい。景色が滲にじむ。……大好きな女性の顔が、なぜか、見られない。凄すごく嬉うれしいことがあったはずなのに、頰が熱すぎて、つい、俯うつむいてしまう。

　しかし俺のそんな情けないリアクションにも構わず、亜玖璃は更に続けてきた。

「確かにあまのっちは凄いよ。亜玖璃のためにマイ姉ねえみたいな人にも簡単に喧けん嘩か売っちゃうんだもん。そんな人、亜玖璃、他ほかに知らないよ。対する祐って、全然誰かと喧嘩とかしないし、凄く八方美人で、女の子全員に甘くて、それどころか男性も含ふくめて自分に関かかわる全員が幸せならそれが一番いいなー、なーんて素で考えている、ホントにどうしようもない幸せ脳のチャラ男だなぁって思う」

「……ああ。その通りだ。俺は雨野に比べたら、全然一いち途ずでもないし強くも──」




「でも、亜玖璃は、そんな祐だからこそ──恋こいに落ちたんだよ」




「…………」

「……前も言ったよね？　亜玖璃が、祐を好きになったキッカケ。中学時代に……」

「ああ、覚えてる。……絶対に忘れるもんか」

「そっか、良かった」

　亜玖璃が安あん堵どの息を吐く。……その瞬しゆん間かん、俺は、ようやく腹を括くくった。

「亜玖璃」

　俺はそう彼女の名を呼びながら、決意を瞳ひとみに滾たぎらせて顔を上げると。

　ニコッと微笑ほほえむ彼女の目を確しつかりと見み据すえながら──胸を張って、その言葉を告げた。




「また俺と、付き合ってほしい」




　その言葉に、亜玖璃は……まるで迷う素そ振ぶりもなく、二つ返事で、応じてくれた。

「勿もち論ろん！　こちらこそまたよろしくね、祐！」

「……ああ！」

　瞬間、思わず泣き崩くずれそうになってしまう俺。しかし、そんなみっともない姿をいきなり亜玖璃に見せたくはない。

　結局は今一度俯いて息を整えていると、突とつ然ぜん、亜玖璃が俺の視線の先に何かを差し出してきた。

「はい、これ」

「？　なんだよ、急に」

　俺はそっとそれを受け取り、手の中で確かく認にんする。

「……カップル熊くまのキーホルダー？」

「うん。ラベアーズって言うんだ、それ。……前も言ったけれど、本当は修学旅行の日に渡したかったヤツ」

「ああ……」

　そうか、これが……これが、俺が今まで受け取れず、一度は真ま音いんさんに奪うばわれかけ、そして親友が身を挺ていして守り抜ぬいてくれたという──ラベアーズか。

　俺が手の上のクマ達をジッと見つめていると、亜玖璃が不安そうに訊たずねてきた。

「えと……今日こそは、受け取ってくれるかな？」

　その問いに。

　俺は一度深く息を吐くと……次の瞬間には大きく顔を上げ、笑顔で、ラベアーズをギュッと握にぎり込みながら亜玖璃に返してやった。

「ああっ、当然だろ！　ありがとな、亜玖璃！　命より大事にする！」

　そんな俺の言葉に、亜玖璃が心底安堵した様子で笑顔を見せてくる。

「良かったぁ！　あ、でもこれ、なんか変な感じになっちゃったね？」

「？　なにがだ？」

「や、だって今日ホワイトデーなのに……亜玖璃の方から先に物渡しちゃって」

「あぁ、確かに。言われてみりゃそうだ。……相変わらずしまらねぇなぁ、俺達は」

「だね。……なんかごめんね、祐」

「なんでプレゼントしてくれたヤツが謝ってんだよ。馬鹿だな」

　俺はそう言って亜玖璃の頭をくしゃくしゃと撫なでる。そうして「よっ」と壁かべから背を離すと、彼女の横を通り抜けながら声をかけた。

「とはいえ、俺にもホワイトデーのお返しをさせてくれよ、亜玖璃。折角お前が凄すげぇ喜びそうな最高のプレゼントを用意しておいたんだからよ」

　俺のその言葉に、亜玖璃は「え、マジで!?」とギャルギャルしく飛び跳はねつつ、こちらの腕うでに絡からみついてきた。

「なになに？　亜玖璃が喜びそうなって、もしかして高級なバッグとか、コスメとか、アクセサリーとか……。……ってか、指輪だったりして!?」

「ああ、そうだな。確かにガラスケースの中から選んでは、ほしいんだけどな」

「マジ!?　やぁん、流石さすが祐、どっかのぼっちゲーマーと違って凄く気が利きいて──」

「さ、着いたぞ」

「──へ？」

　待ち合わせ場所から歩き始めて……約五歩。突然の、目的地に辿たどり着いた宣言に、目をパチパチとしばたかせる亜玖璃。

「え、でもだって、ここ……この待ち合わせ場所って──」

　彼女はそうして……小首を傾かしげて、訊ねてくる。

「ゲームセンター……だけど？」

「ああ」

　その言葉に、俺は大きく頷うなずくと。

　背後に並ぶガラスケースを──




　──クレーンゲームコーナー一帯を指して、無邪気な笑顔で、堂々と宣言した。




「今日は、なんでも好きなものを取ってやるよ──お下げの素敵なお嬢じようさん」




「あ……」

　その瞬間、亜玖璃の瞳が大きく揺ゆれる。

　そう──それは、中学時代に亜玖璃と俺が、初めて出で逢あった状じよう況きようの、再現だった。

　俺なりの──最大限に気持ちのこもった、ホワイトデーのお返しだった。

　しかし……

「……お、おい？」

　……亜玖璃が、先さき程ほどの俺よろしく、すっかり俯いてしまっている。

　途と端たんに、超ちよう不安になってくる俺。

「（え、もしかして、なんかスベった？　た、確かに、指輪期待させてからのクレーンゲームって、めっちゃ悪質な落差にも程があるかもしれん！　う、うわぁああああ、やらかしたのか俺！　ここに来て遂ついに、ゲーマー感性が足引っ張りやがっ──）」

　──と、次の瞬間、突然亜玖璃が俺の胸に顔を押しつけるようにして抱だきついてきた。

「あ、亜玖璃？」

　動どう揺ようしながらも、彼女の背中に手を回す俺。周囲の客からは好こう奇きの視線を向けられてしまっているが……今はそんなこと、まるで気にならなかった。

「…………」

　互たがいの体温を伝え合うように、しばし二人、抱きしめ合う。

　そうして、永遠にも思える十数秒が過ぎた後。

　亜玖璃はそっと顔を上げてきた。

「……じゃあ、お願いしちゃおうかな。……七三分けの、ガリ勉君」

　そう、ニッコリ笑う、あの日のままの少女に。

　俺はニカッと笑いかけて、応じる。

「おう、任せとけ！」

　そうして、俺達は早さつ速そく、思い出のクレーンゲームへと勤いそしみに──

「あ、でも、その前に、もう一つ欲ほしいものあるんだけどな、亜玖璃」

「ああん？　んだよ、お前やっぱり指輪も欲しいとか言い出す気じゃ──」

　そこまで言いかけたところで、俺はようやく、亜玖璃が……こちらを向いたまま、目を瞑つぶっていることに気がついた。……当然ながら、その意図にも。

　瞬間、顔がみるみる熱くなってくる俺。

「な、馬鹿お前、こんな、皆みんないる前で、しかもゲーセンでなんて、ムードも何も──」

「今、ここが、いい」

「……いや……でも……」

「亜玖璃は、今、ここが、いいの。……祐はどうなのさ？」

「…………。…………んなの、言うまでもねぇだろ」

　俺は覚かく悟ごを決めると、ぐっと亜玖璃の小こ柄がらな体を引き寄せ、顔を近づけていく。

　最初に出逢ったあの日から、約二年。

　俺達は、何度も何度も遠回りしながらも。

　ようやく、今日、この日、この時、

　思い出のクレーンゲームの前で──

『…………ん』

　──初めての口づけを、交かわしたのだった。








【雨あま野の景けい太たと決戦前準備】






　ホワイトデーの夕方に帰宅すると、自室に魔ま王おう様がいた。

　…………。

　うん、何を言っているのか分からないと思うけれど、大だい丈じよう夫ぶ。そもそもこのモノローグの語り部自身が分かってないから。

「…………」

　とりあえず一いつ旦たんドアを閉めて、改めてマジマジとドアを観察する。

　まず目についたのは、「ＫＥＩＴＡ」と下手くそな字で彫ほられた木製のドアプレートだ。小学生の頃ころに僕が自分で制作したもので、今となっては少々小こっ恥ぱずかしい代しろ物ものなのだが、かといってドアプレートをアップグレードする必要性に迫せまられたこともなく、今でもこうしてずるずると使い続けてしまっているシロモノ。

「…………」

　さて、もうこの時点でここが「雨野景太の部屋」であることは九十九パーセント確定しているのだけれど、まだこのドアプレートを誰だれかが掛かけ替かえた可能性がなくはない。推理小説、もしくはラブコメの温泉回でよく見るアレ。部屋番号や、男女の立て札を入れ替えることにより、なんやかんや起こすアレ。

　というわけで、僕は首を振ふって周辺環かん境きようを次々に確かく認にんしていく。

　雨野家の一階へと続く階段との位置関係──正常。

　廊ろう下かの奥、突つき当たりにある採光窓との位置関係──正常。

　正面側にある弟の部屋との位置関係──正常。

　最後に、昔僕が盛せい大だいに転んでつけたドアの傷──バッチリ存在。

　…………。

　そうして全すべての証しよう拠こを確認し終えた僕は、ようやく、たった一つの真実に辿り着いた。

「そうか、並行世界か──」

「違ちげぇよ」

　瞬しゆん間かん、ガチャリとドアが引き開けられ、そこからぬっと魔王様──ならぬ銀ぎん髪ぱつの美人ＯＬ、伏ふし黒ぐろ真ま音いんが姿を現す。

　僕は彼女の正面ですっかり凍こおり付いたまま、にっこりとぎこちない笑えみを浮うかべた。

「あ、あれぇ？　おかしいな。僕、部屋に魔王様を召しよう喚かんした覚えはないんだけど……」

「そうか？　パッとしない平へい凡ぼんクソ野や郎ろうの部屋に突とつ然ぜん美女が降臨するなんて、割とありがちなイベントだろ。何を今いま更さら驚おどろくことがある」

「いやそんなラブコメ時空の常識を持ち出されましても」

「いや実際普ふ通つうにラブコメ時空だろ、この一帯」

　即そく座ざに否定できない僕がいた。まぁ、確かにラブコメ時空は発生しているけども……！

「だ、だとしても、なぜよりにもよって貴女あなたなんですか。の○太君の部屋に急にドラ○もんが現れることがあっても、ジャイ○ンがいちゃダメでしょう」

「誰がジャイア○だ。ボコボコにされたいのか、アマ公。社会的に」

「ジ○イアンよりなおタチが悪い！」

「まぁ、なんにせよまずは入れよアマ公。童どう貞てい臭くせぇ部屋で申し訳ないが」

「相変わらず清すが々すがしい程に最低ですね、アンタ！」

　言いながらも、真音さんに促うながされるまま渋しぶ々しぶ自室に足を踏ふみ入れる僕。真音さんがドアを強めに閉める中、僕は嘆たん息そくしながら机の方へと移動。脇わきの定位置へとカバンを置くと、軽く机に腰こし掛かけるようにして「で？」と背後を振り返った。

「マジで、なんで貴女が今、ここにいるんですか……」

「おいおいアマ公。その言い方だと、オレ様がまるで招かれざる客みたいじゃないか」

「実際招いてないですよねぇ!?」

「だが勇者は民家の簞たん笥すをあさっても何も咎とがめられないじゃないか」

「現実世界じゃ咎められるんです！　貴女には常識というものがないんですか！」

「ハッ、まるで犯罪者扱あつかいだな」

「ええ、普通に刑けい事じ事件ですからねぇこれ！」

　家宅不ふ法ほう侵しん入にゆう女を怒ど鳴なりつける僕。しかし対する真音さんはと言えば、相変わらず余よ裕ゆうの態度でニヤニヤしたまま僕のベッドまで歩くと、ドカッと飛び込むように寝ねそべった。

「ふぅ……。……いや他人のベッドって、衛生的にマジで気持ち悪わりぃな……」

「そんな横暴ってあります!?」

　いきなり部屋に不法侵入かましてきた上に占せん有ゆうしたベッドに文句を言うって、もはやちょっとした賊ぞくの所業じゃないか。

　僕が本気で落らく胆たんしていると、真音さんはベッドの上で体勢を変え、僕の枕まくらに肩かた肘ひじをつくカタチでこちらを見つめて来た。長い脚あしを組む様は、まるでグラビアアイドルだ。しかも今日のスカートが短いので、正直目のやり場に困る。僕は思わず雪のちらつく窓の外へと視線を逃にがしてしまう。……こういう初心うぶな反応をするとどうせまた弄いじられるんだろうなと僕は少し身構えるも、意外にも真音さんはそこを突かず普通に話を進めてきた。

「よぉ、アマ公。聞けばお前、ホワイトデーたる今日この日に……なにやら恋れん愛あいの決着をつけようとしているらしいじゃないか」

「……ええ、まぁ」

　視線を逸そらしたまま応じる。そう、僕は今日──自分の恋愛に、決着をつける。

　具体的には、事前の約束通り天てん道どうさんとチアキに答えを出そうとしていた。

　当然ながら既すでに二人それぞれとの約束は取り付けてあるし、ホワイトデーのお返しも事前に準備してある。……この部屋に。

　だから僕は今日、授業を終えてすぐに学校を出ると、ここで準備を整えてから、改めて二人それぞれとの待ち合わせ場所に向かうべく、こうして一時帰宅したわけだけれど。

　はやる気持ちでいざ自室のドアを開けてみれば──なぜか魔王様がいたわけで。

　だからこの後の予定が予定だけに、僕は今もずっとイライラしているわけだけれど。どうも真音さんはまだこの絡からみを切り上げるつもりがないらしく、僕のベッドに寝そべったままで続けて来た。

「決着っつーのは、つまりお前に本命のチョコをくれた奇き特とくな女共にホワイトデーのお返しを配ると同時に、アマ公の本命大発表を行うっつーことか？」

「…………。……どうして貴女にそんなことまで語らないといけないんです？」

　そこで僕はようやく照れを抜ぬけ、真音さんの瞳ひとみを確しつかりと見返した。……僕が小こ馬ば鹿かにされるだけなら、別にいい。けれど僕以外の──僕に好意を持ってくれた人達の想おもいを軽視するような喋しやべり方は、正直気に障さわった。

　真音さんはそんな僕の感情を汲くみ取ってくれたのか、すぐに寝転んだ体勢から起き上がり、ベッドに脚を組んで腰掛けながら「悪かったな」と謝罪してくる。

「確かに今の言い方は、おふざけとはいえ天道達に失礼だったかもしれん。許せ」

「……いえ、分かってくれたのなら、いいですけど」

　僕は思わず今一度彼女から視線を逸らしてしまう。……この人のこういうところは、本当にズルいと思う。横暴で正論を振りかざすかわりに、自分が間ま違ちがっていると気付けば素す直なおにそれを認め謝罪する。おかげで、どうしても邪じや険けんにしきれないというか。

　僕が頰ほおを搔かいていると、真音さんが少し態度を引き締しめて話を再開させてきた。

「確かにオレ様はもうお前の所有権を持っていない。だから、今は……ただお前の友人として、訊たずねている。本命チョコをくれたヤツらと、これから会うのか？」

　これまでとは違う真しん摯しな眼まな差ざしで僕を見つめて来る真音さん。僕は少し逡しゆん巡じゆんするも……結局は素直に、その質問に応じることにした。……友人として。

「はい、会います。ただ……今日会うのは、天道さんと、チアキだけです。コノハさんに関しては、あちらからの要望もあって、また後日お返しをすることになりました」

「そうか」

「はい」

　そこで会話がぴたりと止まる。窓の外では雪がシンシンと降り続いていた。

　……真音さんがただ僕をからかうためだけにこの部屋に来たわけじゃなさそうなのは、理解できる。しかしその真意は、依い然ぜんとして読めなかった。まぁ、彼女の真意が読めたことなんて、これまで殆ほとんどないんだけれど。

　と、僕はそこでふと、少し前から彼女に訊ききたかったことがあったのを思い出した。

「そういえば、この前の《ストシス》対決ですけど。あれ、本当に──」

　しかしそこまで僕が言いかけたところで、真音さんは笑顔でそれを遮さえぎってくる。

「野や暮ぼな質問はしない方がいいぜ、アマ公。オレ様は心底本気でやって、あのモジャ子に負けた。それだけだ。……それ以外のつまんねー真実なんざ、ねぇよ」

「……そうですか。それなら、いいです。もう聞きません」

「ああ、そうしとけ」

　手をプラプラと振る真音さんと、僕は微び笑しようを交わす。……ようやく、少しだけこの人と心が通じた気がした。

　ふと室内の壁かべ掛かけ時計を見やると、最初の待ち合わせ時間が迫ってきている。

　僕は「じゃあ……」と真音さんに退室を促しつつ、引き出しの中にしまっておいたホワイトデーのお返しの準備を始めた。

「そろそろ出なきゃなんで、もういいでしょうか？」

　僕としてはこれでも、丁度いいタイミングと雰ふん囲い気きをみはかり、やんわりと告げたつもりだった。

　しかし──意外にも、真音さんの答えは、厳然たるＮＯだった。

「いや、ダメだ。まだ本題が終わってないからな」

「は？　本題？」

　まさかこの状じよう況きようで退室を拒きよ否ひられるとは思ってもみなかったため、声にほんのりと苛いら立だちを含ふくませて続ける僕。

「なんなんですか一体。そんなのあるなら、さっさと切り出して下さいよ」

　荷物の準備をしながらそう促すも、しかし真音さんはなにやら更にはぐらかすようなことを宣のたまってきた。

「いや、切り出すのはどちらかと言えばお前の方だろ」

「はぁ？」

「いいぜ、アマ公。オレ様の準備はできている。だから気き兼がねなく『置いて』いけよ」

「……ホントに何言ってんですか？」

　いよいよ意味が分からない。この人の意味が分からないのはいつものことだけれど、こちらに余裕のない状況でそれをやられると本当に腹が立つ。こうなると、一時的に心が通じたと感じたのも逆効果だった。

　僕はカバンにお返しを詰つめ終えると、苛立ちの表情で背後を振り返る。真音さんはベッドに腰掛け、相変わらず傲ごう岸がん不ふ遜そんな目つきでこちらを見つめていた。

　彼女はそのまましばし沈ちん黙もくしたと思ったら、今度は急に話題を変えてくる。

「アマ公。お前昨日、上うえ原はら祐たすくにホワイトデーのお返しのアドバイスしたんだって？」

「はい？　なんですか急に。っていうか誰に聞いたんですかそれ」

「街に数多あまたいるオレ様の『目』からだ」

　いやマジで何者なんだ貴女は。

　しかしまぁ別に隠かくす理由もない。僕はやれやれと嘆息しながら応じた。

「まぁ、しましたよ。ホワイトデーに関するアドバイス。……それがなにか？」

「いや別に」

　別に、じゃないだろう。こちとらホワイトデーの貴重な時間をガリガリ削けずられてんだ。

　心の底からイライラとしてくる僕。と、そんな僕の心を弄もてあそぶかのように……真音さんは、更に話題を切り換かえてきた。

「ところでアマ公。お前、今日アグに迫せまられたそうだな？」

「はぁ？　いや迫られたと言えば迫られましたけど……」

　確かに今日の帰り際ぎわ、僕はアグリさんに顔を近づけられた。迫られたと表現することもできなくはないイベントだ。けれどアレは……。

「ああ、顚てん末まつは知ってるさ。お前、かなり冷たく突つき放したんだって？」

「いや……まぁ、そうですね」

　もしかして従妹いとこを傷つけられたことを責められているのだろうかと、僕は少したじろぐ。が、真音さんはどうやらそういうつもりでもないらしく、淡たん々たんと先を続けてきた。

「本当は今、お前が一番余裕ないだろうにな。それなのに、上原祐の背を押し、アグの背を押し……か。いやぁ、お前はホント優やさしいヤツだな、アマ公」

「……なんなんですか」

「ところで、そんなお前に朗報だアマ公。アグと上原祐、どうやら上手うまくいったみたいだぞ。いやぁ、めでたい、めでた──」

「だからっ、なんなんですか、マジで！」

　いよいよ苛立ちがピークに達し、目上の女性に対し本気で声を荒あららげてしまう僕。

　しかし真音さんは、これまで見た事もない程ほどの優しい表情で、僕に語りかけてきた。

「お前は優しいヤツだよ。本当に。馬鹿にする意味じゃなくてな。そして本当は滅め茶ちや苦く茶ちや心が強いヤツだ。少なくともオレ様の知る中じゃ、トップクラスに」

「なにを……」

「でも、だからこそお前は一人で『それ』を上手いこと処理してしまったし、それどころか素晴らしく鮮あざやかな決着までつけて見せた。誰だれにも、何も悟さとらせずにだ。それは本当に感かん嘆たんすべきことで……少なくともオレ様如ごときには、とても真似まねできない芸当だよ」

「貴女あなた……本当に、なに言って……」

　自分の声が震ふるえているのが分かる。

　真音さんがおもむろにベッドから立ち上がると、こちらにゆっくりと歩を進めながら続けてきた。

「……なぁ、アマ公。もしこの恋愛劇がお前を主人公とした物語だったとして、オレ様がそこに途と中ちゆう参加した意義みたいなものが、あるのだとしたらさ。それはきっと──今、この時の、ためだと、オレ様は……いや、私は、思うんだよ」

「…………やめて下さい」

「だから……アマ公。せめて『それ』を『部外者』の私のところに、少しだけでもいいから、置いていけ。きっと、多少は楽になる」

「…………！」

　流石さすがにもう付き合いきれない。

　そう考えた僕は、慌あわててホワイトデーのお返しが詰まったカバンを引っつかむと、このワケの分からない傍ぼう若じやく無ぶ人じん魔ま王おう様を放置して約束の場所へ向かうべく、部屋の外へ出ようと──ドアノブに手をかけた、その瞬しゆん間かんだった。




「お前の──桜さくら野の亜あ玖ぐ璃りに対する『小さな失しつ恋れん』は、ちゃんとここに、置いていけよ」




　魔王様に──誰にも話す気のなかった、最悪の核かく心しんを、突かれてしまったのは。




　　　　＊




「一つだけ、絶対に分かっておいて欲しいのは」

　大迷めい惑わくな名探たん偵ていに突とつ如じよ最悪の推理を披ひ露ろうされたあの瞬間から、十数秒。僕はようやく彼女の完全無視を諦あきらめると、嘆息しながら振ふり向き、彼女の目を見つめて切り返した。

「今の僕には本当に、アグリさんに対する恋こい心ごころとか、マジでこれっぽっちもないということです。だから、大げさに『失恋』とかって称しようされるのは本当に心外というか……」

「だろうな」

　僕の言葉を、真音さんはあっさり認めた。そうして、そのまま自分の推理を意い気き揚よう々ようと披露し始める。

「というかぶっちゃけ、アマ公のアグに対する憧あこがれなんて、精々出で逢あってから初期も初期に多少あったぐらいだろ。それもちゃんと分かってる。謂いわば、星ほしノの守もり千ち秋あきが上原祐に抱いだいた初期のそれと、相そう似じの関係だ。お前達はホントにドッペル存在らしいからな」

「……あの、そこまで正確に把は握あくしてくれているなら、何を今いま更さら──」

「だが問題は」

　僕の言葉を遮るように、真音さんが指をピンと立てて告げてくる。

「それをお前の周囲の人間が、誰一人として、気付いてやれなかったことだ」

「…………」

「いや、違うか。お前が……実に上手いこと、ことここに至るまで、完全に隠し切れてしまえたことだ」

　……その指し摘てきを受け、僕は思わず側頭部をぼりぼりと搔く。

「まぁ実際『恋愛』とハッキリ呼べるような感情じゃなかったことは事実ですから……」

　視線を逸そらしながら言う僕に、真音さんは意外にも「ああ」と理解を示してきた。

「それこそモジャ子と同じ『憧れ』に近い感情だったんだろ」

「まぁ、そうですね。ただ、んー……なんだろう、チアキの上原君に対するそれと完全に同じかと言われると、そうではないかなとは思います。ほら、アグリさん相手に『憧れ』は正直抱いていないというか。最初からすっごく身近に感じられる人だったんで」

「ああ、確かにアグはそういうヤツだな。むしろそここそが魅み力りよく的な従妹だ」

「はい。だから、まあ、憧れというよりは、割とリアルな意味で『もしこの人が自分の恋人だったら』と考えちゃったことは、その、正直あるんですよ。でもそれは……」

「確かに『恋』と称するには大分ちっぽけな感情だな。殆ど思考実験に近い」

「でしょう？」

「だがそれでも、それは一瞬でも彼女を『恋愛対象として見た』証しよう拠こではあるだろ？」

「……まぁ」

　なんだか友人の彼女に対する横よこ恋れん慕ぼの告白みたいで、なんともバツが悪い。が、確かに僕がほんの一瞬とはいえ、彼氏持ちたるアグリさんをそういう風に見てしまったことは事実なわけで。でも、だからこそ、それ以降は余計に──

　──と、そんな僕の思考に突とつ然ぜん真音さんが推理で割り入ってくる。

「アマ公。お前がオレ様の前で見せた『アグリさんだけは恋愛対象として絶対ない』っていうあの異様に頑かたくなな態度。あれは、正直ちょっとやりすぎだったな」

「あー……なるほど。そうですよね」

　確かに、普ふ段だんから僕はああいうことをアグリさんに言っていたけれど、真音さんと争った時は更に過か剰じようにそれを口にしてしまっていたかもしれない。だってあの時だけは本当に……アグリさんを僕が奪うばい取ろうとする構図になってしまったから。だからこそ、アグリさんのためにも、上原君のためにも、そして今はちゃんと「本当の恋」をしている自分のためにも……ガムシャラに予防線を張らないとやっていられなかったのだ。

　僕の困り果てた様子を見て、真音さんが表情を緩ゆるめてくる。

「いや、すまない。これは別に、お前の中に昔僅わずかにあった些さ細さいな憧れの感情を、ネチネチと責めて楽しんでやろうという趣しゆ旨しの話じゃないんだ」

「えぇ!?　そうなんですか!?」

「おい、なんだその心外すぎるリアクションは。流石のオレ様でも傷つくぞ。というか、お前は実際マジでオレ様のことをどう思ってやがんだ？」

「どう思ってるって……まぁ『魔王』以外で具体的に表現するなら……」

　僕はそこで一いつ拍ぱく置くと……次の瞬間、心の底から素す直なおな感想を口走った。

「『アメイジング・グレイスを口ずさみながら笑え顔がおで人を殺してそうな人』です」

「サラリと凄すげぇ偏へん見けん持ってんなお前」

「すいません」

「いいよ。まぁぶっちゃけ超ちよう楽しいしな、アマ公の心を無む駄だに半殺すのは」

「おい」

　やっぱり普通に最低だったこの人。でもまあ、あんたそういう人だよ、うん。それでこそ快楽殺さつ人じん鬼き予備軍の伏黒真音だ。殺人要素は完全に言いがかりだけれど。

　思わず苦く笑しようを浮うかべる僕。

　と、そんな僕に真音さんは──突然、ニコッと、珍めずらしくなんの含ふくみもない、美しい笑みを覗のぞかせると。

「だがそんな、本当に小さな小さな恋心だとしても、だ」

　極きわめて穏おだやかな声こわ音ねで、そのあまりに優しい真意をゆっくりと語ってきた。

「それを誰にも見せず、それどころか、昨日今日と全力で二人の背中を押して幸せを後押ししてやった健けな気げな元子分のことを──せめて完全なる部外者のオレ様ぐらいは、褒ほめてやってもいいんじゃないかと思ってね」

「…………」

「それにこればっかりは──たとえすぐに癒いえる小さな傷だとしても、天道花か憐れんや星ノ守千秋、それに当然アグや上原祐にも打ち明けられない傷だろう？　だから、オレ様はここに来たんだ。……アマ公。それ、半分オレ様ここに、置いてけや」

　そう言って、自分の胸をぽんと叩たたく真音さん。

「……まったく。貴女って人は……」

　僕はやっぱり、この人のことが──凄すごく苦手だ。

　他人の気持ちに土足でズカズカ踏ふみ込んで、感情を荒あらしに荒らし、周囲から幸福を徴ちよう収しゆうしまくっては──最後にはそれを全部、増ぞう幅ふくして周囲に還かん元げんしようとする。

　そんなの──憎にくみきれるはずがないから。だから僕は、やっぱりこの人が、苦手で。

「ほら、そんなわけで、オレ様の魅み惑わく的な胸に飛び込んできていいんだぜ、アマ公」

「……では、お言葉に甘えて」

　そう言うやいなや、僕は一瞬だけ、ぽふっと、真音さんの胸──ではなく、その肩かたに頭を置かせて貰もらった。真音さんは酷ひどく不満そうだったが、流石に無理矢理抱だきしめるような真似はしてこなかった。なんだかんだ、弁わきまえる時は弁える人なのだろう。

　結局、五秒ほどそうさせて貰ったろうか。次に頭を上げた時、僕は心の底から晴れ晴れとした笑顔を、真音さんへと見せていた。

　これはもう、いよいよ認めなければいけない。……最初この部屋に戻もどってきた時の、心が強こわばっていた僕より、今の僕の方が、遥はるかに良いコンディションであることを。

　真音さんがいてくれたおかげで、より一層、あの二人の気持ちに正面からぶつかれる自分になれたことを。

　僕の気力がすっかり充じゆう塡てんされたのを見て取ると、真音さんは「しっかし」とすぐにいつもの意地悪な態度へと戻してきた。

「お前、ホントは少し気付いてたろう？」

「？　何がですか？」

「とぼけるなよ。この前の、オレ様による『奪え』っていうアドバイスのことだ。あれ、お前には半ば『アグを奪え』という意味合いで言ってたんだがな」

「ああ、あれですか。確かに、多少そうかなとは思いましたよ。あまりに戯ざれ言ごとすぎるんで、そこだけは完全にスルーして他ほかを自分の血肉にさせて貰いましたが」

「……クソッ。っつーことは、やっぱその時点でテメーの中で充分整理ついてたんじゃねーか、アグへの感情。あーあ、オレ様の厚意が馬ば鹿かみたいだ」

「そんなことないですよ。確かにとっくに僕の中で終わった話ではありましたけれど、こうして誰かと話すことで、改めてスッキリはしましたから。残便出た感じです」

「アグを残便扱あつかいとか……お前たまにオレ様よりえげつねぇな」

「とにかく、貴女あなたには感謝してるって話です。ありがとうございました」

「……お、おぅ」

　と、少し照れくさそうに視線を逸らす真音さん。……なにこの人、ちょっと可愛かわいい。

　なにはともあれ、これでもう完全に精神的コンディションは整った。

　こうなったらあとはもう──前に進むだけだ。

「……じゃあ僕、そろそろ、行きますね。真音さん」

「……あぁ」

　そうして今度こそ、ドアの前からのき、僕の出発を妨さまたげないでくれる真音さん。

　僕は彼女の脇わきを抜ぬけ、ドアノブを摑つかんで押し開けると、いよいよ廊ろう下かに一歩を──

「…………」

　──踏み出しかけたところで、今度は自分からその動きを止めた。

「？　どした、アマ公？　なにか忘れ物か？」

　真音さんが不思議そうに首を傾かしげて僕を見つめて来る。

　僕は彼女の方を無言で振り返り、しばし目を合わせると。

　次の瞬間に机の方へと向けて歩き出し、引き出しの中をごそごそと漁あさり出す。

「？　なにやってんだ、アマ公、忘れ物か？」

「まあ、そんなとこです……っと、あった」

　探すこと数秒。僕はとある目標物を見つけると、真音さんの方を振り向き、それを見せつけるように掲かかげた。彼女は不思議そうに目を細める。

「？　なんだそれ？　チョコ菓が子し？……ブラックサンデー？…………って、ああ、そうか、ちょっと前にミィが話してた、例の大事なバレンタインデーの……」

　と、そこでようやく何かに気付いた様子の真音さん。うん……これの由来を知ってくれているなら話が早い。

　僕はにっこりと微笑ほほえむと、おもむろにその物体の包装を──

　──アグリさんから貰ったブラックサンデーの包装を、ビリビリと乱暴に破き開け。

　そうして、次の瞬しゆん間かん──

「あ、おい──」

　──呆あつ気けにとられる真音さんの目の前で、中のチョコ菓子を一息に頰ほお張ばった。

　そのままムッシャムッシャと、味もまったく分からないほどにチョコ菓子を乱暴に嚙かみ砕くだいていく。

　僕は更さらに包み紙をくしゃくしゃと丸めてゴミ箱へ放ほうり込むと、今度は大おお股またでズンズンと歩き始め、そうして真音さんの横を通り過ぎるその瞬間──口の中にはチョコ菓子を頰張ったまま、勢い良くサムズアップして宣言した。
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「いっへひまふ！」




　そんな、僕の馬鹿みたいに粗あらい切り換かえに。

　真音さんは一瞬呆あつ気けにとられながらも、すぐに「やっぱいいな、お前！」と心底楽しげな反応を見せてくれた。……恐おそれ入ります。

　そうして、僕がそのまま廊下をずんずんと「らしくない」大股歩きで歩いていると、背後からは、真音さんの、いつものゲラゲラという性格の悪い笑いが聞こえてくる。

　いつもはただ、腹の立つ声。だけど今はなぜか……その軽い笑いが、妙みように心ここ地ちいい。

　僕はそのまま歩を進め、下へと続く階段に差し掛かかったところで、今一度振ふり返る。

　すると真音さんは──僕の部屋の前で相変わらず可笑おかしそうに腹を抱かかえて笑いながらも、力強いサムズアップを掲げると共に、見送りの言葉を返してきてくれたのだった。







「行ってこいよ、アマ公。もし当たって砕けたら──その時はオレ様が抱だいてやる」








【ゲーマーズと青春マスターアップ】









　星ほしノの守もり千ち秋あき




「はぁ、よりにもよって、放課後にこんな遠くを指定しますかね……ふぅ、ふぅ……」

　薄うす暗ぐらい極ごつ寒かんの登り道を一人息を切らして歩きつつ、泣き言を漏もらします。

　ただでさえ雪道を苦手とする自分だと言うのに、そこに「山中」「急きゆう勾こう配ばい」「夕刻」なんて条件まで付加されたらひとたまりもありません。正直完全にギブアップしたい気持ちで一いつ杯ぱいです。

「完全に……選せん択たく肢しを……間ま違ちがえてますよね、ケータ……」

　ホワイトデーの待ち合わせ場所として、よりにもよってこの先の「広場」を指定してきた某ぼうぼっち系男子に恨うらみ言を呟つぶやきます。

　そう、現在自分が向かっている場所は、約五ヶ月前にも訪おとずれた思い出の場所──

　──《星見広場》でした。

　郊こう外がいの高台に設置されたレストハウスの裏手から階段状の山道を登ると辿たどり着く、デートスポットの一つ。その名の通り星が綺き麗れいに見える場所であり、そして……。

「（自分が……ケータに、告白した場所……）」

　今でも思い出す度たびに、ぽっと頰が熱くなります。

　自分はしばし立ち止まって動どう悸きと息を整えると、うっすらと雪の積もった手すりに手て袋ぶくろ越ごしで体重を預けつつ、再び広場を目指し始めました。

　不幸中の幸いだったのは、学校の近くからこの《星見広場》のある高台方面へと向けて、少ないながらもバスが出ていたことです。これにより無む駄だな体力消費は抑おさえられ、時間もそうかからずに山道出発点のレストハウスまで辿り着くことができました。少なくとも、ソシャゲのＧＰＳ機能で一日フルに遊歩んいだた後に辿り着いた前回とじゃ、体力が雲うん泥でいの差です。まあ、その分今日は雪が自分の体力を削けずるのですが。

「ふぅ……ふぅ……」

　それでも約束の場所を目指し、必死で雪に埋うもれた登山道を登り続けること十分。

「……着きました……！」

　自分はようやく目的──《星見広場》へと辿り着きました。

　そこは、山の斜しや面めんから少しせり出すように作られた半円形の広場です。円の外周には等とう間かん隔かくに二人掛がけのベンチが配置されており、それらは全すべて背もたれがまるで倒たおしたリクライニングシートのような上向きの角度に調整されています。

　十月に来た時と、変わらない施し設せつ。

　けれどその全てには雪がうっすらと積もっており、また、前回はあんなにいたカップル達が今は一組もいないどころか、自分以外の観光客の一人すら存在しませんでした。

「ですよね……」

　呟きながら、広場中央に進み出てぼんやりと景色を眺ながめます。

　……実際、この《星見広場》は冬のデートスポットとしては人気がありません。単純に、冬山で夜にベンチに寝ねそべって星を見るのは凄すさまじく寒いですからね。星空は相変わらず綺麗でも、カップルが気軽に来るというスポットではなくなるようです。

　だというのに、ここにきてまさかの《星見広場》指定。

「……ホント、ケータはズレてます……」

　いっつも他人の視線や評価を気にしている割には、大事なことになるとビックリする程ほど独自の価値観で動いてくるというか。……後先考えていないというか。

「きっときっと、この後、花か憐れんさんとも約束あるでしょうに……」

　だというのに。

　恐らくは自分との決着の場として相応ふさわしいからという理由だけで、こんなに交通の便が悪い遠い場所を簡単に指定してきてしまう。

「…………ホント、ダメダメですよ……まったく……」

　自分は陽ひが沈しずみ星が瞬またたき始める空を見つめながら、思わず……苦く笑しよう交じりにぽつりと呟いてしまいます。

　さて、約束の場所に着いたはいいものの、ケータはまだ来そうにありません。

　自分はカップルベンチの一つに積もった雪を丁てい寧ねいに払はらい落とすと、そこに腰こしを下ろすことにしました。流石さすがに寝そべりこそしませんでしたが、やはりコート越しでもおしりが非常に冷たいです。仕方ないので教科書やルーズリーフの入ったカバンをそれごと座ざ布ぶ団とん代わりにしてしまおうと考え、とりあえずカバンの中から邪じや魔まな雑貨を取りだしてしまうことにしました。ペンケース、お化け粧しようポーチ（とは名ばかりの雑貨入れ）、そして──

「あ、そうでしたそうでした、今日はこれがあったのでした！」

　──久々に持ち歩いていた携けい帯たいゲーム機を発見し、自分は思わずテンションが上がってしまいます。

　自分は早さつ速そくカバンを敷しいてベンチに座ると、膝ひざの上に雑貨を載のせ、そして──手袋をはめたままゲーム機を構えました。

「ふふふ、これさえあれば、何時間でも暇ひませず楽しく待てます……！」

　正確には充じゆう電でんが尽つきるまでですし、極きよく端たんな温度の中でのゲーム機使用はあまり推すい奨しようされてませんが、背に腹は代えられません。

　自分は早速電源をオンにすると、前回の続きからゲームを再開させることにしました。

　……ホワイトデーに、夜空が綺麗な冬の雪山で、星を見ずにゲームに勤いそしむ。それが果たして恋こいする女子高校生としての正解行動なのかは甚はなはだ疑問ですが……まぁ、知ったこっちゃありません。

　なぜなら、それが星ノ守千秋というこじらせゲーマーだからです！　が……

「……あ、あれあれ、ボス戦からでしたか……うぅ」

　意い気き揚よう々ようとゲームを再開させたはいいものの、見れば状じよう況きようはダンジョンの最奥、ボス戦の直前の中断ポイントからでした。

　しかもあろうことか、このゲームのジャンルは「アクションＲＰＧ」。手袋をつけた手で精密な操作をするのは至難の業わざです。が……。

「……でもでも、ここでレベル上げ作業に逃にげるのは、何か違ちがう気がします……！」

　星ノ守千秋の闘とう志しに謎なぞの火がつきます。自分は主人公を操作し、えいやとボス部屋に飛び込むと、仰ぎよう々ぎようしい警告表示の後、いよいよボス戦に突とつ入にゆうしました。現れたのは、樹木でできた巨きよ体たいをほこる巨人です。

「（ごくり……）」

　自分の中に緊きん張ちようが走ります。というのもこのゲーム、イマドキ珍めずらしくデスペナルティが大きめなのです。具体的には、ダンジョンの最初からやり直し。先程のボス戦直前のセーブポイントからやり直せばいいじゃないかと思われるかも知れませんが、あれはあくまで中断ポイント。一度冒ぼう険けんを再開させたら消える類たぐいの一時的なセーブです。

　つまり今回このボスにやられれば、自分の冒険時間はかなり無駄になるわけで。

　いやがおうにも緊張感が高まります。まあそれがこのゲームのいいところでもあるのですが。

　とりあえず、まずはセオリー通りに敵から距きよ離りを取って様子見。しかし──

〈ザスッ！〉

「!?」

　突とつ如じよ周辺の森から飛び出してきた木の槍やりに貫つらぬかれ、プレイヤーキャラがダメージを受けてしまいました。どうやら、フィールドを取り囲む森の方へと逃げすぎると、トラップが発動するようです。それどころか、フィールドに点在するオブジェクトの樹木からさえ、近づけば槍が発生する始末。これにはまいりました。…………。…………？

「（あれあれ？　こんなの……確か以前にも……）」

　不思議な既き視し感かんに苛さいなまれながらも、自分は戦せん闘とうを継けい続ぞくさせます。

　自分も一応ゲーマーの端はしくれですから、アクションＲＰＧのボス戦における定番な攻こう撃げきに関しては、一度見ればまぁなんとか次からは対応できます。

　なのでかなり被ひ弾だんしながらも回かい避ひ率自体は徐じよ々じよに向上していき、いよいよ、このままの流れで攻撃を叩たたき込んでいき続けられれば勝てる──と、確信した、その時。

　自分の脳のう裏りを、何か、イヤな予感が駆かけ巡めぐりました。

「（あ、あれあれ？　自分、このボスと戦うのは初めてなのに……なにか、悪い予感がします）」

　どうも先程から、妙みような既視感がつきまとっています。そしてその既視感が、訴うつたえてくるのです。このままでは、まずいと。

　どうやら答えは自分の記き憶おくの中にありそうです。しかしながら、どうにも具体的に「悪い予感」の原因が思い出せません。

　自分は必死に考えながら戦闘を続けました。…………そして、ふと、気付きます。

「（あ、これこれ……もしかして、前作の記憶ですか？）」

　ようやく核かく心しんに迫せまった気がしました。

　そう、自分はこれの前作を……約九ヶ月前に、プレイしているのです。

　その名も──《イージスⅧ》

「……!?」

　と、そんなことを自分がボンヤリと回想している隙すきに、突如樹木巨人が僅わずかにＨＰを残したまま真っ赤に燃え上がり始めました。

　これまでの行動パターンにない突然の異常事態に、自分は狼狽うろたえます。

「（こ、これ、逃げた方がいいのでしょうか？　そ、それとも、何か起こる前に猛もう攻こうで削り切るのが、正解？　ああ、迷っている時間はないのに──！）」

　どちらを取るにしても、すぐに決断を下さなければいけません。しかしその判断材料は、今の自分には何も──

「──押し切れ！」

　──刹せつ那な、すぐ傍そばから聞こえてくる声。

　次の瞬しゆん間かん、自分は全力でボスに攻撃を開始しました。

「いけいけいけいけいけ！」

「っ！～～！」

　誰だれかの応おう援えんに後押しされながら、自分は猛もう烈れつに攻撃ボタンを連打して攻撃を叩き込みまくります。そうして、いよいよ樹木巨人が激しく明めい滅めつし、ため込んだ力の解放が行われようとした次の瞬間──

「！」

　──遂ついに、ボスの体力が削り切られました。

　一瞬の静せい寂じやくの後、サラサラと灰と化して崩くずれゆく樹木巨人。

　そうして、クリア表示がなされた瞬間──自分は思わず立ち上がり。

　いつの間にか隣となりから覗のぞき込んでいた「彼」と目を見合わせると、思わず、叫さけんでしまったのでした。

『っったぁぁ！』

　彼の右手と、自分の右手がパァンッと激しくぶつかります。

『…………』

　そうして気付けば、自分達は互たがいに手を合わせたまま……笑え顔がおで見つめ合ってしまっていました。

　それはそれは──本当に、できすぎなぐらい、あの日の……出会いの日の、再現で。

　自分は彼に少し意地悪な眼まな差ざしを向けると、口元に笑みを湛たたえながら、あの日のように訊たずねます。

「あのあの、どちらさま、ですか？」

　そんな自分の問いかけに、彼もまた……どこか照れくさそうに微笑ほほえみながら、返してきたのでした。

「キミと同じ、ゲーム好きの、ぼっちです」




　　　　＊




「いやしかし、正直完全に失敗だったよね、この場所チョイス。遠いし寒いし……」

　ケータが苦笑いを浮うかべながら、いつかのように自分の隣へ腰を下ろしてきます。

　自分は一度立ち上がって座布団代わりにしていたカバンを回収すると、ゲーム機や雑貨をしまいながらそれに応じました。

「貴方あなたがそれを言いますか。ではでは、どうしてここにしたのですか……」

「え、どうしてって、そりゃあ──」

　言って、ぽりっと照れくさそうに頰ほおを搔かくケータ。その意味を自分もまたすぐに察し、頰に熱が帯びてきます。

　そう、理由なんて決まってます。それは、ここが、自分達にとって思い出の──




「──現在まさに、《ＧＯＭサーチ》のレアボスが出現しているポイントだからだよ！」




「自分のトキメキを返して下さい！」

　まさかの位置ゲーレア目的でした。

　自分は激しくツッコみますも、気付けばケータは既すでに目を爛らん々らんと輝かがやかせてスマホを弄いじり始めてしまっていました。こ、このゲームオタクは、この期ごに及およんで……！

　はぁと嘆たん息そくしながら、なんだか一気に緊張が抜ぬけて、ケータの隣に座り直す自分。

　ちらりと横目にケータを見ると、彼は……相変わらず子供みたいにとても楽しげにゲームへと興じていました。

「あ、チアキも──というか《ＭＯＮＯ》さんもやったら？　《ＧＯＭサーチ》。知らなかっただろうけれど、今このポイント、ホント凄すごいから」

「はいはい……」

　彼の熱量に押され、自分もまたスマホを取り出して《ＧＯＭサーチ》を起たち上げます。そうして確かく認にんしてみると、なるほど、確かに……。

「ふむふむ。これは確かに……超ちよう有用な穴場スポットです！　最近配信しているレイドボス対策にピッタリのキャラを排はい出しゆつしてくれるボスキャラじゃないですか！」

「でしょでしょ？　《ＭＯＮＯ》さんなら分かってくれると思ってたんだ！」

「ですねですね！　これはいいですよ！　ありがとうございます《ツッチー》さん！」

「いえいえ、こういうのはお互い様でしょう《ＭＯＮＯ》さん」

　そのまま二人、大興奮でぽちぽちとスマホを操作します。……ホワイトデーに冬の雪山にまで来て一体何をやっているのかホント分かりませんが、なぜだか、自分の胸は最初にここに辿たどり着いた時よりも遥はるかにぽかぽかと温かくて。

　そうして約三分後。自分達はここで行うべき作業を一通り終えると、ホクホク笑顔でスマホをポケットにしまい、改めて二人、静かに暮れゆく空を眺ながめました。

　前回と違い、まだ満天の星が見えるような時間帯ではありませんでしたが、眼下には代わりに赤と紫むらさきのグラデーションが織りなすマジックアワーの景色が広がっており、これはこれで素す晴ばらしく幻げん想そう的でした。

「…………」

　夜空でまばらに瞬またたく星は、十月半ばの告白を。

　そして眼下に広がる綺き麗れいな夕景は、《トワイライト・テラス》でのキスを想起させます。

「（……やっぱり、ここで、良かったです……）」

　先さき程ほどはケータに文句を言いましたが、正直なところ、ホワイトデーの──

　──自分の青春の終わりを飾かざる場として、文句のつけようがありません。

　膝ひざの上でキュッと拳こぶしを握にぎり込み、少しずつ覚かく悟ごを決め始めます。

　と、そこでケータがいよいよ本題を切り出して来ました。

「それで、えっと、まず……ホワイトデーのお返しなんだけれど。はい、これ」

「あ、はい、ありがとうござい……ます？」

　隣に座るケータからさりげなく渡わたされたそれを受け取ったところで、自分は思わず目をしばたかせます。

「えとえと……これは……手紙、ですか？」

「まぁ、そうだね。ほら……チアキ、バレンタインデーに手紙くれただろ？」

「あれは……」

　直接チョコを渡す勇気がなかった自分が、苦肉の策として書いた置き手紙だったので、プレゼントという意識もなかったのですが……。

　自分のそんな想おもいが伝わったのでしょうか。ケータが不安げに表情を歪ゆがめます。

「あ、えと、もしかして、気持ち悪かったり迷めい惑わくだったかな、こういうの……」

「え？　いえいえ！　そんな、とんでもない！　むしろ……むしろ……」

　自分はケータから手渡されたクリーム色の封ふう筒とうを眺め、ほぅっと温かい息を吐はき出します。

「そのその……凄く、嬉うれしいです。ケータの気持ちが綴つづられた、手紙なんて……」

「そう……なら良かった」

　そのまま、思わず手紙を胸にギュッと抱だきしめてしまう自分。今言った感想は、紛まぎれもなく事実でした。ケータの自分に対する想いが詰つまった、カタチあるもの。それにときめくなと言う方が、無理です。

　自分はとくんとくんと胸の高鳴りを覚えながら、早さつ速そく封を開けて中身を──

「あ、待って！」

　──確認しようとしたところで、ケータに止められてしまいました。

　彼はなにやら、また照れくさそうに頰を搔いています。

「そ、その……それは、僕の前じゃなくて、自宅で読んでくれるとありがたいかな。なんかこう……凄く恥はずかしくて……」

「…………なるほど、分かりました」

　自分はそんなケータを見て、心を決めます。ケータはホッと安あん堵どの息を吐きました。

「よかった。じゃあ──」

「ではではっ、いざ、読みませう！」

「ちょっとチアキさんや!?」

　ご乱心めいた自分の行動に、戸と惑まどいを隠かくせない様子のケータ。しかし、仕方ないじゃないですか。こんな……こんなケータが恥ずかしそうにする手紙なんていうキュンキュンアイテム、今すぐ確認せずに耐たえられるわけ、ないじゃないですか！

　自分はケータの制止を振ふり切って封を開けると、中の便びん箋せんを取り出し、早速その……きっととてつもなく甘あま酸ずっぱいであろう内容への期待に胸を高鳴らせて、内容を確認します！　かくして、そこに書かれていた文章とは──




《のべ作品、全作クロスレビュー！　ｂｙ　ヤマさん》




「自分のトキメキを返せぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええ！」

「ああっ、捨てないで、捨てないで！」

　思わず怒いかりのままに立ち上がり、手紙を便箋ごと投げ捨てようとする自分を、ケータが必死で止めてきます。

　自分はキッと涙なみだ目めで彼を振り向くと、怒ど濤とうの勢いで責め立てました！

「一体どういうつもりなのですかっ、ケータ！」

「いや、どういうつもりって……うーん、近いのはファ○通編集部員？」

「なぜホワイトデーのお返しにフ○ミ通編集部員気分で挑いどむのですか！　も、もっともっと、レビュー以外に手紙に書くべきこと、あるでしょう！」

「え？……あ、新作情報？」

「○ァミ通編集部員！　なんで根っからのフ○ミ通編集部気質なのですか！　違ちがいます！　だからこう……自分への熱い想いというか……！」

「え？　だからほら、僕なりに《のべ》さんへの熱い想いを綴ったんじゃないか」

「そうじゃなくて！……ああ、もう！」

　自分はもうなんだか怒おこっているのさえ馬ば鹿からしくなってくると、ベンチにドカッと座り直し、半ばやけくそ気味にクロスレビューを読み始めました。

　途と端たんにケータが隣で恥ずかしそうにソワソワする様がまた酷ひどくかんに障さわりましたが、しかしそんな自分の苛いら立だちは……意外にも長くは続きませんでした。

　なぜなら……。

「こ、これ……本当に全作品分、あるじゃないですか……」

「？　当たり前だろ？　そういう趣しゆ旨しなんだから」

　ケータが「今いま更さら何を」といった様子で首を傾かしげてきます。が……それはやはり、明らかに異常なことでした。

　自分はケータの方に紙面を向けながら、今一度訊ねます。

「え、だって……一作品につき、原げん稿こう用よう紙し二十枚分以上の文章量で語ってますけど、これ……」

「あー……うん、ごめん。正直それでも大分添てん削さくした方なんだけどね。《のべ》作品となると、どうしても語りたいことが多すぎて……」

「…………」

　自分は呆あつ気けにとられながらも、パラパラと紙を捲めくっていきます。……ケータの言う通り、やはり全すべての作品に対して凄すさまじく詳しよう細さいな感想が綴られているようでした。しかも……。

「全部……絶賛の文章ばかりです」

　自分の言葉に、ケータは「あはは……」と気まずそうに笑います。

「クロスレビューとは銘めい打うったけど……僕、基本的に《のべ》作品に関しては盲もう目もく的てきな大ファンだからさ。普ふ通つうならダメなところも含ふくめて全部魅み力りよく的に映っちゃうもんだから、いざ個人的な感想を書いてみたら気持ち悪いぐらいの絶賛ばかりに……」

「……そうですか」

　自分はニコリと彼に微笑ほほえみかけます。……ケータの言うことは、半分事実で、半分噓うそでしょう。自分の作品がアラだらけであることは、自分が一番よく分かっています。けれどこの人は……《ヤマさん》は、知ってくれているから。

　自分が、どちらかといえば上を目指すよりも「楽しく」創作をすることに、重きを置いているタイプだと。

　だからこそ、今回はあえて自分が落ち込んでしまうような文章は全て排して、ただただ活力が湧わくことだけに焦しよう点てんを絞しぼったこれを、自分への「プレゼント」としてくれたのでしょう。

「ふふっ……」

　相変わらず、とても不器用で……けれど自分の事を心の底から考えてくれる人です。

　自分はページをぱらぱらと捲りながら、更に一つ気付いたことを口にします。

「ケータ……これ書くために、自分の作品、全部やり直してくれたでしょう？」

「う……バレちゃった？　いや、あの、ファンとは言っても、細かなとこ全部は流石さすがに覚えてないからさ。この機会に、もう一度やらせて貰もらいました……はい……」

「……そうですか」

「ご、ごめんなさい……」

　なぜかケータは恥ずかしそうにしていましたが、自分の胸はただただ、感謝の念で一いつ杯ぱいでした。だって、自分がこれまで作ってきた作品は……いくら同人作品と言えど、全部通してやろうと思ったら、少なくとも百時間はかかる量です。それを……この人はきっと、自分がチョコを渡してからの約一ヶ月で、やりきってくれたわけで。

　それもただこの──「お返しのお手紙」を、書くため、だけに。

　更にぱらぱらとレビューを捲り続けると、最後の方に、「星ノ守千秋」を語るページがあるのを発見してしまいました。と、しかしそこを今読むのに関しては流石に、ケータが本気で照れて制止してきました。

「いや、あの、それは、マジで……」

「はいはい、分かってますよ。自分だって、これはちょっと、恥ずかしそうです」

「だ、だよね」

「ですです……」

　二人、赤面して俯うつむいてしまいます。……正直今の一いつ瞬しゆんでちらりと読んでしまったのですが、「星ノ守千秋」の項こう目もくもまた、例に漏もれず絶賛と、そして感謝の言葉ばかりで綴られているようでした。

　つまり、結局蓋ふたを開けてみれば……それは、最初に自分がドキドキと期待していた以上の、あまりに素す晴ばらしい、心のこもった「お返し」で。
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　でも、だからこそ──

「（ああ──これが、ケータの『けじめ』なんですね……）」

　──彼がここに、自分に対する「全て」を詰め込んだのも、伝わってきてしまって。

　それは、つまり……もう、自分達は……。

　思わず目を伏ふせる自分。と、ケータはそんな自分を見て何を思ったのか……少し慌あわてた様子で、なにやら付け足してきました。

「あ、いや、でも流石にコストゼロ円手紙だけじゃアレだから、ちゃんと物質的なものもばっちり用意してございます！　はい！」

「は、はぁ……」

　いや、別にそこにガッカリしていたわけじゃないのですが……。というか、コスト云うん々ぬんにしたって、この酷く労力のかかった手紙の時点で既すでに、自分の買ったチョコレートなんてまるで釣つり合ってないわけで……。

　しかしどうもケータはすっかり自分が「手紙にガッカリした」のだと思い込んだらしく、あせあせとカバンから新たな品を取り出そうと動き出します。あ、相変わらず、鈍どん感かんというより自分への自信が絶望的に欠けつ如じよした男ですね……。いやまぁ、自分が言えたものではないのですが。

　さて、それにしても手紙以外の物質的なプレゼントとは、一体なんなのでしょうか？

　どうもケータは、手紙よりもこちらが本命のような言いぐさですが、しかしあの想おもいの塊かたまりみたいな手紙以上に気持ちの伝わる物質なんて、この世に存在しうるわけも──

　──と、そこで、久々に恋れん愛あい探たん偵てい・星ノ守千秋の推理が冴さえ渡わたります！

「（……あわわ……）」

　気付いてしまった「たった一つの可能性」に、ガタガタと体が震ふるえ出します。

　あるじゃないですか……まだ、一つだけ。

　あの手紙以上に、ダイレクトな「想い」が込こめられる、唯ゆい一いつ無二の物体が。

　その存在が既に、こと恋愛においては絶大すぎる「想いの含がん有ゆう量」を誇ほこる、必殺技わざみたいなアイテムが。

　この世界には、一つだけ、存在しうるじゃないですか！

「……あ、あったあった」

　ケータがカバンからそれを取り出すのを、自分は……いっそ痛いほどの胸の高鳴りと、そして期待の眼まな差ざしと共に、固かた唾ずを吞のんで見守ります。

　そう──手紙以上に、想いが伝わる、圧あつ倒とう的プレゼント。

　それは……それの名は、そう、《指輪》──




「じゃじゃーん。若じやつ干かん時じ代だい遅おくれの、恐きよう竜りゆうハンティングアクションゲームぅ！」




「自分のトキメキを返せぇぇぇぇぇぇぇええええ！　きぇぇぇえええええええええ！」

　ベンチから立ち上がり大絶ぜつ叫きようする自分。ケータが目をまん丸く見開きます。

「うわぁ!?　突とつ然ぜんなんて奇き声せいをあげるんだよチアキ！　って、うぉっ、なんか山の鳥達が一いつ斉せいに飛び立った!?　ってか、なにこれ凄すげぇ！　圧巻！　奇き跡せきの光景すぎるよ！」

「んなのどうでもいいわぁぁぁぁぁああああああああああああああ！」

「どうでもいいの!?　動画サイトにでもあげようものなら百万再生はかたそうだけど!?」

　自分が地じ獄ごくから響ひびくような声で抗こう議ぎしたにも拘かかわらず、ケータは相変わらずわけが分からないといった様子でキョトンとなさっていました。……はぁ。

「もういいですよ……」

　自分はそう言ってとぼとぼと歩くと、そのまま展望エリア端はしの柵さくまで向かいます。

「……はぁ」

　雪の積もった柵の上に手を置き、ぼんやりと景色を眺ながめます。……別に、今のケータの「すかし」に、本気で怒ったわけではありません。ただ……。

「（まぁ……そうですよね。指輪なんて……ないですよね）」

　一瞬だけでもこの先に続く「未来」を期待してしまったことが、酷ひどく虚むなしくて。

　と、そうしていると自分の隣となりにケータがやってきました。彼もまた、自分と同様に夕景を眺めながら、切り出して来ます。

「……あの、チアキ？　僕は別に、ふざけているわけでは……」

「はいはい、それは分かってますよ。ごめんなさい、自分が変な期待をしただけです」

「変な期待？」

「そ、それはいいです。それより……どうしてそのゲームなのですか？　しかも、よりにもよって一世代前の携けい帯たいハードの」

「ああ、それなんだけどね。……ほら、僕らって、このゲーム人気が全ぜん盛せいの頃ころ……完全ぼっちだったじゃん」

「う……そ、それはそうですが……。なんですか、急に傷口抉えぐってきて」

　意図が分からず睨にらむ自分に、ケータは少し焦あせった様子で「や、でもさ」と説明を続けてきます。

「今は……その、いるじゃん」

「えっとえっと……何がですか？」

　未いまだに彼の言いたい事がよく分からず首を傾げる自分に、ケータは照れくさそうに「だから……」と呟つぶやきます。




「僕には、チアキが。チアキには、僕が」




「────」

　その言葉に、思わず目を見開く自分。

　それは……だって……だって……自分が……ずっと……ずっと……。

　自分が内から怒ど濤とうのように押し寄せる感情に戸と惑まどっている間にも、ケータは説明を続けてきます。

「だから、これ……このソフト。今度、いつか、一いつ緒しよに遊びたいなって。チアキと」

「ケータ……それって……つまり……」

　自分はゆっくりとケータに向き直ります。

　奇跡みたいに美しい夕景も、もう視界には入りません。

『…………』

　煌きらめく星の数が夜空に一つ、また一つと数を増し始める中。

　ケータは自分へと、正面から向き合ってくれます。

　その瞳ひとみには……決意の光が溢あふれていました。

　そうして彼は緊きん張ちようを払はらうように、一度深呼吸をすると。

　いよいよその言葉を──

　──全すべての終わりで、また、始まりたる言葉を、優やさしく紡つむいで来たのでした。




「チアキ、僕と──」




　天道花憐




「すっかり遅おそくなってしまったわ」

　部活を終え、旧校舎からの渡り廊ろう下かを急ぎ足で通り抜ぬけながら、私はひとりごちる。

　既に日はとっぷりと沈しずんでおり、時刻は午後七時を回っていた。部活動がどんなに遅くとも六時には終わることを考えると、実に異例の状じよう況きようと言える。けれど、今日ばかりはそれも仕方ない。なぜなら……。

「先せん輩ぱい達と活動するのも……もう、これで最後かぁ」

　そう、今日はホワイトデーであると同時に、加か瀬せ先輩と大おお磯いそ先輩が在校生としてゲーム部活動に参加する、最終日でもあったのだ。

　私は思わずため息をついてしまう。

「まぁ、こうして卒業式が二日後に迫せまる、三年の部活動参加限界目一杯まで顔を出してくれた時点で大感謝ではあるのだけれど……」

　それでも、幽ゆう霊れい部員を除くゲーム部主要メンバー四名のうち二名がいよいよ抜けてしまうこの状況を、部長として寂さびしく思うなという方が無理だった。

「あぁ、また部員集め、頑がん張ばらないと……」

　一年前のことを思い出すと、私らしくもなく少々憂ゆう鬱うつになる。先輩達や幽霊部員の二名を集めるのにも苦労したけれど、やはりそれ以上に……。

「……あぁ、ホント、雨あま野の君の時の私ときたら……！」

　未いまだにあの時のことを思い出すと、顔から火が出そうな程ほどの後こう悔かいに襲おそわれる。

　渡り廊下から新校舎の薄うす暗ぐらい廊下に差し掛かかったところで、私は人の目がないのをいいことに、両手で顔を覆おおって、思い切りしゃがみこんでしまった。

「うあぁ、何度思い出しても、なんて感じが悪く、情けない……！」

　終始上から目線で雨野君に接し、彼の楽しんでいるゲームを小こ馬ば鹿かにした挙げ句、最後には涙なみだ目めで負け惜おしみを叫さけんで駆かけ出す金きん髪ぱつ少女。

　私は全然驕おごっていないと、すんごく驕っていた、希代のダメダメ女。

　…………うぁぁ。

　本当の黒歴史とは、きっとこういうことを言うのでしょう。これに比べたら、中二病こじらせたノートの存在なんて、全然可愛かわいらしいものです。

　私の場合は、その恥ち部ぶが他人の……それも、選よりにも選って今最も愛する人の中に存在してしまっている。それが、如何いかに苦しく、恥はずかしいことか。

「…………本気でタイムマシン制作に乗り出してみようかしら……」

　遂ついには正気の沙さ汰たとは思えないことを呟き出す私。

　しかしすぐに私は大きくため息をつくと、立ち上がり、改めて目的地へと──雨野君との約束の場所へと向けて歩き出しました。

「…………」

　薄暗く人気のない校舎の中は酷ひどくうら寂しく、直前のゲーム部のこともあって、いけないとは分かりつつも歩けば歩く程どんどん気が滅め入いってしまう。

　そうして校舎正面玄げん関かん前に差し掛かったとき、私はふと何気なく自分のクラスの下げ駄た箱ばこを見やり、そして──

「…………」

　──千秋さんの下駄箱を見つけて、そっとため息をついた。

「（今いま頃ごろ、雨野君は千秋さんと……）」

　今日ずっと考えないようにしてきた不安が、遂にむくりと首をもたげる。

　私は思わず強く目を瞑つぶると同時に、制服の胸むな元もとをギュッと握にぎり込んだ。

「（いえ、それは単にスケジュールの問題よ。私には本年度最後のゲーム部活動があったし、だから雨野君は先に星ノ守さんと会っただけ。そこに、それ以上の意味は……意味は……）」

　そこまで考えたところで、私は思わず深いため息をつく。

　恋こいとは、なんてうまみの少ない感情なのだろう。

　勿もち論ろん、雨野君に恋をしたことに後悔なんて一ミリだってない。けれど……でも、これが本当に「楽しい」のかと問われれば、私は返答に迷ってしまう。

　それこそ、私にとってのゲームと同じ。

　貪どん欲よくに勝利を欲ほつするならば研けん鑽さんに励はげむほかなく、けれどそれはまた同時に少しずつ「娯ご楽らく」から離はなれていくことでもあって。

　勿論、その研鑽行こう為い自体にだって楽しみはある。けれど……努力が実らない時は、何をどう取り繕つくろったって、悔くやしい。思い入れがあればあるほどに。どうしようもなく。

　だというのに……それがイヤと言う程分かっているハズなのに、私は……。

「はぁ……。……黒歴史は何も部活勧かん誘ゆうのことばかりでもないか……」

　この一年に自分のやらかしてきた馬鹿げた選せん択たくが、次から次へと弱った心に浮うき出てくる。

　初デートで雨野君をこてんぱんにする天道花憐。

　いつまでも亜あ玖ぐ璃りさんとの仲を疑ってやたら絡からんでしまう天道花憐。

　雨野君からの熱い告白に、気の利きいた言葉を返してあげられない天道花憐。

　自分の部屋にまで招いたにも拘らず、結局距きよ離りを詰つめ切れない天道花憐。

　遂には修学旅行中に最悪のタイミングで別れを切り出してしまう天道花憐。

　余よ裕ゆうぶって構えている隙すきに、千秋さんに想おもい人の唇くちびるを奪うばわれてしまう天道花憐。

　そして……雨野君の所有権がかかった戦いの決め手を、彼女に委ゆだねる天道花憐。

　…………。

「……うわぁ……」

　今度は玄関前で頭を抱かかえてうずくまってしまう私。この調子では目的地まで辿たどり着くのにどれだけかかるか分かったものじゃないけれど、なぜか定期的にＭＰメンタルポイントがガクンと削けずられて行動不能に陥おちいるのだから仕方ない。

　なにせ、もうすぐ「決着」がついてしまうのだ。情じよう緒ちよも不安定になる。

　そうして……。

「（ああ、やっぱり、千秋さんの方に優先して会うって、そういうことよね……!?）」

　……またぶり返すマイナス解かい釈しやく。

「（聞けば、二人はわざわざ思い出の《星見広場》まで出向いて会っているとか。そんなのもう……もう……！）」

　ちなみに対する私の雨野君との合流場所は、普ふ通つうにこの校舎内だ。……なにこのロマンチック環かん境きよう度数の差。ちょっと圧あつ倒とう的すぎやしませんか。ねぇ、神様。……いや、まぁ、実際雨野君が指定してきたんだけどね、その場所は。

　襲い来る敗北の予感に、打ち震ふるえる私。元々重度の負けず嫌ぎらいたる私だけれど、それでも、過去、こんなにも敗北が恐おそろしかったことなんてなかった。

　まるで、これから世界の全てが終わってしまうような、そんな深い絶望感。

　今の私を一年前の私が見ようものなら、心底軽けい蔑べつした目で「たかだか恋れん愛あい如ごときで何を大げさな……」等などと吐はき捨ててくることだろう。実際今の私の中にも、そういう風に理性的に考える天道花憐はちゃんといる。

　彼女の考えは、こうだ。

　恋が破れたって、なにも終わらないし、変わらない。

　欲ほしかったゲームが売り切れていたからって、生活にはなんら影えい響きようがないのと同じで。

　恋が成じよう就じゆしなくても……元々、パートナーなんていない生活をしてきたのだから。

　天道花憐は、一人で充じゆう分ぶん立派に生きていける、そういう、人間なのだから。

　だから……だから、あのか弱く一いち途ずで雨野君と素す晴ばらしくお似合いな千秋さんが彼と結ばれることは、それはそれで、大変に幸福なことであるわけで。

　だからこそ私は一度彼と別れ、状況をフラットにし、誰だれもが幸福になれる清すが々すがしい道を模も索さくすべく、こうして……。

　こうして……。

「あ、れ……？」

　今は、理性的な自分で、淡たん々たんと、極きわめて合理的に思考を進めていたハズなのに。

　なのに……気付けばいつの間にか、私の左ひだり頰ほおを一筋の涙が伝っていた。

　慌あわてて手の甲こうで目元を拭ぬぐう。不思議なことに、涙は左目からしか流れていなかった。

「……ふふっ。なにこれ。ゲームのやりすぎによる病気とかじゃなきゃ、いいけど」

　自分を茶化すようにそんなことを呟つぶやきながら、よっこらせと立ち上がる。

　すると、少しだけでも泣いたせいか、気分の落ち込みが多少なりとも回復していた。

　それと同時に、数秒前まで勝手に一人で泣き崩くずれていた自分の弱さが、ほとほといやになってくる。天道花憐は、どうしてこんな風になってしまったのかしら。雨野君に関かかわってからというもの、そんなことを思ってばかりの日々だ。

　けれど……。

「……うん」

　これは──雨野君への勧誘態度の件や、細かな選択ミスのことなどとは、違ちがって。

　この「恋」の思い出、それ自体は……全てをひっくるめて、決して私の中で「恥ずかしい思い出」の棚たなになどには、絶対しまわない。そう、思えるから。……だったら……。

「…………今はそれで、充分じゃない」

　私はそうひとりごちると、改めて、颯さつ爽そうと一歩を踏ふみ出した。

　雨野君との、約束を果たすために。

　目指すは────彼の在ざい籍せきする、二年Ｆ組の教室だ。




　　　　＊




「失礼します」

　もう殆ほとんどの生徒が下校しているであろう時間帯でも、念のため律りち儀ぎに挨あい拶さつをしながら二年Ｆ組の戸を開く私。

　すると、意外にも窓側の席の方から返事が返ってきた。

「こちらです、天道さん」

「……雨野君？」

「はい」

　よく目をこらして見れば、電灯がついていない教室の奥、星明かりに照らされた雨野君が笑え顔がおでこちらを見ていた。

　私は思わず灯あかりのスイッチに手を伸のばしたものの、すぐに慌てた様子の雨野君が制止の言葉を投げかけてくる。

「灯りはつけない方がいいかもしれないです、天道さん」

「？　どうして？」

「いや……ほら、いくらなんでも、時間が、時間なので」

「……あー」

　言われて私は得心します。実際部活棟とうたる旧校舎ならば、七時ぐらいまでは部室で活動していてもそう見み咎とがめられないのですが。

　特に部活動などで使うでもない教室群の方は、文化祭準備期間でもない限りは、灯りをつけて活動しているとすぐに先生方に見咎められてしまいます。今は一応卒業式の準備があるので多少規則が緩ゆるめの時期ではありますが、目立つことはしない方が無難でしょう。

　私は雨野君の忠告を受け、灯りをつけないまま教室の奥へと進んでいきます。

　幸い今日は夜空に月と星がよく出ており、歩くのに支障はありませんでした。

　雨野君の席の前まで辿り着くと、私はすぐ傍そばの窓から満天の星を眺ながめ、呟きます。

「綺き麗れいね……」

「ですね。山の方に負けず劣おとらず、今日はここでも星がよく見えますね」

「……山の方……」

　私がそう呟くと、雨野君は席に着いたまま、少し慌てた様子で私を見上げてきました。

「えっと、事前に言ってあったと思いますけど、今日、先にチアキと会ってホワイトデーのお返しをしてきまして。それがあの《星見広場》だったんで……」

「ええ……知ってるわ。綺麗だったかしら？」

「はい、そうですね……夕焼けが、特に」

「そう……」

「はい……」

　二人、気まずく会話が止まってしまう。……私はホント、いやな女だ。度量が大きいように振ふる舞まっておきながら……その内心は、酷く狭きよう量りようで。雨野君が他ほかの女性と楽しく過ごしている場面を少し想像するだけで、もう胸が張り裂さけるほど苦しくて。

　私は今一度星空の方へと視線を戻もどすと、少し強ごう引いんに話題を変えにかかった。

「今日、先せん輩ぱい方が参加する部活動の最終日だったんですよ」

「ああ、そう言ってましたね。……いよいよ加瀬先輩と大磯先輩も、卒業ですか……。寂さびしくなりますね」

「そうね。というか部員数的にも、このままだと存続の危機かも、ゲーム部」

「ええ!?　そうなんですか!?　いや確かに、でもそうか……」

　雨野君が深刻な顔つきで悩なやみ出す。そんな彼を見て、私は思わず苦く笑しようした。

「（……まったく、貴方あなたは部員でもなんでもないでしょうに。というかそれどころか、私の勧誘を手酷く断りさえしたというのに。それなのに……そんな顔するんですから）」

　相変わらず、ずるい人です。ゲーム以外に興味ない、自分のゲームスタイルを貫つらぬく……なんてこじらせている割に、周囲の人のためならそんな矜きよう持じなんてすぐどこかに投げちゃって。そんなだから私は貴方にいつまでも振り回され、そして、そんな貴方のことがずっとずっと気になってしまって……。

「……天道さん？　どうかしましたか？」

　私の視線に気付いた雨野君が訊たずねてくる。私はそんな彼に対して──あることを思いつき、いつかのように、少し強引にぐいっと顔を近づけると。

　それが相手にとって好印象であることを計算しきった小こ賢ざかしいビジネススマイルを浮かべると共に……ほんのり猫ねこ撫なで声で、お願いしてみた。

「雨野君。やっぱり、うちの部に来てよ。ね？　お願い。私、キミに凄すごく興味があるの」

「ええ？　いやそれは──って、あ、今のって……」

　雨野君は一いつ瞬しゆん本気の戸と惑まどいを見せるものの、すぐにこれが……春に私が勧誘した時の台詞せりふだと気付くと、懐なつかしそうに目を細めて、それから堂々と、返してきた。

「いえ、結構です。ゲーム部に、僕のやりたいゲームはないんで」

　これまたいつだったか聞き覚えのある台詞のアレンジだ。私はその応答に、露ろ骨こつに機き嫌げんを拗こじらせた風にムッと顔を顰しかめて返す。

「貴方がいいなら、私はそれでいいですけど。雨野君なんて、戦力になりませんし」

「ですよね。でも僕、天道さんはホント凄い才能の持ち主だと思うので、陰かげながら応おう援えんさせて貰もらいます。これからも頑がん張ばって下さいね」

「……ええ、そうね！」

　そこまで、あの勧かん誘ゆうのことを漠ばく然ぜんとながら再現したところで。

　二人、思わずぷっと噴ふき出してしまう。

「あははっ……雨野君、貴方意外と上手うまいのね、演技」

「天道さんこそ。よく細かなやりとりを覚えてましたね？　僕なんか、なんとなくのニュアンスを追うぐらいが精せい一いつ杯ぱいで……」

「それは私もよ。けれどまぁ……ある意味貴方よりは反はん芻すうしていたかもね」

　黒歴史への激しい後こう悔かいというカタチで。

　私はこほんと咳せき払ばらいし、「ところで」と更さらに話を転がす。

「さっきもあの時も、貴方は私に『才能がある』なんて言ってくれたけれど。そもそも……貴方の言う『才能』の定義って、なんなのかしら？」

「うぇえ？　な、なんですかこの、面めん倒どう臭くさそうな話。……天道さんらしいですけど」

「なによそれ。なにが私らしいって？」

「はいすいません、なんでもないです。話を先に進めましょう」

「ぐ……」

　この一年で雨野君側に変わったものがあるとしたら、この、私の扱あつかいの上手さかも知れない。私はずっと翻ほん弄ろうされっぱなしだというのに。……悔くやしい。

「……天道さん？　なんかその、急にムッスーとするの、勘かん弁べんしてくれません？」

「……むっすー」

「遂ついには口に出して言い出したよこの人。……なんか天道さんって……頭がいいのが災わざわいしているのか、一人でどんどん結論だして、感情変化させちゃいますよね」

「う……」

　また図星。く……あ、雨野君のくせに、生意気じゃない。私だってその気になれば、雨野君の考えの先読みぐらい……ぐらい……。

　…………よし。

「雨野君。これから貴方は『才能』という言葉の定義について、私が心から感心するようなことを言うでしょう！」

　ばばーん！

「いやなんですかその急激なハードルの上げ方！　て、天道さん!?」

　私の高らかな宣言に、激しく動どう揺ようする雨野君。……よし、主導権握にぎったわね！　なんかこう、思ってたのとは少し違う気がするけれど。

　まあなんにせよそんなわけで、私はわくわくと、雨野君の「才能」語りを聞く態勢に入る。雨野君はと言えば、酷ひどくやりづらそうに呻うめいた後……大きなため息と共に、仕方なさそうに語り出した。

「いやその……正直、僕の中に『才能』の定義なんてないですよ。普ふ通つうに、ごくごく一いつ般ぱん的な解かい釈しやくしか持ち合わせていないというか……」

「…………。……あなたにはガッカリです、雨野君」

「ああっ！　久々に見たなっ、その天道さんの恐おそろしく冷たい目！　なんかショック！　けどやっぱり理り不ふ尽じんじゃないですか!?　勝手に期待したの、天道さんですよねぇ!?」

「はぁ。もっとこう、『才能』問題に対する決定的な台詞をズバッと吐はいて私の目をハートにできなかったのですか。天道花憐は、そういう雨野景けい太たを、常に期待してますよ」

「なんていやなプレッシャーをかける人なんだ、天道花憐！　うぅ……でも持論がないものは、仕方ないじゃないですか。僕、別に恵めぐまれた才能持ちでもなければ、逆に『才能の壁かべに阻はばまれる』みたいな経験もあまりないんですから。まぁ、真ま音いんさんとの対決が多少そういう話ではありましたけれど……」

　しょんぼりとする雨野君。私は彼のそんな様子を見て、苦笑いを浮うかべた。

「ごめんなさいね、変なこと言って。でも『才能』っていうのは常に私の人生に付きまとう言葉なものだから、つい、色んな人に考え方を聞きたくなるのよ」

「そうなんですか。……そういうことならやっぱり力になりたいですけど……」

　雨野君はそう呟つぶやくと、再びうんうん唸うなり出す。……やっぱり、不思議な人だ。一見他人に興味がないのかと思えば……本当は、どこまでも、誰だれよりも親身になってくれる人で。

　そして、そんな雨野君の表情を見られただけで私としてはもう充じゆう分ぶんに胸が一いつ杯ぱいだったのだけれど、意外なことに雨野君は「あ、そうだ」と何か思いついた様子を見せてきた。

　彼は私の目を見ると、少し自信なさげに切り出してくる。

「僕、『才能』に関する深い持論はないですけど……その代わり、『才能』という言葉を使う時の、ちょっとした心がけは、あるかもです」

「はぁ、心がけ？　どういったものかしら？」

「はい、それはですね……」

　雨野君はそこでニッコリと笑うと。実に彼らしい……温かな言葉を、繰くり出してきた。




「その人の『努力』を否定する意味での『才能』なんて言こと葉ば遣づかいだけはしない、です」




「…………」

　その言葉に、私は思わず目を見開く。けれど……雨野君はそんな私の反応に気付かない様子で、照れくさそうに持論を展開させた。

「あ、いや、まぁ誰かを賞賛する意味での『凄い才能！』みたいな言い方に関しては、悪意がないんで許して頂けると幸いなんですが。そうじゃなくて『あいつは元々出来が違ちがうからな。ケッ』みたいな意味を含ふくんだ『才能』という言葉遣いは、絶対しないようにしようって、今は心に決めてまして」

「それは……どうしてかしら？」

「え？　どうしても何も、そんなの決まってるじゃないですか」

　そうして彼は、私の目を確しつかりと見み据すえながら、何の衒てらいもなく宣言してきた。




「この一年、天道さんの生き方を間近で見て来たからですよ」




「…………」

　相変わらず、彼の言葉に、私の頰ほおは染まらなかった。そういう意味で、やはり彼は私の期待にまるで応こたえてくれていない。

　いや、それどころか──

「……天道さん？　ど、どうしました？　急に俯うつむいてしまって……」

「……うるさいわね」

　──こんな風に、この私にボロボロと涙なみだを流させるなんて……期待外れもいいとこだ。

　ああ、もう、やだやだ。これだから雨野景太という人は、いやだ。大っ嫌きらい。出で逢あった時から、ずっとずっとずっと……本当に、大っ嫌いよ。

「…………」

　そうしてどうやら、流石さすがの雨野君も私の異変に気がついたらしい。彼は私が泣き顔を隠かくしたがっているのを察した様子で、ゆっくりと椅い子すを引いて立ち上がると。

　そのまま窓の外の星空を眺ながめつつ、語り出した。

「僕ね……本当は、最初、天道さんのこと……もの凄く憧あこがれていたと同時に、でも、大嫌いで……なにより苦手だったんだと、思います」

「っ」

「だって、そうじゃないですか。貴女あなたといると僕は……いつだって、みじめな気持ちになって、ばっかりだ」

　それはこっちの台詞よ。……涙さえ出てなければ、本当はそう言ってやりたかった。

　けれど私の喉のどは今、胸から押し寄せる感情の波に潰つぶされてしまったかのように、自分の意志ではまるで機能してくれなくて。

　こちらが反論できないとみると、雨野君は私の正面に立ったまま、更に一人続ける。

「一いつ緒しよにいても、安まるどころか、超ちよう意識高いことしかしないし。特に付き合い出してからなんか、僕に対する期待がうなぎ登りに高まりすぎていて、重いこと重いこと。……ぶっちゃけた話、天道さんとの恋れん愛あいは『楽しい』より『苦しい』の方がずっと多かったですよ」

　それこそ、こっちの台詞よ！　私は心の中で必死に叫さけぶ。けれども、それでも声はどうしても出ない。

　そして雨野君は……それでも、無む慈じ悲ひな言葉を、止めてくれなかった。

「それに反して、上うえ原はら君や、アグリさんと過ごす時間の、なんと気楽で楽しかったことか。そして、それ以上に──」

　そこで雨野君は一瞬だけ苦々しい表情で詰つまるものの……しかしすぐに意を決した表情を見せ、その核かく心しん的な台詞を吐く。

「──チアキといる時間が、僕にとって、どれだけ安らぎだったことか」

「っ！」

「だから……」

　これまでどこかで目を背そむけ続けてきた、雨野君の偽いつわらざる本音。それが遂に本人から突つきつけられた今。

　私はもう、息もできない程ほどに胸が詰まっていた。

　苦しい。逃にげ出したい。もうやめたい。何もなかったことにしたい。

　けれど、これは、そもそも私が言い出した──決着だから。

　だったら私は……天道花憐として、せめて最後まで、正々堂々としていなければいけなくて。でも、だから……。

「…………」

　涙を拭ぬぐい、全すべてを受け入れるべく、すっと前を向く。

　そうして改めて正面から見据えた、雨野君の瞳ひとみは。

　どこか酷く悲しげで──それでいて、既すでに明確な「絆きずな」を結んだが故ゆえの決意に溢あふれているのが、見て取れて。

　その瞬しゆん間かん、私は、悟さとってしまった。

「（……ここまで、かな）」

　思わず、脇わきの窓からそっと天を仰あおぐ。

　……揺ゆれる視界の先、冬の寒空の中では。

　一つの恋こいの終わりを見届けるように、数多あまたの星々が煌こう々こうと瞬またたいていた。




　雨野景太




　僕、雨野景太が本日ホワイトデーのお返しとして用意した物品は、全部で三つだ。

　そのうち二つがチアキへのプレゼントで、一つが天道さんへのプレゼント。

　チアキへのプレゼントは、約一ヶ月の準備期間を経へてようやく書き上げた程の気持ちが籠こもった手紙と、彼女と自分の境きよう遇ぐうを考えに考えた末、購こう入にゆうしたゲームソフト。

　つまりは、最高に努力し、ない頭も絞しぼった上で用意した珠しゆ玉ぎよくの二品だ。

　対する天道さんへのプレゼントは──ぶっちゃけ、ありものだ。

　元々持っていたものであるから手に入れる努力なんてこれっぽちもしてないし、当然ながら頭もつかっていない。

　家にあったそれを、ただ持って来ただけ。

　また、それを渡わたす場所も対照的だ。

　片やバス移動まで必要とするほどに離はなれた、最高のロケーションを誇ほこる場所。

　片や……なんの変へん哲てつもないいつもの教室。しかも時間帯のせいで満足に電灯もつけられない、いっそ「いつもの教室」よりなお雑な環かん境きよう。

　そもそも、優先順位だって酷いものだ。

　まず先にチアキ。そうして余った時間で、天道さん。

　……ここまで来たらもう、天道さんには僕の答えなど、とっくにバレていることだろう。

　しかしそれでも僕は、最後までこのホワイトデーをやり切るべく、どれだけ辛つらくとも涙目の天道さんと、しっかり向き合った。

　窓から差し込む星明かりだけが二人を照らす中……僕は、切り出す。

「……天道さん。もうお気づきかも知れませんが……僕は少し前に──」

　思わず言い淀よどんでしまいそうになる。しかし、僕は自分の中の弱い心をぐっと押さえ込むと──噓うそ偽いつわりのない真しん摯しな眼まな差ざしで、天道さんの目を見据えた。




「──チアキに、告白してきました」




「っ！…………そう……」

　天道さんの瞳が大きく揺れる。彼女はまるで震ふるえを抑おさえるかのように、自らの体をかき抱いだく。

　……けれど僕もまた、今は悔くやしさと切なさでどうにかなりそうだった。

　それでも僕は懸けん命めいに、逃げずに前を向き続ける。

「チアキもそれを……受け入れてくれました」

「…………それは……良かった」

「……はい……良かったです」

　なにが良かったものか。星明かりに照らされる僕達二人の顔は、とてもじゃないが「良かった」なんてポジティブな言葉を吐はいている状じよう況きようで見せる表情じゃなかった。

　互たがいの沈ちん痛つうな面おも持もちをしばらく見つめあった後、僕は絞り出すように次の言葉を紡つむぐ。

「……僕はね、天道さん」

「……はい」

「さっきも少し話したけれど……貴女と過ごす時間が、本当に落ち着かないんだ」

「……はい」

「上原君といる時とも、アグリさんといる時とも……コノハさんや光こう正せいや真音さんといる時とも……そしてチアキといる時とも、まるで違う。とてつもなく、落ち着かなくて」

「……はい」

「だから、それは、つまり──」

　僕はそこで──ようやく、ふっと、表情を緩ゆるめると。

　天道さんへと向けて、その偽らざる気持ちを、吐と露ろした。




「──僕にとって貴女は、やっぱり誰だれより特別だってことの、証明でも、あって」




「……え？」

　天道さんの瞳が再度揺れる。

　僕はそこでおもむろにブレザーのポケットに手を入れると、その中に収まっていたそれを──最初から決まり切っていた、天道さんへのプレゼントを引っ張り出し。

　しかしそれは依い然ぜんとして右手の掌しよう中ちゆうで握にぎり込み、彼女からは見えないようにしたままで……更さらに話を、続ける。

「先程僕は、チアキに告白してきたって、言いましたよね」

「……はい」

「で、それの、具体的内容なんですけど。その……天道さんには、大変恐きよう縮しゆくなのですけれど……」

「…………っ」

　天道さんが、何も言わずにただぎゅっと、自らの二の腕うでを握り込む。

　僕は、そんな彼女に対し────照れ笑いと共に、切り出す。




「あの日──終ついぞ僕が貴女に『できなかった告白』を、行ってきたんです」




「え……？　あの……日？」

「ええ、あの日です。僕らの全てが動き出した──あの、間ま違ちがい告白があった夏の日」

「ああ……。……あれ？　でも、じゃあ雨野君が『できなかった告白』って……つまりは、友達に……」

　天道さんが何かに気付いた様子で、ハッと目を見開く。

　そうして、その瞳に、少しずつ潤うるおいが蓄ちく積せきしているのを見つめながら。

　僕は彼女に、プレゼントを握り込んだ右手をそっと差し出して、続けた。

「そしてこれから僕は、貴女に──芸がないと思われるのは百も承知ですが、それでも、今一度──」

　そこで僕はようやく彼女へと向けて、プレゼントを握り込んでいた右手を開いていく。

「──あの日僕が『できなかった告白』ではなくて、『してしまった告白』の方を、繰くり返させて頂きたいと、思うんです」

　そうして、開ききった僕の掌てのひらの上に、ちょこんと載のっていたもの。




　それは当然、僕がずっと渡したかったモノ──恋こい人びとの証明、《ラベアーズ》で。




「あ……あぁ……」

　《ラベアーズ》を受け取った天道さんの瞳から、堰せきを切ったように涙なみだが溢れ出す。

　どうやら、もう僕の真意は彼女に充じゆう分ぶんに伝わってくれているようだけれど。

　それでも僕は、やはり一つのケジメとして。

　目の前で涙を流す、この──世界で一番大好きな、女性に。

「天道さん、僕と──」

　今度こそ、すれ違いや勢いなんかじゃ、絶対なく。

　明確な意志と覚かく悟ごを持って、きちんと告げることにした。




「僕と、付き合って下さい」




　そんな、僕の告白に対して、天道さんは。

「（僕と、『友達』になって下さい）」

《星見広場》で僕にそう告白された際のチアキと同じ、泣き笑いの表情を浮うかべると。

　続く答えにもまた、チアキと全く同じ言葉を採用しながらも──

「はい──」

　──その瞳には、まるでチアキの涙に報むくいるように、精せい一いつ杯ぱいの幸福と覚悟を湛たたえ。

　そうして。

　柔やわらかな星明かりに照らされた、静せい謐ひつたる夜の中で。

　彼女は──いや、彼女達は。

　泣きたくなる程に切なくも晴れやかな笑え顔がおで、僕の告白へと応じてくれたのだった。
















「はい、よろこんでっ」

















あとがき






　どうも、あまりに辛からいものを食べるとしゃっくりが止まらなくなる葵あおいせきなです。

　……あの、神様？　そういう弱点は、私みたいなおっさんじゃなく、美少女キャラとかに割り振ふってくれませんかね？　辛いもの食べて汗あせダクダク流しながら涙なみだ目めでしゃっくりしているおっさんに、一体なんの需じゆ要ようがあると言うんですか……。

　そんなわけで基本神様には恨うらみ言ごとしか出てこない私ですが、今回のあとがきは三ページと実に良心的なので、その点は感謝しないでもないです（需要のないツンデレ）。




　さて、ゲーマーズももう十一巻ですよ。本編の巻数的には私史上最長シリーズかもしれません。「かもしれません」というのは、「生徒会の一存」が本編十巻と言いつつ、外伝やら続編やらでやたら出しているため、どう数えたものかという問題がありまして。

　とはいえ「十一巻」というのは初めてです。大変ありがたい話であると同時に、登場人物達は「一体自分達はなにを十一冊もさせられたんだ……」と頭を抱かかえていることでしょう。……なんかごめんよ、音おと吹ぶき高校ゲーム同好会。でもまあ、ほら、その辺は今巻で大分……ね？

　というわけで、今回は色々なものの決着回でお送り致いたしました。

　こんな風に書くと最終巻みたいですが、実はちゃんと十二巻があります。そっちが真の最終巻です。……恐おそらく。

　いや、それこそ生徒会みたいに本編は十二巻で終しゆう了りよう予定なのですが、ＤＬＣがあったり等もするので、そこが完全なる「終わり」なのかどうかは作者でも読みづらく。

　まぁなにはともあれ、物語の締しめは十二巻に訪おとずれますので、お待ち頂けたらと。

　二〇一九年春ぐらいには出せたらなと思っております。

　さて、先さき程ほども言いましたが、私的にはこの「決着」たる十一巻も一つの最終回として書かせて頂きました。これまでシリーズで積み重ねたものの、決算という意味で。

　その分次巻──最終巻は目め一いつ杯ぱい「ゲーマーズ！」らしいコメディを描えがければなと考えておりますので、また皆みなさん、次巻もよろしくお願い致します！




　では、最後に謝辞を。

　いつも私の執しつ筆ぴつ時のイメージより遥はるかに情感溢あふれる素す晴ばらしいイラストを仕上げて下さる仙人掌サボテン様。今巻もありがとうございました。今後ともよろしくお願い致します。

　次に担当さん。一種の最終巻だった今巻でさえ、詳しよう細さいな内容を事前にお伝えできず申し訳ありませんでした。いや、彼らがいつ何をどうしたいのかは、中々私側で把は握あくできるものでもなく……。あ、業務連れん絡らくです。最終巻の内容ですが、江え戸ど時代にタイムスリップした星ほしノの守もり心春このはが、現代の知識を武器に斬ざん新しんな春画を描かき、渇かわいた人々の心に潤うるおいを与あたえていくという人情モノになる予定です。よろしくお願い致します。

　最後に読者様。ここだけの話、今の内容予定は完全に噓うそです。担当さんには内ない緒しよですよ。本当は原点回帰の明るく楽しいゲーマーラブコメをやる予定ですので、お楽しみに！




　それでは、次は最終巻、もしくはＤＬＣ二巻の方でお会い致しましょう！
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